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1
EPMセンター・オブ・エクセレンスの作成および実行

EPMのベスト・プラクティスは、CoE (センター・オブ・エクセレンス)を作成することです。
EPM CoEは、導入およびベスト・プラクティスを確実にするための統合された取組みです。
パフォーマンス管理およびテクノロジ対応ソリューションの使用に関連するビジネス・プロ
セスの変革を促進します。
クラウドの導入により、組織がビジネス・アジリティを改善し、革新的なソリューションを
促進することが可能になります。EPM CoEはクラウド・イニシアチブを監督し、投資を保護
および維持し、効果的な使用を促進するのに役立ちます。
EPM CoEチーム:

• クラウドの導入を確実にし、組織が Cloud EPMの投資を最大限に活用することを支援し
ます

• ベスト・プラクティスの運営委員会として機能します
• EPM関連の変更管理イニシアチブをリードし、変革を促進します
すでに EPMを実装済の顧客を含めて、すべての顧客が EPM CoEからメリットを得られま
す。
使用を開始する方法
クリックして、EPM CoEのベスト・プラクティス、ガイダンスおよび戦略を取得します: EPM
センター・オブ・エクセレンスの概要。
さらに学習
• クラウド・カスタマ・コネクトWebセミナーを見る: Cloud EPMのセンター・オブ・エ
クセレンス(CoE)の作成および実行

• ビデオを見る: 概要: EPMセンター・オブ・エクセレンスおよびセンター・オブ・エクセ
レンスの作成。

• EPMセンター・オブ・エクセレンスの作成および実行の EPM CoEのビジネス上のメリ
ットおよび価値提案の確認。
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https://community.oracle.com/customerconnect/events/604185-epm-creating-and-running-a-center-of-excellence-coe-for-cloud-epm
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https://apexapps.oracle.com/pls/apex/f?p=44785:265:0:::265:P265_CONTENT_ID:32437
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2
概要

このガイドには、Oracle Account Reconciliation内の表およびその列、主キー、索引および外
部キー(該当する場合)に関する情報が記載されています。また、このガイドには Oracle
Account Reconciliation内のビューおよび各ビューに関連付けられている列および問合せに関
する情報も記載されています。
次の基本的な用語を理解しておくと役立ちます:

• 表は、Oracle Account Reconciliationのデータ・ストレージの基本単位で、データは行お
よび列に格納されます。たとえば、FCM_USERS表は共通表で、名、姓、タイム・ゾー
ンのプリファレンス、ユーザー・インタフェース・スキンのプリファレンスなどのユーザ
ーに関する情報が格納されます。

ノート:

トランザクション照合では、照合タイプが正常に承認されるとデータソースご
とに動的に作成される表もあります。トランザクション照合の動的な表および
ビューを参照してください

• ビューは、表または表の組合せの論理表現です。ビューは、その基になる表からデータが
導出される、格納された問合せです。たとえば、ARM_BALANCE_DETAIL_SUMMARY
ビューは、「詳細残高」リストに表示されるソースおよびサブシステム残高を示す照合コ
ンプライアンス・ビューです。

このガイドの構成
このガイドは、4つの項に分けられます:

• 共通表 - これらの表は FCMで始まります
• 照合コンプライアンス表およびビュー - これらの表およびビューは ARMで始まります
• トランザクション照合表 - これらの表は TMで始まります
• トランザクション照合動的作成表 - これらの表は TM_TRANSで始まります
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3
共通表

次も参照:

• FCM_ADDITIONAL_PROPS

• FCM_ALERTS

• FCM_ALERT_ASSOCIATIONS

• FCM_ALERT_TYPES

• FCM_ATTRIBUTES

• FCM_DASHBOARDS

• FCM_DASHBOARDS_REGIONS

• FCM_ORG_UNITS

• FCM_SCHEDULER_JOBS

• FCM_TEAMS

• FCM_TEAM_USERS

• FCM_USERS

FCM_ADDITIONAL_PROPS
この表には、追加プロパティに関する情報が格納されます。
詳細
オブジェクト・タイプ: TABLE

主キー

名前 列
FCM_ADDTIONAL_PROPS_PK INTERNAL_ID

列

名前 データ型 長さ 精度 スケール Nullの許可 コメント
INTERNAL_ID NUMBER 18 0 いいえ このプロパ

ティの一意
の内部 ID

PROPERTY_ID VARCHAR2 255 いいえ 追加プロパ
ティの一意
の ID
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名前 データ型 長さ 精度 スケール Nullの許可 コメント
OBJECT_ID NUMBER 18 0 いいえ プロパティ

が関連付け
られている
オブジェク
トの ID。

VALUE_TEXT VARCHAR2 4000 はい
OBJECT_VERSION_
NUMBER

NUMBER 9 0 いいえ オプティミ
スティッ
ク・ロックを
実装するた
めに使用さ
れます。こ
の番号は、行
が更新され
るたびに増
分されます。
行の問合せ
が行われた
後で別のセ
ッションが
更新された
かどうかを
検出するた
めに、トラン
ザクション
の開始時と
終了時の番
号が比較さ
れます

LAST_UPDATE_DA
TE

DATE いいえ WHO列。
この行が最
後に更新さ
れた日付が
格納されま
す。

LAST_UPDATED_B
Y

VARCHAR2 255 いいえ WHO列。
この行を最
後に更新し
たユーザー
の IDが格
納されます。

CREATION_DATE DATE 1 いいえ WHO列。
この行がデ
ータベース
で作成され
た日付が格
納されます。

CREATED_BY VARCHAR2 255 いいえ WHO列。
この行を作
成したユー
ザーの ID
が格納され
ます。

第 3章
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FCM_ALERTS
この表には、作成されたアラートに関する情報が格納されます。
詳細
オブジェクト・タイプ: TABLE

主キー

名前 列
FCM_ALERTS_PK ALERT_ID

列

名前 データ型 長さ 精度 スケール Nullの許可 コメント
ALERT_ID NUMBER 18 0 いいえ アラートの

一意の ID、
アラート・レ
コードの主
キー。

CLOSED_DATE DATE はい アラートが
作成された
日付。

OWNER_ID VARCHAR2 255 はい アラート所
有者のユー
ザー ID。

ALERT_TYPE_ID NUMBER 18 0 はい アラート・タ
イプの ID。
これは、
FCM_ALERT
_TYPES表
の外部キー
です。

PRIORITY NUMBER 1 0 いいえ アラートに
割り当てら
れた優先度。
使用可能な
値: 1=低、2=
中、3=高。

ALERT_NAME VARCHAR2 240 いいえ アラートの
名前。

ALERT_DESCRIPTI
ON

VARCHAR2 4000 いいえ アラートの
説明。

STATUS_ID NUMBER 2 0 いいえ アラートの
ステータス。
使用可能な
値: 24 = 所
有者、6 = 担
当者、10 =
承認者、1 =
クローズ済。

第 3章
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名前 データ型 長さ 精度 スケール Nullの許可 コメント
ASSIGNEE_ID VARCHAR2 255 はい アラートが

割り当てら
れているユ
ーザーの
ID。

APPROVER_ID VARCHAR2 255 はい このアラー
トの承認者
として指定
されている
ユーザーの
ID。

APP_ID NUMBER 1 0 いいえ アプリケー
ション ID

OBJECT_VERSION_
NUMBER

NUMBER 9 0 いいえ オプティミ
スティッ
ク・ロックを
実装するた
めに使用さ
れます。こ
の番号は、行
が更新され
るたびに増
分されます。
行の問合せ
が行われた
後で別のセ
ッションが
更新された
かどうかを
検出するた
めに、トラン
ザクション
の開始時と
終了時の番
号が比較さ
れます

LAST_UPDATE_LO
GIN

VARCHAR2 255 はい WHO列。
この行を最
後に更新し
たユーザー
のログイン/
セッション
IDが格納さ
れます。

LAST_UPDATE_DA
TE

DATE いいえ WHO列。
この行が最
後に更新さ
れた日付が
格納されま
す。

LAST_UPDATED_B
Y

VARCHAR2 255 いいえ WHO列。
この行を最
後に更新し
たユーザー
の IDが格
納されます。

第 3章
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名前 データ型 長さ 精度 スケール Nullの許可 コメント
CREATION_DATE DATE 1 いいえ WHO列。

この行がデ
ータベース
で作成され
た日付が格
納されます。

CREATED_BY VARCHAR2 255 いいえ WHO列。
この行を作
成したユー
ザーの ID
が格納され
ます。

START_DATE DATE はい アラートの
開始日

END_DATE DATE はい アラートの
終了日。

YEAR_ID NUMBER 18 0 はい このアラー
トに関連付
けられてい
る年 ID

PERIOD_ID NUMBER 18 0 はい このアラー
トに関連付
けられてい
る期間 ID。

RESPONSIBILITY_
LEVEL

NUMBER 0 0 はい アラートの
現在のレベ
ル。

INSTRUCTIONS CLOB はい アラート定
義で指定さ
れた指示。

ALERT_SECONDAR
Y_ID

NUMBER 18 0 はい 添付に使用
されるセカ
ンダリ ID。

OBJECT_TYPE VARCHAR2 15 はい アラートに
関連付けら
れているオ
ブジェク
ト・タイプ。

RESTRICTION VARCHAR2 1 はい アラートの
デフォルト
の制限。使
用可能な値:
W = ワーク
フローの防
止、C = クロ
ーズの防止。

OWNER_SUBMISSI
ON_DATE

DATE はい このアラー
トがアラー
ト所有者に
よって送信
された日付。

UUID VARCHAR2 40 はい LCMに使用
される一意
の ID。

第 3章
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名前 データ型 長さ 精度 スケール Nullの許可 コメント
REMOVE_ASSOCIA
TIONS

VARCHAR2 1 はい このアラー
トをオブジ
ェクトから
削除できる
かどうか。
使用可能な
値: Y = は
い、N = いい
え。

FCM_ALERT_ASSOCIATIONS
この表には、アラートと 1つ以上のオブジェクトとの関連付けに関する情報が格納さ
れます。
詳細
オブジェクト・タイプ: TABLE

主キー

名前 列
FCM_ALERT_ASSOCIATIONS_PK ASSOCIATION_ID

列

名前 データ型 長さ 精度 スケール Nullの許
可

コメント

ASSOCIATION_ID NUMBER 18 0 いいえ 一意の関連
付け ID、主
キー。

ALERT_ID NUMBER 18 0 いいえ この関連付
けに関係す
るアラート
の一意の
ID。

OBJECT_ID NUMBER 18 0 いいえ アラートが
関連付けら
れているオ
ブジェクト
の一意の
ID。

OBJECT_TYPE VARCHAR
2

15 いいえ アラートが
関連付けら
れているオ
ブジェクト
のタイプ。

第 3章
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名前 データ型 長さ 精度 スケール Nullの許
可

コメント

ASSOCIATION_D
ATE

DATE はい アラートと
オブジェク
トの間の関
連付けが作
成された日
付。

OBJECT_VERSIO
N_NUMBER

NUMBER 9 0 いいえ
いいえ

オプティミ
スティッ
ク・ロック
を実装する
ために使用
されます。
この番号
は、行が更
新されるた
びに増分さ
れます。行
の問合せが
行われた後
で別のセッ
ションが更
新されたか
どうかを検
出するため
に、トラン
ザクション
の開始時と
終了時の番
号が比較さ
れます

LAST_UPDATE_L
OGIN

VARCHAR
2

255 はい WHO列。
この行を最
後に更新し
たユーザー
のログイ
ン/セッシ
ョン IDが
格納されま
す。

LAST_UPDATE_D
ATE

DATE いいえ WHO列。
この行が最
後に更新さ
れた日付が
格納されま
す。

LAST_UPDATED_
BY

VARCHAR
2

255 いいえ WHO列。
この行を最
後に更新し
たユーザー
の IDが格
納されま
す。

第 3章
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名前 データ型 長さ 精度 スケール Nullの許
可

コメント

CREATION_DATE DATE いいえ WHO列。
この行がデ
ータベース
で作成され
た日付が格
納されま
す。

CREATED_BY VARCHAR
2

255 いいえ WHO列。
この行を作
成したユー
ザーの ID
が格納され
ます。

RESTRICTION VARCHAR
2

1 はい アラートの
デフォルト
の制限。使
用可能な
値: W = ワ
ークフロー
の防止、C =
クローズの
防止。

FCM_ALERT_TYPES
この表には、管理者によって作成されたアラート・タイプが格納されます。
詳細
オブジェクト・タイプ: TABLE

主キー

名前 列
FCM_ALERT_TYPES_PK ALERT_TYPE_ID

列

名前 データ型 長さ 精度 スケール Nullの許
可

コメント

ALERT_TYPE_ID NUMBER 18 0 いいえ 一意のアラ
ート・タイ
プ ID、主キ
ー。

第 3章
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名前 データ型 長さ 精度 スケール Nullの許
可

コメント

ENABLED VARCHAR
2

1 はい アラート・
タイプが有
効かどう
か。使用可
能な値: Y =
はい、N =
いいえ。有
効である場
合にのみ、
このアラー
ト・タイプ
に基づいて
アラートを
作成できま
す。

ALERT_TYPE_NA
ME

VARCHAR
2

240 いいえ アラート・
タイプの名
前

ALERT_TYPE_DE
SCRIPTION

VARCHAR
2

765 はい アラート・
タイプの説
明

APP_ID NUMBER 1 0 いいえ アプリケー
ション ID

OBJECT_VERSIO
N_NUMBER

NUMBER 9 0 いいえ オプティミ
スティッ
ク・ロック
を実装する
ために使用
されます。
この番号
は、行が更
新されるた
びに増分さ
れます。行
の問合せが
行われた後
で別のセッ
ションが更
新されたか
どうかを検
出するため
に、トラン
ザクション
の開始時と
終了時の番
号が比較さ
れます

第 3章
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名前 データ型 長さ 精度 スケール Nullの許
可

コメント

LAST_UPDATE_L
OGIN

VARCHAR
2

255 はい WHO列。
この行を最
後に更新し
たユーザー
のログイ
ン/セッシ
ョン IDが
格納されま
す。

LAST_UPDATE_D
ATE

DATE いいえ WHO列。
この行が最
後に更新さ
れた日付が
格納されま
す。

LAST_UPDATED_
BY

VARCHAR
2

255 いいえ WHO列。
この行を最
後に更新し
たユーザー
の IDが格
納されま
す。

CREATION_DATE DATE いいえ WHO列。
この行がデ
ータベース
で作成され
た日付が格
納されま
す。

CREATED_BY VARCHAR
2

255 いいえ WHO列。
この行を作
成したユー
ザーの ID
が格納され
ます。

INSTRUCTIONS CLOB はい アラート・
タイプ定義
で指定され
た指示。

ALERT_TYPE_CO
DE

VARCHAR
2

255 はい アラートの
タイプ(す
べて、照合、
コンプライ
アンス・ト
ランザクシ
ョン、トラ
ンザクショ
ン照合)を
示すコード
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名前 データ型 長さ 精度 スケール Nullの許
可

コメント

OBJECT_TYPE VARCHAR
2

15 0 はい このアラー
ト・タイプ
に関連付け
られている
オブジェク
トのタイ
プ。

RESTRICTION VARCHAR
2

1 はい このアラー
ト・タイプ
の制限を示
します(な
し、ワーク
フローの防
止、クロー
ズの防止)。

YEAR_SELECTIO
N

VARCHAR
2

1 はい アラート・
タイプの年
の選択。使
用可能な
値: H=非表
示、V=表
示、R=必須

PERIOD_SELECTI
ON

VARCHAR
2

1 はい アラート・
タイプの期
間の選択。
使用可能な
値: H=非表
示、V=表
示、R=必須

REMOVE_ASSOCI
ATIONS

VARCHAR
2

1 はい このアラー
トをオブジ
ェクトから
削除できる
かどうか。
使用可能な
値は Y/N
です。

FCM_ATTRIBUTES
この表には、管理者によって定義されるカスタム属性が格納されます。
詳細
オブジェクト・タイプ: TABLE

主キー

名前 列
FCM_ATTRIBUTES_PK ATTRIBUTE_ID
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列

名前 データ型 長さ 精度 スケール Nullの許
可

コメント

ATTRIBUTE_ID NUMBER 18 0 いいえ 一意の ID

APP_ID NUMBER 1 0 いいえ アプリケー
ション ID

DELETED VARCHAR
2

1 いいえ Y=はい、N=
いいえ

ATTRIBUTE_NA
ME

VARCHAR
2

765 いいえ 属性表示名

ATTRIBUTE_TYP
E

VARCHAR
2

25 いいえ 使用可能な
値は、
BOOLEAN
、DATE、
NUMBER、
LIST、
TEXTで
す。

ORDER_SEQ NUMBER 0 はい 勘定科目セ
グメントお
よびコンポ
ーネント・
セグメント
での属性の
順序。

USED_FOR VARCHAR
2

10 いいえ ユーザー、
勘定科目セ
グメントま
たはセグメ
ントのどの
ビュー・タ
イプに属性
が使用され
るかを示し
ます。使用
可能な値
は、USER、
ACCTSEG、
SEGMENT
または
SYSTEMで
す。

NEGATIVE_NUM
BER_FORMAT

VARCHAR
2

15 はい カスタム属
性が
NUMBER
タイプの場
合、これは
負数に使用
される表示
フォーマッ
トです。
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名前 データ型 長さ 精度 スケール Nullの許
可

コメント

SCALE VARCHAR
2

15 はい カスタム属
性が
NUMBER
タイプの場
合、これは
表示フォー
マットの
SCALEで
す。

THOUSANDS_SE
PARATOR_FLAG

VARCHAR
2

1 はい カスタム属
性が
NUMBER
タイプの場
合、これは
3桁ごとの
区切り文字
に使用され
る文字です

DECIMAL_PLACE
S

NUMBER 2 0 はい カスタム属
性が
NUMBER
タイプの場
合、これは
表示フォー
マットに使
用される小
数点以下の
桁数です。

CURRENCY_SYM
BOL

VARCHAR
2

255 はい カスタム属
性が
NUMBER
タイプの場
合、これは
表示フォー
マットに使
用される通
貨記号で
す。

PERCENTAGE VARCHAR
2

1 いいえ 属性をパー
センテージ
として表示
するかどう
かを示しま
す。

TEXT_LINES NUMBER 0 はい 複数行のテ
キスト属性
の行数。
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名前 データ型 長さ 精度 スケール Nullの許
可

コメント

INCLUDE_ATTAC
HMENTS

VARCHAR
2

1 いいえ Y=はいの
場合、添付
を含めます
(複数行の
テキスト属
性でのみ使
用されま
す)。

IS_CALCULATIO
N

VARCHAR
2

1 はい Y=はい、N=
いいえ。属
性が計算か
どうかを示
します

CALCULATION_I
D

NUMBER 18 0 はい FCM_CAL
CULATION
S表での計
算の ID。

ATTRIBUTE_SOU
RCE

VARCHAR
2

30 はい 計算のソー
ス。たとえ
ば、照合の
場合は R、
トランザク
ションの場
合は Tで
す。

DISPLAY_TO_USE
R

VARCHAR
2

1 はい Y=はい、N=
いいえ。非
表示のユー
ザーに属性
を表示する
かどうかを
示します。
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名前 データ型 長さ 精度 スケール Nullの許
可

コメント

OBJECT_VERSIO
N_NUMBER

NUMBER いいえ オプティミ
スティッ
ク・ロック
を実装する
ために使用
されます。
この番号
は、行が更
新されるた
びに増分さ
れます。行
の問合せが
行われた後
で別のセッ
ションが更
新されたか
どうかを検
出するため
に、トラン
ザクション
の開始時と
終了時の番
号が比較さ
れます。

LAST_UPDATE_L
OGIN

NUMBER はい WHO列。
この行を最
後に更新し
たユーザー
の IDが格
納されま
す。

LAST_UPDATE_D
ATE

DATE いいえ WHO列。
この行が最
後に更新さ
れた日付が
格納されま
す。

LAST_UPDATED_
BY

VARCHAR
2

255 いいえ WHO列。
この行を最
後に更新し
たユーザー
の IDが格
納されま
す。

CREATION_DATE DATE いいえ WHO列。
この行がデ
ータベース
で作成され
た日付が格
納されま
す。

第 3章
FCM_ATTRIBUTES

3-15



名前 データ型 長さ 精度 スケール Nullの許
可

コメント

CREATED_BY VARCHAR
2

255 いいえ WHO列。
この行を作
成したユー
ザーの ID
が格納され
ます。

SUB_SEGMENT VARCHAR
2

1 はい 属性がサ
ブ・セグメ
ント・プロ
ファイル・
セグメント
かどうか。

TARGET_DIM VARCHAR
2

5 はい DMのター
ゲット・デ
ィメンショ
ン

HAS_DND_ACCES
S

VARCHAR
2

1 はい 「表示しな
い」アクセ
ス権で属性
が使用され
るかどう
か。

TOTALING_MET
HOD

VARCHAR
2

20 はい 属性の合計
方法(数値
の場合)

RECON_DASHBO
ARD_TABLE

VARCHAR
2

32 はい 照合値が格
納される属
性の表名
(たとえば、
ARM_REC
ON_ATTRI
BUTES_1)。

TRANS_DASHBO
ARD_TABLE

VARCHAR
2

32 はい トランザク
ション値が
格納される
属性の表名
(たとえば、
ARM_TRA
NS_ATTRI
BUTES_1)。

DASHBOARD_CO
LUMN

VARCHAR
2

32 はい 属性の照
合/トラン
ザクション
表の列名

索引

索引 一意性 列
FCM_ATTRIBUTES_N1 NONUNIQUE APP_ID、USED_FOR

FCM_ATTRIBUTES_PK UNIQUE ATTRIBUTE_ID

第 3章
FCM_ATTRIBUTES

3-16



FCM_DASHBOARDS
この表には、作成されたダッシュボードに関する情報が格納されます。
詳細
オブジェクト・タイプ: TABLE

主キー

名前 列
FCM_DASHBOARDS_PK DASHBOARD_ID

列

名前 データ型 長さ 精度 スケール Nullの許可 コメント
DASHBOARD_ID NUMBER 18 0 いいえ ダッシュボ

ードの一意
の ID

DASHBOARD_NA
ME

VARCHAR2 255 はい ダッシュボ
ードの名前

DESCRIPTION VARCHAR2 4000 はい ダッシュボ
ードの説明

DASHBOARD_INF
O

VARCHAR2 4000 はい ダッシュボ
ードの
JSON情報

FILTER_ID NUMBER 18 0 はい ダッシュボ
ード用に作
成されたグ
ローバル・フ
ィルタの ID

IS_CARD VARCHAR2 1 ホーム >
「ダッシュボ
ード」にこの
ダッシュボ
ードのカー
ドがあるか
ないか
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名前 データ型 長さ 精度 スケール Nullの許可 コメント
OBJECT_VERSION_
NUMBER

NUMBER 9 いいえ オプティミ
スティッ
ク・ロックを
実装するた
めに使用さ
れます。こ
の番号は、行
が更新され
るたびに増
分されます。
行の問合せ
が行われた
後で別のセ
ッションが
更新された
かどうかを
検出するた
めに、トラン
ザクション
の開始時と
終了時の番
号が比較さ
れます

LAST_UPDATED_B
Y

VARCHAR2 225 いいえ WHO列。
この行を最
後に更新し
たユーザー
の IDが格
納されます。

LAST_UPDATE_DA
TE

DATE いいえ WHO列。
この行が最
後に更新さ
れた日付が
格納されま
す。

CREATED_BY VARCHAR2 225 いいえ WHO列。
この行を作
成したユー
ザーの ID
が格納され
ます。

CREATION_DATE DATE いいえ WHO列。
この行がデ
ータベース
で作成され
た日付が格
納されます。

FCM_DASHBOARDS_REGIONS
この表には、ダッシュボード内の領域に関する情報が格納されます。これには、ダッ
シュボードの一部であるビュー(リスト、ピボットまたはチャート)が含まれます
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詳細
オブジェクト・タイプ: TABLE

主キー

名前 列
FCM_DASHBOARDS_REGIONS_PK REGION_ID、DASHBOARD_ID

列

名前 データ型 長さ 精度 スケール Nullの許可 コメント
REGION_ID NUMBER 18 0 いいえ ダッシュボ

ード・リージ
ョンの ID

DASHBOARD_ID NUMBER 18 0 いいえ ダッシュボ
ードの ID

REGION_INFO CLOB はい ダッシュボ
ード・リージ
ョンの
JSON情報

POSITION NUMBER 3 0 いいえ ダッシュボ
ード内のリ
ージョンの
位置。(有効
な値は、1、
2、3または
4)

TITLE VARCHAR2 255 はい ダッシュボ
ード・リージ
ョンのタイ
トル

FILTER_ID NUMBER 18 0 はい ダッシュボ
ード・リージ
ョンに対し
て作成され
たフィルタ
の ID

DATA_SOURCE VARCHAR2 64 リージョン
の基準にな
っているデ
ータ・ソース
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名前 データ型 長さ 精度 スケール Nullの許可 コメント
OBJECT_VERSION_
NUMBER

NUMBER 9 いいえ オプティミ
スティッ
ク・ロックを
実装するた
めに使用さ
れます。こ
の番号は、行
が更新され
るたびに増
分されます。
行の問合せ
が行われた
後で別のセ
ッションが
更新された
かどうかを
検出するた
めに、トラン
ザクション
の開始時と
終了時の番
号が比較さ
れます

LAST_UPDATED_B
Y

VARCHAR2 225 いいえ WHO列。
この行を最
後に更新し
たユーザー
の IDが格
納されます。

LAST_UPDATE_DA
TE

DATE いいえ WHO列。
この行が最
後に更新さ
れた日付が
格納されま
す。

CREATED_BY VARCHAR2 225 いいえ WHO列。
この行を作
成したユー
ザーの ID
が格納され
ます。

CREATION_DATE DATE いいえ WHO列。
この行がデ
ータベース
で作成され
た日付が格
納されます。

FCM_ORG_UNITS
この表には、組織単位情報が格納されます。
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詳細
オブジェクト・タイプ: TABLE

主キー

名前 列
FCM_ORG_UNITS_PK ORG_ID

列

名前 データ型 長さ 精度 スケー
ル

Nullの許
可

コメント

ORG_ID NUMBER 18 0 いいえ 組織単位 ID (一意のキ
ー)

ORG_NAME VARCHAR2 255 いいえ 組織単位名
PARENT_ORG_ID NUMBER 18 0 はい 親組織単位 ID

DESCRIPTION VARCHAR2 4000 はい 説明
HOLIDAY_RULE_I
D

NUMBER 18 0 はい 休日ルール ID

ARM_CALENDAR_
ID

NUMBER 18 0 はい ARMカレンダ ID

ARM_WORK_DAY
S

VARCHAR2 30 はい 労働日を示す、
1-2-3-4-5-6-7形式の文
字列を格納します。1が
日曜日で、7が土曜日で
す。

ORDER_SEQ NUMBER 3 0 はい 相対順序
ORG_CODE VARCHAR2 255 いいえ 組織単位の一意のコー

ド
DELETED VARCHAR2 1 はい 組織単位が論理的に削

除されたかどうか。
OBJECT_VERSION
_NUMBER

NUMBER 9 0 いいえ オプティミスティック・
ロックを実装するため
に使用されます。この
番号は、行が更新される
たびに増分されます。
行の問合せが行われた
後で別のセッションが
更新されたかどうかを
検出するために、トラン
ザクションの開始時と
終了時の番号が比較さ
れます。

LAST_UPDATE_LO
GIN

NUMBER はい WHO列。この行を最後
に更新したユーザーの
ログイン/セッション ID
が格納されます。

LAST_UPDATED_B
Y

VARCHAR2 255 いいえ WHO列。この行を最後
に更新したユーザーの
IDが格納されます。
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名前 データ型 長さ 精度 スケー
ル

Nullの許
可

コメント

LAST_UPDATE_DA
TE

DATE いいえ WHO列。この行が最後
に更新された日付が格
納されます。

CREATED_BY VARCHAR2 255 いいえ WHO列。この行を作成
したユーザーの IDが格
納されます。

CREATION_DATE DATE いいえ WHO列。この行がデー
タベースで作成された
日付が格納されます。

索引

索引 一意性 列
FCM_ORG_UNITS_N1 NONUNIQUE PARENT_ORG_ID
FCM_ORG_UNITS_PK UNIQUE ORG_ID

FCM_SCHEDULER_JOBS
この表には、スケジューラによって実行されるジョブが格納されます。
詳細
オブジェクト・タイプ: TABLE

主キー

名前 列
FCM_SCHEDULER_JOBS_PK JOB_ID

列

名前 データ型 長さ 精度 スケール Nullの許
可

コメント

JOB_ID NUMBER 18 0 いいえ ジョブ ID、
主キー

APP_ID NUMBER 3 0 いいえ アプリケー
ション ID

JOB_CODE VARCHAR
2

60 いいえ ジョブの内
部コード

JOB_NAME VARCHAR
2

256 いいえ ジョブ名

SERVER VARCHAR
2

256 はい スケジュー
ルされてい
るジョブの
実行対象の
サーバー名
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名前 データ型 長さ 精度 スケール Nullの許
可

コメント

START_DATE DATE いいえ ジョブのス
ケジュール
された開始
日

RECURRING VARCHAR
2

1 いいえ 繰返しジョ
ブかどうか

INTERVAL NUMBER はい 繰返しジョ
ブの場合の
実行間隔

CLASS_NAME VARCHAR
2

255 いいえ 呼び出すク
ラス名

METHOD VARCHAR
2

255 いいえ 呼び出すメ
ソッド名

STATUS_ID NUMBER 3 0 いいえ ジョブのス
テータス:
32=保留
中、6=実行
中、1=クロ
ーズ済、#=
エラー

MESSAGE VARCHAR
2

4000 はい ジョブによ
って渡され
るメッセー
ジ

ACTUAL_START_
DATE

DATE はい ジョブの実
際の開始日

ACTUAL_END_D
ATE

DATE はい ジョブの実
際の終了日

OBJECT_VERSIO
N_NUMBER

NUMBER 9 0 いいえ オプティミ
スティッ
ク・ロック
を実装する
ために使用
されます。
この番号
は、行が更
新されるた
びに増分さ
れます。行
の問合せが
行われた後
で別のセッ
ションが更
新されたか
どうかを検
出するため
に、トラン
ザクション
の開始時と
終了時の番
号が比較さ
れます。

第 3章
FCM_SCHEDULER_JOBS

3-23



名前 データ型 長さ 精度 スケール Nullの許
可

コメント

LAST_UPDATE_L
OGIN

NUMBER はい WHO列。
この行を最
後に更新し
たユーザー
の IDが格
納されま
す。

LAST_UPDATED_
BY

VARCHAR
2

255 いいえ WHO列。
この行を最
後に更新し
たユーザー
の IDが格
納されま
す。

LAST_UPDATE_D
ATE

DATE いいえ WHO列。
この行が最
後に更新さ
れた日付が
格納されま
す。

CREATED_BY VARCHAR
2

255 いいえ WHO列。
この行を作
成したユー
ザーの ID
が格納され
ます。

CREATION_DATE DATE いいえ WHO列。
この行がデ
ータベース
で作成され
た日付が格
納されま
す。

APP_KEY VARCHAR
2

100 はい ジョブのア
プリケーシ
ョン・キー

NAME_TOKENS VARCHAR
2

1000 はい ジョブ名を
翻訳するた
めの名前ト
ークン(あ
る場合)

CREATOR_USER_
ROLE

NUMBER 9 0 はい ジョブの作
成者のユー
ザー役割

USER_CREATED VARCHAR
2

1 いいえ ジョブがユ
ーザーまた
はシステ
ム・ジョブ
のいずれに
よって送信
されたか
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名前 データ型 長さ 精度 スケール Nullの許
可

コメント

RESULTS_TASK_F
LOW

VARCHAR
2

255 はい ダイアログ
の結果のタ
スク・フロ
ー

RESULTS CLOB はい ジョブの結
果

PERCENT_COMP
LETE

NUMBER 3 0 はい ジョブの完
了率(ジョ
ブでサポー
トされてい
る場合)

PARAMETERS CLOB はい ジョブのパ
ラメータ

索引

索引 一意性 列
FCM_SCHEDULER_JOBS_N1 NONUNIQUE APP_ID、STATUS_ID

FCM_SCHEDULER_JOBS_N2 NONUNIQUE APP_ID、JOB_CODE、STATUS_ID

FCM_SCHEDULER_JOBS_PK UNIQUE JOB_ID

FCM_TEAMS
この表にはチーム情報が格納されます。
詳細
オブジェクト・タイプ: TABLE

主キー

名前 列
FCM_TEAMS_PK TEAM_ID

列

名前 データ型 長さ 精度 スケール Nullの許可 コメント
TEAM_ID VARCHAR2 38 いいえ チーム ID、

主キー
TEAM_NAME VARCHAR2 80 いいえ チームの名

前
TEAM_DESCRIPTI
ON

VARCHAR2 255 はい チームの説
明
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名前 データ型 長さ 精度 スケール Nullの許可 コメント
HAS_PREPARER VARCHAR2 1 はい チームの策

定者の役割
があること
を示すフラ
グ

HAS_REVIEWER VARCHAR2 1 はい チームにレ
ビュー担当
者の役割が
あることを
示すフラグ

HAS_VIEWER VARCHAR2 1 はい チームに参
照者の役割
があること
を示すフラ
グ

HAS_COMMENTAT
OR

VARCHAR2 1 はい チームにコ
メント作成
者の役割が
あることを
示すフラグ

PRIMARY_USER_I
D

VARCHAR2 255 はい チームのプ
ライマリ・ユ
ーザーのユ
ーザー ID

DELETED VARCHAR2 1 はい チームが論
理的に削除
されたかど
うか

OBJECT_VERSION_
NUMBER

NUMBER 9 0 はい オプティミ
スティッ
ク・ロックを
実装するた
めに使用さ
れます。こ
の番号は、行
が更新され
るたびに増
分されます。
行の問合せ
が行われた
後で別のセ
ッションが
更新された
かどうかを
検出するた
めに、トラン
ザクション
の開始時と
終了時の番
号が比較さ
れます。
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名前 データ型 長さ 精度 スケール Nullの許可 コメント
LAST_UPDATE_LO
GIN

NUMBER はい WHO列。
この行を最
後に更新し
たユーザー
のログイン/
セッション
IDが格納さ
れます。

LAST_UPDATED_B
Y

VARCHAR2 255 はい WHO列。
この行を最
後に更新し
たユーザー
の IDが格
納されます。

LAST_UPDATE_DA
TE

DATE はい WHO列。
この行が最
後に更新さ
れた日付が
格納されま
す。

CREATED_BY VARCHAR2 255 はい WHO列。
この行を作
成したユー
ザーの ID
が格納され
ます。

CREATION_DATE DATE はい WHO列。
この行がデ
ータベース
で作成され
た日付が格
納されます。

HAS_SDM_USER VARCHAR2 1 はい チームに
SDMユーザ
ーの役割が
あることを
示すフラグ

HAS_TSS_USER VARCHAR2 1 はい チームに
TSSユーザ
ーの役割が
あることを
示すフラグ

HAS_FCC_VIEWER VARCHAR2 1 はい チームに
CM参照者
の役割があ
ることを示
すフラグ

索引

索引 一意性 列
FCM_TEAMS_PK UNIQUE TEAM_ID
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FCM_TEAM_USERS
この表には、チーム・ユーザーのメンバーシップが格納されます。
詳細
オブジェクト・タイプ: TABLE

主キー

名前 列
FCM_TEAM_USERS_PK TEAM_ID

FCM_TEAM_USERS_PK USER_ID

列

名前 データ型 長さ 精度 スケ
ール

Nullの
許可

コメント

TEAM_ID VARCHA
R2

255 いいえ チーム ID、主キー

USER_ID VARCHA
R2

255 いいえ ユーザー ID、主キー

LAST_UPDATE_
LOGIN

NUMBE
R

はい WHO列。この行を最後に
更新したユーザーのログイ
ン/セッション IDが格納さ
れます。

LAST_UPDATE
D_BY

VARCHA
R2

255 はい WHO列。この行を最後に
更新したユーザーの IDが
格納されます。

LAST_UPDATE
D_DATE

DATE はい WHO列。この行が最後に
更新された日付が格納され
ます。

CREATED_BY VARCHA
R2

255 はい WHO列。この行を作成し
たユーザーの IDが格納さ
れます。

CREATION_DAT
E

DATE はい WHO列。この行がデータ
ベースで作成された日付が
格納されます。

OBJECT_VERSI
ON_NUMBER

NUMBE
R

9 0 はい オプティミスティック・ロ
ックを実装するために使用
されます。この番号は、行
が更新されるたびに増分さ
れます。行の問合せが行わ
れた後で別のセッションが
更新されたかどうかを検出
するために、トランザクシ
ョンの開始時と終了時の番
号が比較されます。
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索引

索引 一意性 列
FCM_TEAM_USERS_N1 NONUNIQUE TEAM_ID

FCM_TEAM_USERS_PK UNIQUE TEAM_ID、USER_ID

FCM_USER_TEAMS_N1 NONUNIQUE USER_ID

FCM_USERS
この表にはユーザー情報が格納されます。
詳細
オブジェクト・タイプ: TABLE

主キー

名前 列
FCM_USERS_PK USER_ID

列

名前 データ型 長さ 精度 スケー
ル

Nullの
許可

コメント

FIRST_NAME VARCHAR
2

300 はい ユーザーの名

LAST_NAME VARCHAR
2

300 はい ユーザーの姓

EXTERNAL_USE
R

VARCHAR
2

1 はい ユーザーが外部かどうか

USER_TIMEZON
E

VARCHAR
2

255 はい ユーザーのタイム・ゾーン・プ
リファレンス

USER_SKIN VARCHAR
2

255 はい ユーザーのスキン・プリファレ
ンス

USER_AVATAR BLOB はい ユーザーのアバター・イメージ
OBJECT_VERSI
ON_NUMBER

NUMBER 9 0 はい オプティミスティック・ロック
を実装するために使用されま
す。この番号は、行が更新され
るたびに増分されます。行の
問合せが行われた後で別のセ
ッションが更新されたかどう
かを検出するために、トランザ
クションの開始時と終了時の
番号が比較されます。

LAST_UPDATE_
LOGIN

NUMBER はい WHO列。この行を最後に更新
したユーザーのログイン/セッ
ション IDが格納されます。
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名前 データ型 長さ 精度 スケー
ル

Nullの
許可

コメント

LAST_UPDATED
_BY

VARCHAR
2

255 はい WHO列。この行を最後に更新
したユーザーの IDが格納され
ます。

LAST_UPDATE_
DATE

DATE はい WHO列。この行が最後に更新
された日付が格納されます。

CREATED_BY VARCHAR
2

255 はい WHO列。この行を作成したユ
ーザーの IDが格納されます。

CREATION_DAT
E

DATE はい WHO列。この行がデータベー
スで作成された日付が格納さ
れます。

STATUS_FLAG VARCHAR
2

1 はい ユーザーの現在のステータス。
使用可能な値は、A - 作業可能
または U - 作業不可(不在)で
す。

索引

索引 一意性 列
FCM_USERS_PK UNIQUE USER_ID
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4
照合コンプライアンスの表およびビュー

次も参照:

• 表
• ビュー

表
次も参照:

• ARM_ACCESS

• ARM_ACCOUNT_TYPES

• ARM_ACTION_PLAN

• ARM_AMORTIZATIONS

• ARM_AMORTIZATION_SCHEDULE

• ARM_ANSWERS

• ARM_ATTRIBUTE_VALUES

• ARM_BALANCES

• ARM_BALANCE_TOTALS

• ARM_COMMENTS

• ARM_CURRENCY_RATES

• ARM_FORMATS

• ARM_FREQUENCIES

• ARM_HISTORY

• ARM_INSTRUCTIONS

• ARM_PERIODS

• ARM_QUESTIONS

• ARM_QUESTION_LIST_VALUES

• ARM_RATE_TYPES

• ARM_RECONCILIATIONS

• ARM_RECONCILIATION_BUCKETS

• ARM_RECON_ATTRIBUTES_1

• ARM_REFERENCES

• ARM_SUMMARY_AMOUNTS

• ARM_SUMMARY_BALANCES
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• ARM_SUMMARY_REC_CHILDREN

• ARM_TRANSACTIONS

• ARM_TRANSACTION_AMOUNTS

• ARM_TRANSACTION_SUMMARIES

• ARM_TRANS_ATTRIBUTES_1

• ARM_WORKFLOW_ACTIONS

ARM_ACCESS
この表には、勘定科目照合内のオブジェクトへのユーザーおよびグループのアクセス
権が格納されます。
詳細
オブジェクト・タイプ: TABLE

主キー

名前 列
ARM_ACCESS_PK ACCESS_ID

列

名前 データ
型

長さ 精度 ス
ケ
ー
ル

Nullの
許可

コメント

ACCESS_ID NUMB
ER

18 0 いいえ 一意の ID、主キー

OBJECT_ID NUMB
ER

18 0 いいえ このアクセス権が関連付けられてい
るオブジェクト

USER_TYPE VARC
HAR2

1 はい ユーザー・タイプ: G=グループ、U=ユ
ーザー、T=チーム

USER_ID VARC
HAR2

255 はい ユーザー IDまたはグループ ID

ACCESS_TYPE VARC
HAR2

2 いいえ アクセス・タイプ: V=参照者、P=策定
者、R=レビュー担当者、C=コメント作
成者

ACCESS_ORDER NUMB
ER

3 0 はい 相対順序。レビュー担当者に適用さ
れます

FREQUENCY_ID NUMB
ER

18 0 はい 頻度 ID (オブジェクトがプロファイル
の場合)。

START_DATE DATE はい 照合インスタンスの策定者またはレ
ビュー担当者の開始日。

START_OFFSET NUMB
ER

9 0 はい プロファイルの策定者またはレビュ
ー担当者の開始オフセット。

END_OFFSET NUMB
ER

9 0 はい プロファイルの策定者またはレビュ
ー担当者の終了オフセット。
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名前 データ
型

長さ 精度 ス
ケ
ー
ル

Nullの
許可

コメント

END_DATE DATE はい インスタンスの策定者またはレビュ
ー担当者の終了日。

DURATION NUMB
ER

9 0 はい プロファイルの策定者またはレビュ
ー担当者の期間。

EVER_BEEN_LA
TE

VARC
HAR2

1 はい このユーザーが、いずれかの時点で自
分の役割を実行することに遅れたこ
とがあるかどうか。

REJECTS NUMB
ER

9 0 はい 却下の数

REQUIRE_ALL VARC
HAR2

1 はい チームの割当で、すべてのユーザーが
サイン・オフする必要があるか、1人
のユーザーのみがサイン・オフすれば
よいか。

OBJECT_VERSIO
N_NUMBER

NUMB
ER

9 0 いいえ オプティミスティック・ロックを実装
するために使用されます。この番号
は、行が更新されるたびに増分されま
す。行の問合せが行われた後で別の
セッションが更新されたかどうかを
検出するために、トランザクションの
開始時と終了時の番号が比較されま
す。

LAST_UPDATE_
LOGIN

NUMB
ER

はい WHO列。この行を最後に更新したユ
ーザーのログイン/セッション IDが格
納されます。

LAST_UPDATED
_BY

VARC
HAR2

255 いいえ WHO列。この行を最後に更新したユ
ーザーの IDが格納されます。

LAST_UPDATE_
DATE

DATE いいえ WHO列。この行が最後に更新された
日付が格納されます。

CREATED_BY VARC
HAR2

255 いいえ WHO列。この行を作成したユーザー
の IDが格納されます。

CREATION_DAT
E

DATE いいえ WHO列。この行がデータベースで作
成された日付が格納されます。

BACKUP_USER_
ID

VARC
HAR2

255 はい バックアップ・ユーザーの ID

ACTIVE_USER_I
D

VARC
HAR2

255 はい 現在割り当てられているユーザーの
ID

ACTUAL_END_
DATE

DATE はい 割当が完了した実際の日付。

索引

索引 一意性 列
ARM_ACCESS_N1 NONUNIQUE USER_ID

ARM_ACCESS_N2 NONUNIQUE OBJECT_ID、ACCESS_TYPE、USER_ID

ARM_ACCESS_N3 NONUNIQUE OBJECT_ID、ACCESS_TYPE、ACCESS_ORDER
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索引 一意性 列
ARM_ACCESS_N4 NONUNIQUE OBJECT_ID、ACCESS_ORDER

ARM_ACCESS_N5 NONUNIQUE ACTIVE_USER_ID

ARM_ACCESS_N6 NONUNIQUE BACKUP_USER_ID

ARM_ACCESS_PK UNIQUE ACCESS_ID

ARM_ACCOUNT_TYPES
この表には勘定科目タイプが格納されます。
詳細
オブジェクト・タイプ: TABLE

主キー

名前 列
ARM_ACCOUNT_TYPES_PK ACCOUNT_TYPE_ID

列

名前 データ
型

長さ 精度 ス
ケ
ー
ル

Nullの
許可

コメント

ACCOUNT_TYPE
_ID

NUMB
ER

18 0 いいえ 一意の勘定科目タイプ ID、主キー。

ACCOUNT_TYPE
_ORDER

NUMB
ER

いいえ 勘定科目タイプの相対順序

ACCOUNT_TYPE
_NAME

VARCH
AR2

765 いいえ 一意の勘定科目タイプ名。

PARENT_TYPE_I
D

NUMB
ER

18 0 はい 親勘定科目タイプ ID。

OBJECT_VERSIO
N_NUMBER

NUMB
ER

いいえ オプティミスティック・ロックを実装
するために使用されます。この番号
は、行が更新されるたびに増分されま
す。行の問合せが行われた後で別のセ
ッションが更新されたかどうかを検出
するために、トランザクションの開始
時と終了時の番号が比較されます。

LAST_UPDATE_
LOGIN

NUMB
ER

はい WHO列。この行を最後に更新したユ
ーザーのログイン/セッション IDが格
納されます。

LAST_UPDATED
_BY

VARCH
AR2

255 いいえ WHO列。この行を最後に更新したユ
ーザーの IDが格納されます。

LAST_UPDATE_
DATE

DATE いいえ WHO列。この行が最後に更新された
日付が格納されます。

CREATED_BY VARCH
AR2

255 いいえ WHO列。この行を作成したユーザー
の IDが格納されます。
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名前 データ
型

長さ 精度 ス
ケ
ー
ル

Nullの
許可

コメント

CREATION_DAT
E

DATE いいえ WHO列。この行がデータベースで作
成された日付が格納されます。

索引

索引 一意性 列
ARM_ACCOUNT_TYPE
S_PK

UNIQUE ACCOUNT_TYPE_ID

ARM_ACTION_PLAN
この表にはアクション・プランが格納されます。
詳細
オブジェクト・タイプ: TABLE

主キー

名前 列
ARM_ACTION_PLAN_PK ACTION_PLAN_ID

列

名前 データ型 長さ 精度 スケー
ル

Nullの
許可

コメント

ACTION_PLAN_ID NUMBER 18 0 いいえ 一意の ID、主キー
OBJECT_ID NUMBER 18 0 はい このアクセス権が関連付け

られているオブジェクト
ACTION_PLAN_NA
ME

VARCHAR2 4000 はい アクション・プランの詳細

CLOSE_DATE DATE はい アクション・プラン・クロ
ーズ日

CLOSED VARCHAR2 1 はい アクション・プランがクロ
ーズしているかまたはオー
プンしているか
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名前 データ型 長さ 精度 スケー
ル

Nullの
許可

コメント

OBJECT_VERSION_
NUMBER

NUMBER いいえ オプティミスティック・ロ
ックを実装するために使用
されます。この番号は、行
が更新されるたびに増分さ
れます。行の問合せが行わ
れた後で別のセッションが
更新されたかどうかを検出
するために、トランザクシ
ョンの開始時と終了時の番
号が比較されます。

LAST_UPDATE_LO
GIN

NUMBER はい WHO列。この行を最後に
更新したユーザーのログイ
ン/セッション IDが格納さ
れます。

LAST_UPDATED_B
Y

VARCHAR2 255 いいえ WHO列。この行を最後に
更新したユーザーの IDが
格納されます。

LAST_UPDATE_DA
TE

DATE いいえ WHO列。この行が最後に
更新された日付が格納され
ます。

CREATED_BY VARCHAR2 255 いいえ WHO列。この行を作成し
たユーザーの IDが格納さ
れます。

CREATION_DATE DATE いいえ WHO列。この行がデータ
ベースで作成された日付が
格納されます。

PRIOR_ACTION_PL
AN_ID

NUMBER 18 0 はい 前のアクション・プランの
ID (コピー繰越しされたト
ランザクションの場合)

索引

索引 一意性 列
ARM_ACTION_PLAN
_PK

UNIQUE ACTION_PLAN_ID

ARM_ACTION_PLAN
_U1

UNIQUE OBJECT_ID

ARM_AMORTIZATIONS
この表には、トランザクションの償却情報が格納されます。
詳細
オブジェクト・タイプ: TABLE
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主キー

名前 列
ARM_AMORTIZATIONS_PK TRANSACTION_ID

列

名前 データ
型

長さ 精度 スケー
ル

Nullの
許可

コメント

TRANSACTION_ID NUMBE
R

18 0 いいえ ARM_TRANSACTIONSの
外部キー

METHOD VARCHA
R2

1 いいえ A=実際、S=定額または C=
カスタム

START_PERIOD NUMBE
R

18 0 はい 定額またはカスタムの開
始期間

NUM_PERIODS NUMBE
R

はい 償却の期間数

ORIGINAL_AMOUNT_B
UCKET1

NUMBE
R

29 12 はい ユーザーがバケット 1に
入力した元の金額

ORIGINAL_AMOUNT_B
UCKET2

NUMBE
R

29 12 はい ユーザーがバケット 2に
入力した元の金額

ORIGINAL_AMOUNT_B
UCKET3

NUMBE
R

29 12 はい ユーザーがバケット 3に
入力した元の金額

START_DATE DATE はい 「実際」方法に使用される
開始日

END_DATE DATE はい 「実際」方法に使用される
終了日

HALF_MONTH_CONVE
NTION

VARCHA
R2

1 いいえ 半月簡便法を使用する場
合は Y

OBJECT_VERSION_NUM
BER

NUMBE
R

9 0 いいえ オプティミスティック・ロ
ックを実装するために使
用されます。この番号は、
行が更新されるたびに増
分されます。行の問合せ
が行われた後で別のセッ
ションが更新されたかど
うかを検出するために、ト
ランザクションの開始時
と終了時の番号が比較さ
れます。

LAST_UPDATE_LOGIN NUMBE
R

はい WHO列。この行を最後
に更新したユーザーのロ
グイン/セッション IDが
格納されます。

LAST_UPDATED_BY VARCHA
R2

255 いいえ WHO列。この行を最後
に更新したユーザーの ID
が格納されます。

LAST_UPDATE_DATE DATE いいえ WHO列。この行が最後
に更新された日付が格納
されます。
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名前 データ
型

長さ 精度 スケー
ル

Nullの
許可

コメント

CREATED_BY VARCHA
R2

255 いいえ WHO列。この行を作成
したユーザーの IDが格納
されます。

CREATION_DATE DATE いいえ WHO列。この行がデー
タベースで作成された日
付が格納されます。

索引

索引 一意性 列
ARM_AMORTIZATIO
NS_PK

UNIQUE TRANSACTION_ID

ARM_AMORTIZATION_SCHEDULE
この表には、トランザクションの償却スケジュールが格納されます。
詳細
オブジェクト・タイプ: TABLE

主キー

名前 列
ARM_AMORTIZATION_SCHEDULE_PK AMORT_SCHEDULE_ENTRY_ID

列

名前 データ
型

長さ 精度 スケー
ル

Nullの
許可

コメント

AMORT_SCHEDULE_E
NTRY_ID

NUMBE
R

18 0 いいえ 一意のキー

TRANSACTION_ID NUMBE
R

18 0 いいえ ARM_AMORTIZATION
Sおよび
ARM_TRANSACTIONS
の外部キー

CURRENCY_BUCKET_I
D

NUMBE
R

18 0 いいえ 通貨バケット ID、
ARM_CURRENCY_BUC
KETSの外部キー

CURRENCY VARCH
AR2

80 いいえ 償却の通貨

PERIOD_NUM NUMBE
R

いいえ 期間を識別する数値(基
準は 1)

AMOUNT NUMBE
R

29 12 いいえ 償却の金額
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名前 データ
型

長さ 精度 スケー
ル

Nullの
許可

コメント

OBJECT_VERSION_NU
MBER

NUMBE
R

9 0 いいえ オプティミスティック・
ロックを実装するため
に使用されます。この
番号は、行が更新される
たびに増分されます。
行の問合せが行われた
後で別のセッションが
更新されたかどうかを
検出するために、トラン
ザクションの開始時と
終了時の番号が比較さ
れます。

LAST_UPDATE_LOGIN NUMBE
R

はい WHO列。この行を最後
に更新したユーザーの
ログイン/セッション ID
が格納されます。

LAST_UPDATED_BY VARCH
AR2

255 いいえ WHO列。この行を最後
に更新したユーザーの
IDが格納されます。

LAST_UPDATE_DATE DATE いいえ WHO列。この行が最後
に更新された日付が格
納されます。

CREATED_BY VARCH
AR2

255 いいえ WHO列。この行を作成
したユーザーの IDが格
納されます。

CREATION_DATE DATE いいえ WHO列。この行がデー
タベースで作成された
日付が格納されます。

PERIOD_ID NUMBE
R

18 0 はい 償却の期間

索引

索引 一意性 列
ARM_AMORTIZATION_
SCHEDULE_PK

UNIQUE AMORT_SCHEDULE_ENTRY_ID

ARM_AMORTIZATION_
SCHEDULE_UK

UNIQUE TRANSACTION_ID、PERIOD_NUM、
CURRENCY_BUCKET_ID

ARM_ANSWERS
この表には、質問の回答が格納されます。
詳細
オブジェクト・タイプ: TABLE

第 4章
表

4-9



主キー

名前 列
ARM_ANSWERS_PK ANSWER_ID

列

名前 データ
型

長さ 精度 スケー
ル

Nullの
許可

コメント

ANSWER_ID NUMBE
R

18 0 いいえ 一意の ID

QUESTION_ID NUMBE
R

18 0 いいえ 回答された質問

OBJECT_ID NUMBE
R

18 0 いいえ この質問/回答が適用さ
れるオブジェクト

VALUE_TEXT VARCH
AR2

4000 はい テキスト値(TEXT、
MULTILINE_TEXTおよ
び BOOLEANタイプで
使用されます)

VALUE_DATE DATE はい 日付値(DATEおよび
DATETIMEタイプで使
用されます)

VALUE_NUMBER NUMBE
R

はい 数値型(NUMBERタイ
プで使用されます)

VALUE_CHOICE_LIST_
ID

NUMBE
R

18 0 はい ユーザーがリストの値
を選択するケースで使
用されます

OBJECT_VERSION_NU
MBER

NUMBE
R

9 0 いいえ オプティミスティック・
ロックを実装するため
に使用されます。この
番号は、行が更新される
たびに増分されます。
行の問合せが行われた
後で別のセッションが
更新されたかどうかを
検出するために、トラン
ザクションの開始時と
終了時の番号が比較さ
れます。

LAST_UPDATE_LOGIN NUMBE
R

はい WHO列。この行を最後
に更新したユーザーの
ログイン/セッション ID
が格納されます。

LAST_UPDATE_DATE DATE いいえ WHO列。この行が最後
に更新された日付が格
納されます。

LAST_UPDATED_BY VARCH
AR2

255 いいえ WHO列。この行を最後
に更新したユーザーの
IDが格納されます。
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名前 データ
型

長さ 精度 スケー
ル

Nullの
許可

コメント

CREATION_DATE DATE いいえ WHO列。この行がデー
タベースで作成された
日付が格納されます。

CREATED_BY VARCH
AR2

255 いいえ WHO列。この行を作成
したユーザーの IDが格
納されます。

索引

索引 一意性 列
ARM_ANSWERS_N1 NONUNIQUE OBJECT_ID

ARM_ANSWERS_PK UNIQUE ANSWER_ID

ARM_ANSWERS_U1 NONUNIQUE OBJECT_ID、QUESTION_ID

ARM_ATTRIBUTE_VALUES
この表には、オブジェクトとそのオブジェクトに割り当てられている属性(ユーザーがその属
性に割り当てた値を含む)の間の関係が格納されます。
詳細
オブジェクト・タイプ: TABLE

主キー

名前 列
ARM_ATTRIBUTE_VALUES_PK ATTRIBUTE_VALUE_ID

列

名前 データ
型

長さ 精度 スケー
ル

Nullの
許可

コメント

ATTRIBUTE_VALUE_ID NUMBE
R

18 0 いいえ 一意の識別子

ATTRIBUTE_ID NUMBE
R

18 0 いいえ ARM_ATTRIBUTESの外
部キー

OBJECT_ID NUMBE
R

18 0 いいえ この属性値が関連付けら
れているオブジェクトの
ID

ORDER_SEQ NUMBE
R

9 0 はい 同じオブジェクトに適用
される他の属性に対する、
属性の相対的な順序。

REQUIRED VARCHA
R2

1 はい 属性値が必須かどうかを
示すフラグ。使用可能な
値は Y/Nです。
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名前 データ
型

長さ 精度 スケー
ル

Nullの
許可

コメント

UPDATABLE_BY VARCHA
R2

1 はい 属性値を更新できるユー
ザーを示すフラグ。P=策
定者、R=レビュー担当者、
B=策定者とレビュー担当
者の両方、N=なし。null
の場合は、なしを意味しま
す。

VALUE_TEXT VARCHA
R2

4000 はい 属性のタイプが TEXTま
たは BOOLEANの場合に
のみ使用されます

VALUE_NUMBER NUMBE
R

はい 属性のタイプが NUMBER
の場合にのみ使用されま
す

VALUE_DATE DATE はい 属性のタイプが DATEの
場合にのみ使用されます

VALUE_LIST_CHOICE_I
D

NUMBE
R

18 0 はい 属性のタイプが LISTの場
合にのみ使用されます

HISTORY_ATTRIBUTE_T
YPE

VARCHA
R2

3 はい 変更の処理方法を決定す
るために履歴によって使
用される属性タイプ

OBJECT_VERSION_NUM
BER

NUMBE
R

いいえ オプティミスティック・ロ
ックを実装するために使
用されます。この番号は、
行が更新されるたびに増
分されます。行の問合せ
が行われた後で別のセッ
ションが更新されたかど
うかを検出するために、ト
ランザクションの開始時
と終了時の番号が比較さ
れます。

LAST_UPDATE_LOGIN NUMBE
R

はい WHO列。この行を最後
に更新したユーザーのロ
グイン/セッション IDが
格納されます。

LAST_UPDATE_DATE DATE いいえ WHO列。この行が最後
に更新された日付が格納
されます。

LAST_UPDATED_BY VARCHA
R2

255 いいえ WHO列。この行を最後
に更新したユーザーの ID
が格納されます。

CREATION_DATE DATE いいえ WHO列。この行がデー
タベースで作成された日
付が格納されます。

CREATED_BY VARCHA
R2

255 いいえ WHO列。この行を作成
したユーザーの IDが格納
されます。

FDMEE_UDX_NAME VARCHA
R2

5 はい FDMEEの属性の名前
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名前 データ
型

長さ 精度 スケー
ル

Nullの
許可

コメント

COPY_TO_PROFILE VARCHA
R2

1 はい 送信時に属性をプロファ
イルにコピーするかどう
か

PRIOR_ATTRIBUTE_VAL
UE_ID

NUMBE
R

18 0 はい 前の属性値 ID (コピー繰
越しされたトランザクシ
ョンの場合)

索引

索引 一意性 列
ARM_ATTRIBUTE_VAL
UES_N1

NONUNIQUE OBJECT_ID

ARM_ATTRIBUTE_VAL
UES_N2

NONUNIQUE ATTRIBUTE_ID、HISTORY_ATTRIBUTE_TYPE

ARM_ATTRIBUTE_VAL
UES_PK

UNIQUE ATTRIBUTE_VALUE_ID

ARM_ATTRIBUTE_VAL
UES_U1

UNIQUE ATTRIBUTE_ID、OBJECT_ID

ARM_ATTRIBUTE_VAL
UES_U2

UNIQUE OBJECT_ID、ATTRIBUTE_ID

ARM_BALANCES
この表には、「照合残高」リストに表示されるソース残高およびサブシステム残高が格納され
ます。
詳細
オブジェクト・タイプ: TABLE

主キー

名前 列
ARM_BALANCES_PK PERIOD_ID、PROFILE_ID、BALANCE_TYPE、

BUCKET_ID、CURRENCY、LOCATION_ID

列

名前 データ
型

長さ 精度 スケ
ール

Nullの許
可

コメント

PROFILE_ID VARCH
AR2

1000 いいえ プロファイル・セグメント ID
(ARM_RECONCILIATIONS.RECONCILIA
TION_ACCOUNT_IDから取得されます)

PERIOD_ID NUMB
ER

18 0 いいえ ARM期間 ID。
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名前 データ
型

長さ 精度 スケ
ール

Nullの許
可

コメント

BUCKET_ID NUMB
ER

18 0 いいえ 通貨バケットの ID

BALANCE_TY
PE

NUMB
ER

1 0 いいえ ARM残高タイプ(1=ソース・システム、2=
サブシステム)

LOCATION_ID NUMB
ER

10 0 いいえ データ管理での場所 ID。

CURRENCY VARCH
AR2

80 いいえ 通貨キー(たとえば、USD、CADまたは
円)。

AMOUNT NUMB
ER

38 12 いいえ コンポーネント勘定科目の集約残高。

UPDATED_FL
AG

VARCH
AR2

1 はい 更新フラグ: U-更新、I-挿入、N-なし

OBJECT_VERS
ION_NUMBER

NUMB
ER

9 0 いいえ オプティミスティック・ロックを実装する
ために使用されます。この番号は、行が更
新されるたびに増分されます。行の問合
せが行われた後で別のセッションが更新
されたかどうかを検出するために、トラン
ザクションの開始時と終了時の番号が比
較されます。

LAST_UPDAT
E_LOGIN

NUMB
ER

はい WHO列。この行を最後に更新したユー
ザーのログイン/セッション IDが格納さ
れます。

LAST_UPDAT
ED_BY

VARCH
AR2

255 いいえ WHO列。この行を最後に更新したユー
ザーの IDが格納されます。

LAST_UPDAT
ED_DATE

DATE いいえ WHO列。この行が最後に更新された日
付が格納されます。

CREATED_BY VARCH
AR2

255 いいえ WHO列。この行を作成したユーザーの
IDが格納されます。

CREATION_D
ATE

DATE いいえ WHO列。この行がデータベースで作成
された日付が格納されます。

SOURCE_LAB
EL

VARCH
AR2

300 はい

FROM_FLAG VARCH
AR2

1 はい トランザクションの取得元: M=ユーザー
が手動で入力、I=照合アクション・ダイア
ログからインポート、P=事前マップ済勘
定科目 IDを使用してインポート、
F=FDMEEデータ・ロード

FUNCTIONAL
_RATE

NUMB
ER

はい 機能レート

REPORTING_
RATE

NUMB
ER

はい レポート・レート

索引

索引 一意性 列
ARM_BALANCES_TO
TAL_U1

UNIQUE PROFILE_ID、PERIOD_ID
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索引 一意性 列
ARM_BALANCES_N1 NONUNIQUE BUCKET_ID、CURRENCY

ARM_BALANCES_N2 NONUNIQUE PERIOD_ID

ARM_BALANCES_N3 NONUNIQUE PERIOD_ID、PROFILE_ID、BUCKET_ID

ARM_BALANCES_N4 NONUNIQUE PERIOD_ID、PROFILE_ID、BALANCE_TYPE、
BUCKET_ID

ARM_BALANCE_TOTALS
この表には、様々な残高およびトランザクション・サマリーの表示値が格納され、パフォー
マンス上の理由で必要です。この表には、ARM_RECONCILIATIONSとの 1対 1の関係が存
在します。ARM_BALANCE_TOTALSには照合ごとに 1つの行があります。PROFILE_IDお
よび PERIOD_ID列を使用して ARM_RECONCILIATIONSに結合します。
ARM_BALANCE_TOTALS表には、残高タイプ/バケットの組合せごとに 1列あり、列は「残
高タイプ」 + バケット IDの組合せによって名前が付けられます。バケット IDは、最下位、
中間および最上位バケット(「入力済」、「機能」、「レポート」)に対応する 100001、100002およ
び 100003となります。たとえば、BSRC10001列には照合の最下位(「入力済」)通貨でソー
ス・システム残高が格納され、SRC100003列には照合の「レポート」レベルでソース・シス
テムに対する調整が格納されます。

ノート:

ARM_BALANCE_TOTALSの残高タイプは、旧 ARM_SUMMARY_AMOUNTS表の
残高タイプと完全に一致します。

詳細
オブジェクト・タイプ: TABLE

主キー

名前 列
ARM_BALANCE_TOTAL_PK TOTAL_ID

列

名前 データ型 長さ 精度 スケー
ル

Nullの
許可

コメント

TOTAL_ID NUMBER 18 0 いいえ 主キー
PROFILE_ID VARCHAR2 1000 いいえ プロファイル ID

PERIOD_ID NUMBER 18 0 いいえ 期間 ID

BSRC100001 VARCHAR2 4000 はい ソース・システム残高(入力
済)

BSRC100002 VARCHAR2 4000 はい ソース・システム残高(機
能)
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名前 データ型 長さ 精度 スケー
ル

Nullの
許可

コメント

BSRC100003 VARCHAR2 4000 はい ソース・システム残高(レポ
ート)

BSUB100001 VARCHAR2 4000 はい サブシステム残高(入力済)

BSUB100002 VARCHAR2 4000 はい サブシステム残高(機能)

BSUB100003 VARCHAR2 4000 はい サブシステム残高(レポー
ト)

BEX100001 VARCHAR2 4000 はい 残高の説明(入力済)

BEX100002 VARCHAR2 4000 はい 残高の説明(機能)

BEX100003 VARCHAR2 4000 はい 残高の説明(レポート)

SRC100001 VARCHAR2 4000 はい ソースに対する調整(入力
済)

SRC100002 VARCHAR2 4000 はい ソースに対する調整(機能)

SRC100003 VARCHAR2 4000 はい ソースに対する調整(レポ
ート)

SUB100001 VARCHAR2 4000 はい サブシステムに対する調整
(入力済)

SUB100002 VARCHAR2 4000 はい サブシステムに対する調整
(機能)

SUB100003 VARCHAR2 4000 はい サブシステムに対する調整
(レポート)

VEX100001 VARCHAR2 4000 はい 差異の説明(入力済)

VEX100002 VARCHAR2 4000 はい 差異の説明(機能)

VEX100003 VARCHAR2 4000 はい 差異の説明(レポート)

TM1100001 VARCHAR2 4000 はい ソース・システムのサポー
ト済未照合(入力済)

TM1100002 VARCHAR2 4000 はい ソース・システムのサポー
ト済未照合(機能)

TM1100003 VARCHAR2 4000 はい ソース・システムのサポー
ト済未照合(レポート)

TM2100001 VARCHAR2 4000 はい ソース・システムの未照合
(入力済)

TM2100002 VARCHAR2 4000 はい ソース・システムの未照合
(機能)

TM2100003 VARCHAR2 4000 はい ソース・システムの未照合
(レポート)

TM3100001 VARCHAR2 4000 はい ソース・システムの照合済
未達(入力済)

TM3100002 VARCHAR2 4000 はい ソース・システムの照合済
未達(機能)

TM3100003 VARCHAR2 4000 はい ソース・システムの照合済
未達(レポート)

TM4100001 VARCHAR2 4000 はい サブシステムのサポート済
未照合(入力済)
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名前 データ型 長さ 精度 スケー
ル

Nullの
許可

コメント

TM4100002 VARCHAR2 4000 はい サブシステムのサポート済
未照合(機能)

TM4100003 VARCHAR2 4000 はい サブシステムのサポート済
未照合(レポート)

TM5100001 VARCHAR2 4000 はい サブシステムの未照合(入
力済)

TM5100002 VARCHAR2 4000 はい サブシステムの未照合(機
能)

TM5100003 VARCHAR2 4000 はい サブシステムの未照合(レ
ポート)

TM6100001 VARCHAR2 4000 はい サブシステムの照合済未達
(入力済)

TM6100002 VARCHAR2 4000 はい サブシステムの照合済未達
(機能)

TM6100003 VARCHAR2 4000 はい サブシステムの照合済未達
(レポート)

OBJECT_VERSION_
NUMBER

NUMBER 9 0 いいえ オプティミスティック・ロ
ックを実装するために使用
されます。この番号は、行
が更新されるたびに増分さ
れます。行の問合せが行わ
れた後で別のセッションが
更新されたかどうかを検出
するために、トランザクシ
ョンの開始時と終了時の番
号が比較されます。

LAST_UPDATE_LOG
IN

NUMBER はい WHO列。この行を最後に
更新したユーザーのログイ
ン/セッション IDが格納さ
れます。

LAST_UPDATED_BY VARCHAR2 255 いいえ WHO列。この行を最後に
更新したユーザーの IDが
格納されます。

LAST_UPDATE_DAT
E

DATE いいえ WHO列。この行が最後に
更新された日付が格納され
ます。

CREATED_BY VARCHAR2 255 いいえ WHO列。この行を作成し
たユーザーの IDが格納さ
れます。

CREATION_DATE DATE いいえ WHO列。この行がデータ
ベースで作成された日付が
格納されます。

索引

索引 一意性 列
ARM_BALANCE_TOTA
L_N1

NONUNIQUE PROFILE_ID、PERIOD_ID
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ARM_COMMENTS
この表には、オブジェクトとコメントを格納するテキスト・レコードの間の関係が格
納されます。
詳細
オブジェクト・タイプ: TABLE

主キー

名前 列
ARM_COMMENTS_PK COMMENT_ID

列

名前 データ
型

長さ 精度 スケー
ル

Nullの
許可

コメント

COMMENT_ID NUMBE
R

18 0 いいえ 一意の識別子

OBJECT_ID NUMBE
R

18 0 はい コメントが関連付けら
れているオブジェクト
の ID。現時点では、プロ
ファイル・インスタンス
のみに限定されていま
す。

COMMENT_TEXT CLOB はい コメントのテキスト。
CREATOR_ID VARCH

AR2
255 いいえ これを作成したユーザ

ーのユーザー ID。
USER_CREATION_DAT
E

DATE いいえ このコメントが作成さ
れた日付。

OBJECT_VERSION_NU
MBER

NUMBE
R

18 0 いいえ オプティミスティック・
ロックを実装するため
に使用されます。この
番号は、行が更新される
たびに増分されます。
行の問合せが行われた
後で別のセッションが
更新されたかどうかを
検出するために、トラン
ザクションの開始時と
終了時の番号が比較さ
れます。

LAST_UPDATE_LOGIN NUMBE
R

はい WHO列。この行を最後
に更新したユーザーの
ログイン/セッション ID
が格納されます。

LAST_UPDATE_DATE DATE いいえ WHO列。この行が最後
に更新された日付が格
納されます。
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名前 データ
型

長さ 精度 スケー
ル

Nullの
許可

コメント

LAST_UPDATED_BY VARCH
AR2

255 いいえ WHO列。この行を最後
に更新したユーザーの
IDが格納されます。

CREATION_DATE DATE いいえ WHO列。この行がデー
タベースで作成された
日付が格納されます。

CREATED_BY VARCH
AR2

255 いいえ WHO列。この行を作成
したユーザーの IDが格
納されます。

CREATOR_ROLE VARCH
AR2

3 はい 所有者役割: P=策定者、
R=レビュー担当者、C=
コメント作成者、V=参照
者

PRIOR_COMMENT_ID NUMBE
R

18 0 はい 前のコメント ID (コピ
ー繰越しされたトラン
ザクションの場合)。

索引

索引 一意性 列
ARM_COMMENTS_N1 NONUNIQUE OBJECT_ID

ARM_COMMENTS_PK UNIQUE COMMENT_ID

ARM_CURRENCY_RATES
この表には、通貨換算レートが格納されます。
詳細
オブジェクト・タイプ: TABLE

主キー

名前 列
ARM_CURRENCY_RATES_PK FROM_CURRENCY

ARM_CURRENCY_RATES_PK TO_CURRENCY

ARM_CURRENCY_RATES_PK PERIOD_ID

ARM_CURRENCY_RATES_PK RATE_TYPE_ID

列

名前 データ
型

長さ 精度 スケー
ル

Nullの
許可

コメント

FROM_CURRENCY VARCHA
R2

80 いいえ 通貨(元)
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名前 データ
型

長さ 精度 スケー
ル

Nullの
許可

コメント

TO_CURRENCY VARCHA
R2

80 いいえ 通貨(先)

PERIOD_ID NUMBE
R

18 0 いいえ 期間マッピングの期間
ID。

RATE_TYPE_ID NUMBE
R

18 0 いいえ ARM RATE TYPEマッピ
ングのレート・タイプ ID

RATE NUMBE
R

いいえ 通貨換算レート

LAST_UPDATE_DATE DATE いいえ WHO列。この行が最後
に更新された日付が格納
されます。

LAST_UPDATED_BY VARCHA
R2

255 いいえ WHO列。この行を最後
に更新したユーザーの ID
が格納されます。

LAST_UPDATE_LOGIN NUMBE
R

はい WHO列。この行を最後
に更新したユーザーのロ
グイン/セッション IDが
格納されます。

CREATED_BY VARCHA
R2

255 いいえ WHO列。この行を作成
したユーザーの IDが格納
されます。

CREATION_DATE DATE いいえ WHO列。この行がデー
タベースで作成された日
付が格納されます。

OBJECT_VERSION_NUM
BER

NUMBE
R

9 0 いいえ オプティミスティック・ロ
ックを実装するために使
用されます。この番号は、
行が更新されるたびに増
分されます。行の問合せ
が行われた後で別のセッ
ションが更新されたかど
うかを検出するために、ト
ランザクションの開始時
と終了時の番号が比較さ
れます。

FROM_SOURCE_SYSTE
M

VARCHA
R2

1 はい レートがソース・システム
からロードされるかどう
か。

索引

索引 一意性 列
ARM_CURRENCY_RA
TES_N1

NONUNIQUE PERIOD_ID

ARM_CURRENCY_RA
TES_PK

UNIQUE FROM_CURRENCY、TO_CURRENCY、
PERIOD_ID、RATE_TYPE_ID

ARM_CURRENCY_RA
TES_UI

UNIQUE PERIOD_ID、RATE_TYPE_ID、
FROM_CURRENCY、TO_CURRENCY
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ARM_FORMATS
この表にはフォーマットが格納されます。
詳細
オブジェクト・タイプ: TABLE

主キー

名前 列
ARM_FORMATS_PK FORMAT_ID

列

名前 データ
型

長さ 精度 スケ
ール

Nullの
許可

コメント

FORMAT_ID NUMBE
R

18 0 いいえ 一意の ID

SOURCE_FORMAT_ID NUMBE
R

18 0 はい ソース・フォーマット ID。インス
タンスによって使用されるフォ
ーマット・スナップショットに対
してのみ設定されます。

FORMAT_NAME VARCHA
R2

765 いいえ フォーマット名

FORMAT_DESCRIPTION VARCHA
R2

4000 はい フォーマットの説明

RECONCILIATION_MET
HOD

VARCHA
R2

1 いいえ このフォーマットの照合方法: A=
勘定科目分析、B=残高の比較。

ZERO_UNEXPLAINED_D
IFF_REQUIRED

VARCHA
R2

1 はい 説明なし差異がゼロであること
が必要であるかどうかを示すフ
ラグ。使用可能な値: Y=はい、N=
いいえ。

OBJECT_VERSION_NUM
BER

NUMBE
R

9 0 いいえ オプティミスティック・ロックを
実装するために使用されます。
この番号は、行が更新されるたび
に増分されます。行の問合せが
行われた後で別のセッションが
更新されたかどうかを検出する
ために、トランザクションの開始
時と終了時の番号が比較されま
す。

LAST_UPDATE_LOGIN NUMBE
R

はい WHO列。この行を最後に更新し
たユーザーのログイン/セッショ
ン IDが格納されます。

LAST_UPDATE_DATE DATE いいえ WHO列。この行が最後に更新さ
れた日付が格納されます。

LAST_UPDATED_BY VARCHA
R2

255 いいえ WHO列。この行を最後に更新し
たユーザーの IDが格納されま
す。
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名前 データ
型

長さ 精度 スケ
ール

Nullの
許可

コメント

CREATION_DATE DATE いいえ WHO列。この行がデータベース
で作成された日付が格納されま
す。

CREATED_BY VARCHA
R2

255 いいえ WHO列。この行を作成したユー
ザーの IDが格納されます。

DISPLAY_ACCOUNT_ID_
AS

VARCHA
R2

1 はい 勘定科目 IDを個別のセグメント
(S)または 1つの連結文字列(C)の
いずれとして表示するか

SHOW_ACTION_PLAN_
BEX

VARCHA
R2

1 はい 残高の説明のアクション・プラン
を表示するかどうか

SHOW_ACTION_PLAN_
SRC

VARCHA
R2

1 はい ソース・システム・トランザクシ
ョンのアクション・プランを表示
するかどうか

SHOW_ACTION_PLAN_
SUB

VARCHA
R2

1 はい サブシステム・トランザクション
のアクション・プランを表示する
かどうか

VARIANCE_PERIOD_FR
EQUENCY_ID

NUMBE
R

18 0 はい 差異の期間の頻度

SHOW_ACTION_PLAN_
VEX

VARCHA
R2

1 はい 差異の説明のアクション・プラン
を表示するかどうか

MATCH_TYPE_ID NUMBE
R

18 0 はい TM照合タイプ ID

SUBSEGMENT_DETAIL VARCHA
R2

1 はい トランザクションのサブ・セグメ
ントの詳細を有効にするかどう
か

DISABLE_AMORT_BEX VARCHA
R2

1 はい 残高の説明(BEX)の償却を無効に
するかどうか。

DISABLE_AMORT_SRC VARCHA
R2

1 はい ソース・システム(SRC)の償却を
無効にするかどうか。

DISABLE_AMORT_SUB VARCHA
R2

1 はい サブ・システム(SUB)トランザク
ションの償却を無効にするかど
うか。

索引

索引 一意性 列
ARM_FORMATS_N1 NONUNIQUE SOURCE_FORMAT_ID

ARM_FORMATS_PK UNIQUE FORMAT_ID

ARM_FREQUENCIES
この表には、ユーザーによって定義される頻度が格納されます。
詳細
オブジェクト・タイプ: TABLE
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主キー

名前 列
ARM_FREQUENCIES_PK FREQUENCY_ID

列

名前 データ
型

長さ 精度 スケー
ル

Nullの
許可

コメント

FREQUENCY_ID NUMBE
R

18 0 いいえ 頻度の一意の ID

FREQUENCY_NAME VARCHA
R2

180 いいえ 頻度の名前

FREQUENCY_ORDER NUMBE
R

18 0 はい 頻度の順序

OBJECT_VERSION_NUM
BER

NUMBE
R

9 0 いいえ オプティミスティック・ロ
ックを実装するために使
用されます。この番号は、
行が更新されるたびに増
分されます。行の問合せ
が行われた後で別のセッ
ションが更新されたかど
うかを検出するために、ト
ランザクションの開始時
と終了時の番号が比較さ
れます。

LAST_UPDATE_LOGIN NUMBE
R

はい WHO列。この行を最後
に更新したユーザーのロ
グイン/セッション IDが
格納されます。

LAST_UPDATED_BY VARCHA
R2

255 いいえ WHO列。この行を最後
に更新したユーザーの ID
が格納されます。

LAST_UPDATE_DATE DATE いいえ WHO列。この行が最後
に更新された日付が格納
されます。

CREATED_BY VARCHA
R2

255 いいえ WHO列。この行を作成
したユーザーの IDが格納
されます。

CREATION_DATE DATE いいえ WHO列。この行がデー
タベースで作成された日
付が格納されます。

索引

索引 一意性 列
ARM_FREQUENCIES_P
K

UNIQUE FREQUENCY_ID
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ARM_HISTORY
この表には、タスクの履歴、テンプレート、スケジュールまたはタスク・タイプが格
納されます。
詳細
オブジェクト・タイプ: TABLE

主キー

名前 列
ARM_HISTORY_PK HISTORY_FIELD_ID

列

名前 データ
型

長さ 精度 スケー
ル

Nullの
許可

コメント

HISTORY_FIELD_ID NUMBE
R

18 0 いいえ 履歴フィールドの一意
の識別子

OBJECT_ID NUMBE
R

18 0 いいえ この履歴エントリのオ
ブジェクト ID

OBJECT_TYPE VARCH
AR2

8 はい この履歴エントリのオ
ブジェクト・タイプ

OBJECT_NAME VARCH
AR2

256 はい この履歴エントリのオ
ブジェクト名

SUPPORTING_OBJECT
_ID

NUMBE
R

18 0 はい このエントリによって
参照されるオブジェク
トの ID。たとえば、属性
値の変更の属性 IDです

SUPPORTING_OBJECT VARCH
AR2

765 はい サポート・オブジェク
ト・フィールド。他のフ
ィールドが履歴を格納
するのに十分でない場
合のための汎用フィー
ルド

FIELD_ID NUMBE
R

9 0 いいえ 変更されたフィールド
(たとえば、タスク名、開
始日、終了日)を示すフィ
ールド ID。すべてを列
挙した一覧は、
HistoryManager.java
を参照してください

CHANGE_TYPE_ID NUMBE
R

9 0 いいえ 変更タイプ(「追加済」、
「除去済」、「変更済」な
ど)の ID。すべてを列挙
した一覧は、
HistoryManager.java
を参照してください

OLD_VALUE VARCH
AR2

4000 はい フィールドの以前の値
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名前 データ
型

長さ 精度 スケー
ル

Nullの
許可

コメント

NEW_VALUE VARCH
AR2

4000 はい フィールドの新しい値

CHANGED_BY VARCH
AR2

255 いいえ 変更を行ったユーザー

CHANGED_ON TIMEST
AMP(6)

いいえ 変更の日付

OBJECT_VERSION_NU
MBER

NUMBE
R

9 0 いいえ オプティミスティック・
ロックを実装するため
に使用されます。この
番号は、行が更新される
たびに増分されます。
行の問合せが行われた
後で別のセッションが
更新されたかどうかを
検出するために、トラン
ザクションの開始時と
終了時の番号が比較さ
れます。

LAST_UPDATE_LOGIN NUMBE
R

はい WHO列。この行を最後
に更新したユーザーの
ログイン/セッション ID
が格納されます。

LAST_UPDATE_DATE DATE いいえ WHO列。この行が最後
に更新された日付が格
納されます。

LAST_UPDATED_BY VARCH
AR2

255 いいえ WHO列。この行を最後
に更新したユーザーの
IDが格納されます。

CREATION_DATE DATE いいえ WHO列。この行がデー
タベースで作成された
日付が格納されます。

CREATED_BY VARCH
AR2

255 いいえ WHO列。この行を作成
したユーザーの IDが格
納されます。

索引

索引 一意性 列
ARM_HISTORY_N1 NONUNIQUE OBJECT_ID

ARM_HISTORY_N2 NONUNIQUE FIELD_ID

ARM_HISTORY_N3 NONUNIQUE CHANGED_ON

ARM_HISTORY_PK UNIQUE HISTORY_FIELD_ID

ARM_INSTRUCTIONS
この表には指示が格納されます。
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詳細
オブジェクト・タイプ: TABLE

主キー

名前 列
ARM_INSTRUCTIONS_PK INSTRUCTION_ID

列

名前 データ型 長さ 精度 スケー
ル

Nullの
許可

コメント

INSTRUCTION_ID NUMBER 18 0 いいえ 主キー
OBJECT_ID NUMBER 18 0 いいえ 関連付けられたオブジェ

クト ID

INSTRUCTION_TE
XT

CLOB はい 指示のテキスト

OBJECT_VERSION
_NUMBER

NUMBER 9 0 いいえ オプティミスティック・
ロックを実装するために
使用されます。この番号
は、行が更新されるたび
に増分されます。行の問
合せが行われた後で別の
セッションが更新された
かどうかを検出するため
に、トランザクションの
開始時と終了時の番号が
比較されます。

LAST_UPDATE_LO
GIN

NUMBER はい WHO列。この行を最後
に更新したユーザーのロ
グイン/セッション IDが
格納されます。

LAST_UPDATE_DA
TE

DATE いいえ WHO列。この行が最後
に更新された日付が格納
されます。

LAST_UPDATED_B
Y

VARCHAR
2

255 いいえ WHO列。この行を最後
に更新したユーザーの
IDが格納されます。

CREATION_DATE DATE いいえ WHO列。この行がデー
タベースで作成された日
付が格納されます。

CREATED_BY VARCHAR
2

255 いいえ WHO列。この行を作成
したユーザーの IDが格
納されます。

索引

索引 一意性 列
ARM_INSTRUCTIONS
_PK

UNIQUE INSTRUCTION_ID
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索引 一意性 列
ARM_INSTRUCTIONS
_U1

UNIQUE OBJECT_ID

ARM_PERIODS
この表には期間が格納されます。
詳細
オブジェクト・タイプ: TABLE

主キー

名前 列
ARM_PERIODS_PK PERIOD_ID

列

名前 データ
型

長さ 精度 ス
ケ
ー
ル

Nullの
許可

コメント

PERIOD_ID NUMB
ER

18 0 いいえ 期間の一意の ID

FREQUENCY_ORD
ER

NUMB
ER

2 0 はい 期間の相対順序

PERIOD_NAME VARCH
AR2

180 いいえ 期間の名前

START_DATE DATE はい 期間の開始日
END_DATE DATE はい 期間の終了日
SKIP_WEEKENDS VARCH

AR2
はい スケジュール時に週末をスキップする

かどうかを示すフラグ。使用可能な値
は、Yまたは Nです。

OBJECT_VERSION
_NUMBER

NUMB
ER

9 0 いいえ オプティミスティック・ロックを実装
するために使用されます。この番号
は、行が更新されるたびに増分されま
す。行の問合せが行われた後で別のセ
ッションが更新されたかどうかを検出
するために、トランザクションの開始
時と終了時の番号が比較されます。

LAST_UPDATE_LO
GIN

NUMB
ER

はい WHO列。この行を最後に更新したユ
ーザーのログイン/セッション IDが格
納されます。

LAST_UPDATED_B
Y

VARCH
AR2

255 いいえ WHO列。この行を最後に更新したユ
ーザーの IDが格納されます。

LAST_UPDATE_DA
TE

DATE いいえ WHO列。この行が最後に更新された
日付が格納されます。
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名前 データ
型

長さ 精度 ス
ケ
ー
ル

Nullの
許可

コメント

CREATED_BY VARCH
AR2

255 いいえ WHO列。この行を作成したユーザー
の IDが格納されます。

CREATION_DATE DATE いいえ WHO列。この行がデータベースで作
成された日付が格納されます。

FREQUENCY_ID NUMB
ER

18 0 はい 頻度 ID

STATUS_ID NUMB
ER

2 0 はい 期間のステータス: 51=保留中、52=オー
プン、53=クローズ済、54=ロック済

CLOSE_DATE DATE はい 期間のクローズ日
PROCESS_ID NUMB

ER
18 0 はい プロセスの一意の ID

IS_AUTOREC_RUN
NING

VARCH
AR2

1 はい 現在、その期間に対して自動照合プロ
セスが実行されているかどうか

LAST_RECONCILE
D

TIMEST
AMP(6)

はい 期間が最後に照合された時点

LAST_ARCHIVED DATE はい 期間が最後にアーカイブされた時点
PURGED DATE はい 期間が最後にパージされた時点
LAST_RESTORED DATE はい 期間が最後に復元された時点
ARCHIVE_LOCATI
ON

VARCH
AR2

500 はい アーカイブの場所

PRIOR_PERIOD_I
D

NUMB
ER

18 0 はい この期間の前期間の期間 ID

索引

索引 一意性 列
ARM_PERIODS_N2 NONUNIQUE STATUS_ID

ARM_PERIODS_PK UNIQUE PERIOD_ID

ARM_PERIODS_U1 UNIQUE PRIOR_PERIOD_ID

ARM_QUESTIONS
この表には、フォーマット・インスタンスの質問が格納されます。
詳細
オブジェクト・タイプ: TABLE

主キー

名前 列
ARM_QUESTIONS_PK QUESTION_ID
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列

名前 データ型 長さ 精度 スケー
ル

Nullの
許可

コメント

QUESTION_ID NUMBER 18 0 いいえ 一意の ID識別子
OBJECT_ID NUMBER 18 0 いいえ この質問が適用されるオ

ブジェクトの ID

QUESTION_TEXT VARCHAR
2

4000 いいえ 質問のテキスト

QUESTION_TYPE VARCHAR
2

25 いいえ 質問のタイプ(TEXT、
NUMBER、LIST、DATE、
DATETIME、YESNO、
TRUEFALSE)

REQUIRED VARCHAR
2

1 いいえ 質問の回答が必須かどう
か(Yまたは N)

ORDER_SEQ NUMBER はい フォーマット・インスタン
ス内での質問の表示順序

NEGATIVE_NUMBER_
FORMAT

VARCHAR
2

15 はい 負数に使用する数値フォ
ーマット(NUMBERタイ
プの質問のみ)。

SCALE VARCHAR
2

15 はい 数値のフォーマットに使
用されるスケール
(NUMBERタイプの質問
のみ)。

THOUSANDS_SEPARA
TOR_FLAG

VARCHAR
2

1 はい 3桁ごとの区切り文字を
使用するかどうか
(NUMBERタイプの質問
のみ)。

DECIMAL_PLACES NUMBER はい 小数点以下の桁数
(NUMBERタイプの質問
のみ)。

CURRENCY_SYMBOL VARCHAR
2

255 はい 通貨記号(ある場合)
(NUMBERタイプの質問
のみ)。

OBJECT_VERSION_NU
MBER

NUMBER 9 0 いいえ オプティミスティック・ロ
ックを実装するために使
用されます。この番号は、
行が更新されるたびに増
分されます。行の問合せ
が行われた後で別のセッ
ションが更新されたかど
うかを検出するために、ト
ランザクションの開始時
と終了時の番号が比較さ
れます。

LAST_UPDATE_LOGIN NUMBER はい WHO列。この行を最後
に更新したユーザーのロ
グイン/セッション IDが
格納されます。

LAST_UPDATE_DATE DATE いいえ WHO列。この行が最後
に更新された日付が格納
されます。
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名前 データ型 長さ 精度 スケー
ル

Nullの
許可

コメント

LAST_UPDATED_BY VARCHAR
2

255 いいえ WHO列。この行を最後
に更新したユーザーの ID
が格納されます。

CREATION_DATE DATE いいえ WHO列。この行がデー
タベースで作成された日
付が格納されます。

CREATED_BY VARCHAR
2

255 いいえ WHO列。この行を作成
したユーザーの IDが格納
されます。

TEXT_LINES NUMBER はい 複数行のテキスト属性の
行数

INCLUDE_ATTACHME
NTS

VARCHAR
2

1 いいえ 複数行テキストの質問の
場合: Y=はい、N=いいえ。

PERCENTAGE VARCHAR
2

1 いいえ 質問をパーセンテージと
してフォーマットする必
要があるかどうか

索引

索引 一意性 列
ARM_QUESTIONS_N
1

NONUNIQUE OBJECT_ID

ARM_QUESTIONS_P
K

UNIQUE QUESTION_ID

ARM_QUESTIONS_U
1

NONUNIQUE OBJECT_ID、QUESTION_ID

ARM_QUESTION_LIST_VALUES
この表には、リスト・タイプの質問の値が格納されます。
詳細
オブジェクト・タイプ: TABLE

主キー

名前 列
ARM_QUESTION_LIST_VALUES_PK QUESTION_LIST_VALUE_ID

列

名前 データ型 長さ 精度 スケー
ル

Nullの
許可

コメント

QUESTION_LIST_
VALUE_ID

NUMBER 18 0 いいえ 一意の ID
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名前 データ型 長さ 精度 スケー
ル

Nullの
許可

コメント

QUESTION_ID NUMBER 18 0 いいえ リスト値を関連付ける質
問。

LIST_VALUE VARCHAR
2

765 いいえ 値

LIST_ORDER NUMBER 0 いいえ 質問 ID内でのリスト値
の順序

OBJECT_VERSION
_NUMBER

NUMBER 9 0 いいえ オプティミスティック・
ロックを実装するために
使用されます。この番号
は、行が更新されるたび
に増分されます。行の問
合せが行われた後で別の
セッションが更新された
かどうかを検出するため
に、トランザクションの
開始時と終了時の番号が
比較されます。

LAST_UPDATE_LO
GIN

NUMBER はい WHO列。この行を最後
に更新したユーザーのロ
グイン/セッション IDが
格納されます。

LAST_UPDATE_DA
TE

DATE いいえ WHO列。この行が最後
に更新された日付が格納
されます。

LAST_UPDATED_B
Y

VARCHAR
2

255 いいえ WHO列。この行を最後
に更新したユーザーの
IDが格納されます。

CREATION_DATE DATE いいえ WHO列。この行がデー
タベースで作成された日
付が格納されます。

CREATED_BY VARCHAR
2

255 いいえ WHO列。この行を作成
したユーザーの IDが格
納されます。

索引

索引 一意性 列
ARM_QUESTION_LIST_
VALUE_N1

NONUNIQUE QUESTION_ID

ARM_QUESTION_LIST_
VALUES_PK

UNIQUE QUESTION_LIST_VALUE_ID

ARM_QUESTION_LIST_
VALUES_U1

UNIQUE QUESTION_ID、LIST_VALUE

ARM_RATE_TYPES
この表には、レート・タイプ定義が格納されます。
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詳細
オブジェクト・タイプ: TABLE

主キー

名前 列
ARM_RATE_TYPES_PK RATE_TYPE_ID

列

名前 データ型 長さ 精度 スケー
ル

Nullの
許可

コメント

RATE_TYPE_ID NUMBER 18 0 いいえ 一意の ID識別子
RATE_TYPE_NAM
E

VARCHAR
2

765 いいえ ARMレート・タイプ名

SOURCE_SYSTEM_
ID

NUMBER 18 0 はい ソース・システム識別子

SOURCE_SYSTEM_
RATE_TYPE

VARCHAR
2

765 はい ソース・システムのレー
ト・タイプ

CREATED_BY VARCHAR
2

255 いいえ WHO列。この行を作成
したユーザーの IDが格
納されます。

CREATION_DATE DATE はい WHO列。この行がデー
タベースで作成された日
付が格納されます。

LAST_UPDATE_DA
TE

DATE いいえ WHO列。この行が最後
に更新された日付が格納
されます。

LAST_UPDATE_LO
GIN

NUMBER はい WHO列。この行を最後
に更新したユーザーのロ
グイン/セッション IDが
格納されます。

OBJECT_VERSION
_NUMBER

NUMBER いいえ オプティミスティック・
ロックを実装するために
使用されます。この番号
は、行が更新されるたび
に増分されます。行の問
合せが行われた後で別の
セッションが更新された
かどうかを検出するため
に、トランザクションの
開始時と終了時の番号が
比較されます。

索引

索引 一意性 列
ARM_RATE_TYPES_P
K

UNIQUE RATE_TYPE_ID
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ARM_RECONCILIATIONS
この表には、システムの照合および照合インスタンスが格納されます。照合と照合インスタ
ンスは、次の列を除き、同じ列を共有します: START_DATE (インスタンス)と
START_DATE_OFFSET (照合)、END_DATE (インスタンス)と END_DATE_OFFSET (照合)、
SCHEDULE_ID (インスタンス)は照合では null。
詳細
オブジェクト・タイプ: TABLE

主キー

名前 列
ARM_RECONCILIATIONS_PK RECONCILIATION_ID

列

名前 データ
型

長さ 精度 ス
ケ
ー
ル

Nullの許
可

コメント

RECONCILIATION_ID NUMB
ER

18 0 いいえ 照合の一意の ID

RECONCILIATION_ACC
OUNT_ID

VARCH
AR2

4000 いいえ 連結された勘定科目セグメント値。

RECONCILIATION_NA
ME

VARCH
AR2

765 いいえ 照合名

RECONCILIATION_DES
CRIPTION

VARCH
AR2

4000 はい 照合の説明

PERIOD_ID NUMB
ER

18 0 はい 照合インスタンスの期間 ID。プロ
ファイルの場合は-2。

STATUS_ID NUMB
ER

2 0 はい 照合のステータス: Null = プロフ
ァイル、32 = 保留中、6 = オープン
(策定者)、10 = オープン(レビュー
担当者)、1 = クローズ済。

RESPONSIBILITY_LEVE
L

NUMB
ER

9 0 はい 照合インスタンスの現在の責任レ
ベル。照合では NULL。

PROCESS_ID NUMB
ER

18 0 はい 照合に関連付けられているプロセ
ス。ARM_PROCESSESの外部キ
ー。このプロセスによって、完全性
チェックの検証方法が決定されま
す

FORMAT_ID NUMB
ER

18 0 はい 照合に関連付けられているフォー
マット。ARM_FORMATSの外部
キー。これにより、照合方法と照合
者(策定者、承認者、参照者、コメ
ント作成者)に表示される照合のレ
イアウトが決定されます。
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名前 データ
型

長さ 精度 ス
ケ
ー
ル

Nullの許
可

コメント

RECONCILIATION_ACT
IONS_ID

NUMB
ER

18 0 はい プロファイル・オブジェクトをアク
ション・オブジェクトと区別するた
めに、照合のアクション/サマリー
の代替 IDとして使用される ID。
残高のサマリー属性をプロファイ
ル属性と区別するため、また添付を
参照と区別するために使用されま
す

ACCOUNT_TYPE_ID NUMB
ER

18 0 はい 勘定科目タイプ ID、
ARM_ACCOUNT_TYPESの外部キ
ー

NORMAL_BALANCE VARCH
AR2

1 はい D =借方、C =貸方、U =未割当、E =
借方または貸方のいずれか

HISTORICAL_RATE VARCH
AR2

1 はい このフラグで決定されるのは取得
時換算勘定を含むオブジェクトで
あるため、FXレートを使用した通
貨換算は行われません

RATE_TYPE_ID NUMB
ER

18 0 はい レート・タイプ ID、
ARM_RATE_TYPES表の外部キー

AUTOREC_THRESHOL
D_PERCENT

NUMB
ER

3 0 はい 自動照合方法の残高一致(許容
差%)のパーセントしきい値。値
は、0から 100の間である必要があ
ります

AUTO_RECONCILED VARCH
AR2

1 はい 照合が自動照合されたかどうか

MAX_AGE_ADJUSTME
NTS

NUMB
ER

9 0 はい これは、この照合勘定科目の調整ト
ランザクションで許可される最大
経過期間です。

MAX_AGE_EXPLANATI
ONS

NUMB
ER

9 0 はい これは、この照合勘定科目の残高の
説明トランザクションで許可され
る最大経過期間です。

AGING_VIOLATION VARCH
AR2

1 はい 照合で経過期間違反があるかどう
か。

EVER_BEEN_LATE VARCH
AR2

1 はい 照合がいずれかのユーザーで遅延
したことがあるかどうか。

ENTER_SYSTEM_BALA
NCES

VARCH
AR2

1 はい ソース・システム残高が策定者によ
って手動で入力されたかどうかを
示すフラグ。値: Yまたは N。

ENTER_SUBSYSTEM_B
ALANCES

VARCH
AR2

1 はい サブシステム残高が策定者によっ
て手動で入力されたかどうかを示
すフラグ。値: Yまたは N。

NORMAL_BALANCE_VI
OLATION

VARCH
AR2

1 はい 照合の通常の残高で違反があるか
どうか。

EXP_BALANCE_AGING_
VIOLATION

VARCH
AR2

1 はい 照合の予想される残高で違反があ
るかどうか。

SOURCE_SYSTEM_AGIN
G_VIOLATION

VARCH
AR2

1 はい 照合のソース・システムで違反があ
るかどうか。
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名前 データ
型

長さ 精度 ス
ケ
ー
ル

Nullの許
可

コメント

SUBSYSTEM_AGING_VI
OLATION

VARCH
AR2

1 はい 照合のサブシステム残高で違反が
あるかどうか。

REJECTS NUMB
ER

9 0 はい 行われた却下の数

EMAIL_SENT VARCH
AR2

3 はい 送信済の場合は Y、電子メールが送
信されていない場合は N。BPEL
フローを調整するために必要です。

EMAIL_SENT_DATE DATE はい 電子メールがユーザーに送信され
た日付。電子メール通知コンテン
ツの作成に使用されます。

START_DATE DATE はい 照合インスタンスの開始日。策定
者の開始日と同じです。

END_DATE DATE はい 照合インスタンスの終了日。最後
のレビュー担当者の終了日と同じ
日付です。

ACTUAL_END_DATE DATE はい 照合が完了した日付
START_OFFSET NUMB

ER
9 0 はい プロファイルの開始オフセット。

策定者の開始オフセットと同じで
す。

SCHEDULE_FROM VARCH
AR2

1 はい 期間日付によって照合開始日が計
算される方法を示します(C - クロ
ーズ日、E - 終了日)。

END_OFFSET NUMB
ER

9 0 はい プロファイルの終了オフセット。
最後のレビュー担当者の終了オフ
セットと同じです。

OBJECT_VERSION_NU
MBER

NUMB
ER

9 0 いいえ オプティミスティック・ロックを実
装するために使用されます。この
番号は、行が更新されるたびに増分
されます。行の問合せが行われた
後で別のセッションが更新された
かどうかを検出するために、トラン
ザクションの開始時と終了時の番
号が比較されます。

LAST_UPDATE_LOGIN NUMB
ER

はい WHO列。この行を最後に更新し
たユーザーのログイン/セッション
IDが格納されます。

LAST_UPDATED_BY VARCH
AR2

255 いいえ WHO列。この行を最後に更新し
たユーザーの IDが格納されます。

LAST_UPDATE_DATE DATE いいえ WHO列。この行が最後に更新さ
れた日付が格納されます。

CREATED_BY VARCH
AR2

255 いいえ WHO列。この行を作成したユー
ザーの IDが格納されます。

CREATION_DATE DATE いいえ WHO列。この行がデータベース
で作成された日付が格納されます。

SUMMARY_RECONCILI
ATION

VARCH
AR2

1 はい プロファイル/照合がサマリー・プ
ロファイルかどうか。
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名前 データ
型

長さ 精度 ス
ケ
ー
ル

Nullの許
可

コメント

SUMMARY_REC_TYPE VARCH
AR2

1 はい 子勘定科目がフィルタまたはリス
トのいずれのタイプであるか。使
用可能な値は、F - フィルタ、L - リ
ストです。

SUMMARY_REC_FILTE
R_ID

NUMB
ER

18 0 はい フィルタ IDには、サマリー照合タ
イプが「フィルタ」である場合に使
用される、子勘定科目のフィルタ条
件が格納されます。

PREPARER_UPDATE_D
ATE

DATE はい 策定者が最後に照合を更新した時
点

AUTO_RECONCILIATIO
N_METHOD

VARCH
AR2

50 はい 自動照合方法(コード)名

AUTOREC_BALANCE_L
OW

NUMB
ER

29 12 はい 残高範囲が指定された自動照合方
法の残高の下限

AUTOREC_BALANCE_H
IGH

NUMB
ER

29 12 はい 残高範囲が指定された自動照合方
法の残高の上限

AUTOREC_THRESHOL
D_NUMBER

NUMB
ER

29 12 はい 自動照合方法の残高一致(許容差
数)の数値のしきい値

ORG_ID NUMB
ER

18 0 はい 組織 ID、FCM_ORG_UNITSの外部
キー

CALENDAR_ID NUMB
ER

18 0 はい 期間へのコピー時に使用されるカ
レンダ。プロファイルの場合は常
に nullですが、照合の場合は null
ではありません

ACTIVE VARCH
AR2

1 いいえ プロファイルがアクティブとマー
クされているかどうか

VARIANCE_PERIOD_ID NUMB
ER

18 0 はい 差異期間 ID

索引

索引 一意性 列
ARM_RECONCILIATI
ONS_N1

NONUNIQUE PERIOD_ID、RECONCILIATION_ACCOUNT_ID

ARM_RECONCILIATI
ONS_N2

NONUNIQUE PERIOD_ID

ARM_RECONCILIATI
ONS_N3

NONUNIQUE RECONCILIATION_ACCOUNT_ID

ARM_RECONCILIATI
ONS_N4

NONUNIQUE SUMMARY_RECONCILIATION、
RECONCILIATION_ID

ARM_RECONCILIATI
ONS_N5

NONUNIQUE PERIOD_ID、STATUS_ID

ARM_RECONCILIATI
ONS_PK

UNIQUE RECONCILIATION_ID
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索引 一意性 列
ARM_RECONCILIATI
ONS_U1

UNIQUE PERIOD_ID、RECONCILIATION_ID

ARM_RECONCILIATI
ONS_U2

UNIQUE RECONCILIATION_ACTIONS_ID

ARM_RECONCILIATI
ONS_N1U

NONUNIQUE PERIOD_ID、SYS_NC00056$

ARM_RECONCILIATION_BUCKETS
この表には、照合で使用可能な通貨バケットが格納されます。
詳細
オブジェクト・タイプ: TABLE

主キー

名前 列
ARM_PROFILE_BUCKETS_PK BUCKET_ID

ARM_PROFILE_BUCKETS_PK RECONCILIATION_ID

列

名前 データ型 長さ 精度 スケー
ル

Nullの
許可

コメント

BUCKET_ID NUMBER 18 0 いいえ 通貨バケット ID、
ARM_CURRENCY_BUCKE
TSの外部キー

RECONCILIATION_I
D

NUMBER 18 0 いいえ 関連付けられている照合
ID、
ARM_RECONCILIATIONS
の外部キー

ENABLED VARCHAR2 1 はい このバケットが使用可能か
どうか: Y=はい、N=いいえ。

DEFAULT_CURREN
CY_ID

VARCHAR2 80 はい デフォルト通貨 ID

OBJECT_VERSION_
NUMBER

NUMBER 9 0 いいえ オプティミスティック・ロ
ックを実装するために使用
されます。この番号は、行
が更新されるたびに増分さ
れます。行の問合せが行わ
れた後で別のセッションが
更新されたかどうかを検出
するために、トランザクシ
ョンの開始時と終了時の番
号が比較されます。
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名前 データ型 長さ 精度 スケー
ル

Nullの
許可

コメント

LAST_UPDATE_LOG
IN

NUMBER はい WHO列。この行を最後に
更新したユーザーのログイ
ン/セッション IDが格納さ
れます。

LAST_UPDATED_BY VARCHAR2 255 いいえ WHO列。この行を最後に
更新したユーザーの IDが
格納されます。

LAST_UPDATE_DAT
E

DATE いいえ WHO列。この行が最後に
更新された日付が格納され
ます。

CREATED_BY VARCHAR2 255 いいえ WHO列。この行を作成し
たユーザーの IDが格納さ
れます。

CREATION_DATE DATE いいえ WHO列。この行がデータ
ベースで作成された日付が
格納されます。

索引

索引 一意性 列
ARM_PROFILE_BUCK
ETS_N1

NONUNIQUE RECONCILIATION_ID

ARM_PROFILE_BUCK
ETS_PK

UNIQUE BUCKET_ID、RECONCILIATION_ID

ARM_PROFILE_BUCK
ETS_U1

UNIQUE RECONCILIATION_ID、ENABLED、BUCKET_ID

ARM_RECON_ATTRIBUTES_1
この表には、照合の属性値の割当が格納されます。列は、C_<Attribute ID>という名前
を使用して動的に作成されます。
詳細
オブジェクト・タイプ: TABLE

主キー

名前 列
ARM_RECON_ATTRIBUTES_1_PK OBJECT_ID

列

名前 デー
タ型

長さ 精度 スケ
ール

Nullの
許可

コメント

OBJECT_I
D

NUM
BER

18 0 いいえ この行の照合の照合 ID。
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名前 デー
タ型

長さ 精度 スケ
ール

Nullの
許可

コメント

C_<Attribu
te ID>

これらはユーザー定義の列で、
FCM_ATTRIBUTES.ATTRIBUTE_IDを使用
して列の名前が作成されます。列名は、
c_<ATTRIBUTE_ID>という形式に従います
(たとえば、C_100000000056159)。

索引

索引 一意性 列
ARM_RECON_ATTRIBU
TES_1_PK

UNIQUE OBJECT_ID

ARM_REFERENCES
この表には、参照および添付が格納されます。
詳細
オブジェクト・タイプ: TABLE

主キー

名前 列
ARM_REFERENCES_PK REFERENCE_ID

列

名前 データ
型

長さ 精度 ス
ケ
ー
ル

Nullの
許可

コメント

REFERENCE_ID NUMB
ER

18 0 いいえ 主キー

OBJECT_ID NUMB
ER

18 0 いいえ この参照/添付が属するオブジェクト ID

REFERENCE_TYP
E

VARCH
AR2

4 いいえ 参照タイプ: URLまたは FILE

REFERENCE_NAM
E

VARCH
AR2

765 はい 参照名

URL VARCH
AR2

4000 はい 参照の URL

FILE_ID NUMB
ER

はい ファイル ID、ARM_REFERENCE_FILES
の外部キー

FILE_NAME VARCH
AR2

765 はい ファイル名
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名前 データ
型

長さ 精度 ス
ケ
ー
ル

Nullの
許可

コメント

FILE_MIMETYPE VARCH
AR2

128 はい ファイルMIMEタイプ

OBJECT_VERSION
_NUMBER

NUMB
ER

9 0 いいえ オプティミスティック・ロックを実装す
るために使用されます。この番号は、行
が更新されるたびに増分されます。行
の問合せが行われた後で別のセッショ
ンが更新されたかどうかを検出するた
めに、トランザクションの開始時と終了
時の番号が比較されます。

LAST_UPDATE_LO
GIN

NUMB
ER

はい WHO列。この行を最後に更新したユー
ザーのログイン/セッション IDが格納
されます。

LAST_UPDATED_B
Y

VARCH
AR2

255 いいえ WHO列。この行を最後に更新したユー
ザーの IDが格納されます。

LAST_UPDATE_D
ATE

DATE いいえ WHO列。この行が最後に更新された日
付が格納されます。

CREATED_BY VARCH
AR2

255 いいえ WHO列。この行を作成したユーザーの
IDが格納されます。

CREATION_DATE DATE いいえ WHO列。この行がデータベースで作成
された日付が格納されます。

CREATOR_ROLE VARCH
AR2

3 はい 参照/添付の作成者の役割。

CREATOR_ID VARCH
AR2

255 いいえ これを作成したユーザーのユーザー ID。

USER_CREATION_
DATE

DATE いいえ 作成の日付。

CARRY_FORWAR
D

VARCH
AR2

1 はい 添付を繰り越すかどうか。

索引

索引 一意性 列
ARM_REFERENCES_
N1

NONUNIQUE OBJECT_ID、REFERENCE_TYPE

ARM_REFERENCES_
PK

UNIQUE REFERENCE_ID

ARM_SUMMARY_AMOUNTS
この表はすでに使用されていません。かわりに ARM_BALANCE_TOTALSを参照して
ください。
この表には、様々な残高およびトランザクション・サマリーの表示値が格納されます。
パフォーマンス上の理由で必要です。
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詳細
オブジェクト・タイプ: TABLE

主キー

名前 列
ARM_SUMMARY_AMOUNTS_PK SUMMARY_AMOUNT_ID

列

名前 データ型 長さ 精度 スケー
ル

Nullの
許可

コメント

SUMMARY_AMOUN
T_ID

NUMBER 18 0 いいえ 主キー

RECONCILIATION_
ACCOUNT_ID

VARCHAR2 4000 いいえ 勘定科目 ID

PERIOD_ID NUMBER 18 0 いいえ 期間 ID

BUCKET_ID NUMBER 18 0 いいえ バケット ID

SUMMARY_TYPE VARCHAR2 4 いいえ タイプ: BSRC=残高ソー
ス・システム、BSUB=残高
サブ・システム、SRC=ソー
ス・システムに対する調整、
SUB=サブ・システムに対す
る調整、BEX=残高の説明

AMOUNTS VARCHAR2 4000 はい 通貨ごとに分けられた金
額。

OBJECT_VERSION_
NUMBER

NUMBER 9 0 いいえ オプティミスティック・ロ
ックを実装するために使用
されます。この番号は、行
が更新されるたびに増分さ
れます。行の問合せが行わ
れた後で別のセッションが
更新されたかどうかを検出
するために、トランザクシ
ョンの開始時と終了時の番
号が比較されます。

LAST_UPDATE_LOG
IN

NUMBER はい WHO列。この行を最後に
更新したユーザーのログイ
ン/セッション IDが格納さ
れます。

LAST_UPDATED_BY VARCHAR2 255 いいえ WHO列。この行を最後に
更新したユーザーの IDが
格納されます。

LAST_UPDATE_DAT
E

DATE いいえ WHO列。この行が最後に
更新された日付が格納され
ます。

CREATED_BY VARCHAR2 255 いいえ WHO列。この行を作成し
たユーザーの IDが格納さ
れます。
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名前 データ型 長さ 精度 スケー
ル

Nullの
許可

コメント

CREATION_DATE DATE いいえ WHO列。この行がデータ
ベースで作成された日付が
格納されます。

索引

索引 一意性 列
ARM_SUMMARY_AM
OUNTS_N1

NONUNIQUE PERIOD_ID

ARM_SUMMARY_AM
OUNTS_PK

UNIQUE SUMMARY_AMOUNT_ID

ARM_SUMMARY_AM
OUNTS_U1

UNIQUE PERIOD_ID、RECONCILIATION_ACCOUNT_ID、
BUCKET_ID、SUMMARY_TYPE

ARM_SUMMARY_BALANCES
この表には、サマリー照合の子残高情報が格納されます。
詳細
オブジェクト・タイプ: TABLE

主キー

名前 列
ARM_SUMMARY_BALANCES_PK RECONCILIATION_ID

ARM_SUMMARY_BALANCES_PK CHILD_RECON_ACCOUNT_ID

ARM_SUMMARY_BALANCES_PK BALANCE_TYPE

列

名前 データ型 長さ 精度 スケー
ル

Nullの
許可

コメント

RECONCILIATION
_ID

NUMBER 18 0 いいえ サマリー・プロファイル/
照合の ID

CHILD_RECON_AC
COUNT_ID

VARCHAR
2

4000 いいえ 子プロファイル/照合の
勘定科目 ID

BALANCE_TYPE VARCHAR
2

4 いいえ 残高タイプ: BEX SRC=ソ
ース・システムに対する
調整、SUB=サブシステム
に対する調整、BSRC=ソ
ース・システム残高、
BSUB=サブシステム残
高。

AMOUNT NUMBER 29 12 いいえ 金額
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名前 データ型 長さ 精度 スケー
ル

Nullの
許可

コメント

OBJECT_VERSION
_NUMBER

NUMBER 9 0 いいえ オプティミスティック・
ロックを実装するために
使用されます。この番号
は、行が更新されるたび
に増分されます。行の問
合せが行われた後で別の
セッションが更新された
かどうかを検出するため
に、トランザクションの
開始時と終了時の番号が
比較されます。

LAST_UPDATE_LO
GIN

NUMBER はい WHO列。この行を最後
に更新したユーザーのロ
グイン/セッション IDが
格納されます。

LAST_UPDATED_B
Y

VARCHAR
2

255 いいえ WHO列。この行を最後
に更新したユーザーの
IDが格納されます。

LAST_UPDATE_DA
TE

DATE いいえ WHO列。この行が最後
に更新された日付が格納
されます。

CREATED_BY VARCHAR
2

255 いいえ WHO列。この行を作成
したユーザーの IDが格
納されます。

CREATION_DATE DATE いいえ WHO列。この行がデー
タベースで作成された日
付が格納されます。

索引

索引 一意性 列
ARM_SUMMARY_BAL
ANCES_N1

NONUNIQUE RECONCILIATION_ID、BALANCE_TYPE

ARM_SUMMARY_BAL
ANCES_PK

UNIQUE RECONCILIATION_ID、
CHILD_RECON_ACCOUNT_ID、BALANCE_TYPE

ARM_SUMMARY_REC_CHILDREN
この表には、サマリー照合の親子関係が格納されます。
詳細
オブジェクト・タイプ: TABLE

主キー

名前 列
ARM_SUMMARY_REC_CHILDREN_PK RECONCILIATION_ID
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名前 列
ARM_SUMMARY_REC_CHILDREN_PK CHILD_ACCOUNT_ID

列

名前 データ型 長さ 精度 スケー
ル

Nullの
許可

コメント

RECONCILIATION
_ID

NUMBER 18 0 いいえ サマリー・プロファイル/
照合の照合 ID

CHILD_ACCOUNT
_ID

VARCHAR
2

4000 いいえ 子勘定科目の勘定科目
ID

OBJECT_VERSION
_NUMBER

NUMBER 9 0 いいえ オプティミスティック・
ロックを実装するために
使用されます。この番号
は、行が更新されるたび
に増分されます。行の問
合せが行われた後で別の
セッションが更新された
かどうかを検出するため
に、トランザクションの
開始時と終了時の番号が
比較されます。

LAST_UPDATE_LO
GIN

NUMBER はい WHO列。この行を最後
に更新したユーザーのロ
グイン/セッション IDが
格納されます。

LAST_UPDATED_B
Y

VARCHAR
2

255 いいえ WHO列。この行を最後
に更新したユーザーの
IDが格納されます。

LAST_UPDATE_DA
TE

DATE いいえ WHO列。この行が最後
に更新された日付が格納
されます。

LAST_GENERATE
D_DATE

DATE はい 子勘定科目がサマリー照
合に最後に正常に生成さ
れた日付。

CREATED_BY VARCHAR
2

255 いいえ WHO列。この行を作成
したユーザーの IDが格
納されます。

CREATION_DATE DATE いいえ WHO列。この行がデー
タベースで作成された日
付が格納されます。

索引

索引 一意性 列
ARM_SUMMARY_REC_C
HILDREN_N1

NONUNIQUE RECONCILIATION_ID

ARM_SUMMARY_REC_C
HILDREN_PK

UNIQUE RECONCILIATION_ID、CHILD_ACCOUNT_ID
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ARM_TRANSACTIONS
この表には、照合の照合コンプライアンス・トランザクションが格納されます。
詳細
オブジェクト・タイプ: TABLE

主キー

名前 列
ARM_TRANSACTIONS_PK TRANSACTION_ID

列

名前 データ型 長さ 精度 スケー
ル

Nullの
許可

コメント

TRANSACTION_ID NUMBER 18 0 いいえ 一意の ID、主キー
TRANSACTION_CO
DE

VARCHAR2 150 はい トランザクションを識別す
るためのコード

TRANSACTION_DES
CRIPTION

VARCHAR2 4000 はい 簡単な説明

TRANSACTION_TYP
E

VARCHAR2 3 いいえ トランザクションのタイ
プ: BEX=残高の説明、SRC=
ソース・システムに対する
調整、SUB=サブシステムに
対する調整

RECONCILIATION_I
D

NUMBER 18 0 いいえ トランザクションが属する
照合

OPEN_DATE DATE はい トランザクションがオープ
ンされた日付

CLOSE_DATE DATE はい トランザクションがクロー
ズされた日付

AGING_VIOLATION VARCHAR2 1 はい トランザクションで経過期
間違反があるかどうか。

AGE NUMBER 0 はい トランザクションの経過期
間(日数) (期間の終了日か
らトランザクション・オー
プン日を引いたもの)

STATUS_FLAG VARCHAR2 1 いいえ ステータスを格納します:
N=なし、O=OK、X=要注意

OBJECT_VERSION_
NUMBER

NUMBER 9 0 いいえ オプティミスティック・ロ
ックを実装するために使用
されます。この番号は、行
が更新されるたびに増分さ
れます。行の問合せが行わ
れた後で別のセッションが
更新されたかどうかを検出
するために、トランザクシ
ョンの開始時と終了時の番
号が比較されます。
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名前 データ型 長さ 精度 スケー
ル

Nullの
許可

コメント

LAST_UPDATE_LOG
IN

NUMBER はい WHO列。この行を最後に
更新したユーザーのログイ
ン/セッション IDが格納さ
れます。

LAST_UPDATED_BY VARCHAR2 255 いいえ WHO列。この行を最後に
更新したユーザーの IDが
格納されます。

LAST_UPDATE_DAT
E

DATE いいえ WHO列。この行が最後に
更新された日付が格納され
ます。

CREATED_BY VARCHAR2 255 いいえ WHO列。この行を作成し
たユーザーの IDが格納さ
れます。

CREATION_DATE DATE いいえ WHO列。この行がデータ
ベースで作成された日付が
格納されます。

ACCOUNT_ID VARCHAR2 4000 はい 子勘定科目からコピーされ
たトランザクションに関連
付けられている勘定科目
ID

UPDATED VARCHAR2 1 はい トランザクションがサマリ
ーにコピーされた後で更新
されたかどうか

SUMMARY_CREATE
D

VARCHAR2 1 いいえ Y=はい。このトランザク
ションはサマリー照合で作
成されました。N=いいえ。
このトランザクションはサ
マリー照合で作成されてい
ません。

AMORT_ACCRETE VARCHAR2 1 いいえ N=いいえ、A=償却、C=増
価

FROM_FDMEE VARCHAR2 1 いいえ DMまたは FDMEEのいず
れからロードされたか

PRIOR_TRANSACTI
ON_ID

NUMBER 18 0 はい 前のトランザクションの
ID (繰り越された場合)。

PERIOD_ID NUMBER 18 0 はい 期間 ID

RECONCILIATION_
ACCOUNT_ID

VARCHAR2 4000 はい 照合勘定科目 ID

FROM_FLAG VARCHAR2 1 はい トランザクションの取得
元: M=ユーザーが手動で入
力、I=照合アクション・ダ
イアログからインポート、
P=事前マップ済勘定科目
IDを使用してインポート、
F=FDMEEデータ・ロード

SUB_PROFILE_ID VARCHAR2 4000 はい サブ・セグメント・プロフ
ァイル ID (サブ・セグメン
トが使用可能な場合)
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索引

索引 一意性 列
ARM_TRANSACTIONS_
N1

NONUNIQUE RECONCILIATION_ID

ARM_TRANSACTIONS_
N2

NONUNIQUE ACCOUNT_ID

ARM_TRANSACTIONS_
N3

NONUNIQUE RECONCILIATION_ACCOUNT_ID、PERIOD_ID

ARM_TRANSACTIONS_
N4

NONUNIQUE PRIOR_TRANSACTION_ID、RECONCILIATION_ID

ARM_TRANSACTIONS_
N5

NONUNIQUE PERIOD_ID、RECONCILIATION_ACCOUNT_ID

ARM_TRANSACTIONS_
N6

UNIQUE PERIOD_ID、RECONCILIATION_ID、
TRANSACTION_ID

ARM_TRANSACTIONS_
N7

UNIQUE PERIOD_ID、RECONCILIATION_ACCOUNT_ID、
TRANSACTION_ID

ARM_TRANSACTIONS_
N8

NONUNIQUE PERIOD_ID、PRIOR_TRANSACTION_ID

ARM_TRANSACTIONS_
PK

UNIQUE TRANSACTION_ID

ARM_TRANSACTIONS_
U2

NONUNIQUE PRIOR_TRANSACTION_ID

ARM_TRANSACTIONS_
N1U

NONUNIQUE PERIOD_ID、SYS_NC00027$

ARM_TRANSACTION_AMOUNTS
この表には、照合トランザクション金額とそれらの金額がどのバケットに入れられるかのマ
ッピングが格納されます。
詳細
オブジェクト・タイプ: TABLE

主キー

名前 列
ARM_TRANSACTION_AMOUNTS_PK TRANS_AMOUNT_ID

列

名前 データ型 長さ 精度 スケー
ル

Nullの
許可

コメント

TRANS_AMOUNT_I
D

NUMBER 18 0 いいえ 一意の ID
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名前 データ型 長さ 精度 スケー
ル

Nullの
許可

コメント

OBJECT_ID NUMBER 18 0 いいえ このトランザクションが関
連付けられているオブジェ
クト

CURRENCY_BUCKE
T_ID

NUMBER 18 0 いいえ その金額が対応しているバ
ケットの ID

AMOUNT NUMBER いいえ トランザクションの通貨金
額

CURRENCY VARCHAR2 80 はい トランザクションで使用さ
れる通貨

OVERRIDE VARCHAR2 1 いいえ ユーザーが金額をオーバー
ライドしたかどうか: Y=は
い、N=いいえ。

OBJECT_VERSION_
NUMBER

NUMBER 9 0 いいえ オプティミスティック・ロ
ックを実装するために使用
されます。この番号は、行
が更新されるたびに増分さ
れます。行の問合せが行わ
れた後で別のセッションが
更新されたかどうかを検出
するために、トランザクシ
ョンの開始時と終了時の番
号が比較されます。

LAST_UPDATE_LOG
IN

NUMBER はい WHO列。この行を最後に
更新したユーザーのログイ
ン/セッション IDが格納さ
れます。

LAST_UPDATED_BY VARCHAR2 255 いいえ WHO列。この行を最後に
更新したユーザーの IDが
格納されます。

LAST_UPDATE_DAT
E

DATE いいえ WHO列。この行が最後に
更新された日付が格納され
ます。

CREATED_BY VARCHAR2 255 いいえ WHO列。この行を作成し
たユーザーの IDが格納さ
れます。

CREATION_DATE DATE いいえ WHO列。この行がデータ
ベースで作成された日付が
格納されます。

索引

索引 一意性 列
ARM_TRANSACTION
_AMOUNTS_PK

UNIQUE TRANS_AMOUNT_ID

ARM_TRANSACTION
_AMOUNTS_U1

UNIQUE OBJECT_ID、CURRENCY_BUCKET_ID
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ARM_TRANSACTION_SUMMARIES
この表には、照合のトランザクションの合計金額がトランザクション・タイプ別に格納され
ます。
詳細
オブジェクト・タイプ: TABLE

主キー

名前 列
ARM_TRANSACTION_SUMMARIES_PK TRANSACTION_SUMMARY_ID

列

名前 データ型 長さ 精度 スケー
ル

Null
の許可

コメント

TRANSACTION_SUMM
ARY_ID

NUMBER 18 0 いいえ 主キー

RECONCILIATION_ID NUMBER 18 0 いいえ サマリー・プロファイル/照合
の ID

TRANSACTION_TYPE VARCHAR
2

3 いいえ トランザクション・タイプ。
ARM_TRANSACTIONS.TRAN
SACTION_TYPEと同じ値です

CURRENCY_BUCKET_I
D

NUMBER 18 0 いいえ 通貨バケット ID

CURRENCY VARCHAR
2

80 いいえ 3文字の通貨コード

AMOUNT NUMBER はい 金額
OBJECT_VERSION_NU
MBER

NUMBER 9 0 いいえ オプティミスティック・ロッ
クを実装するために使用され
ます。この番号は、行が更新
されるたびに増分されます。
行の問合せが行われた後で別
のセッションが更新されたか
どうかを検出するために、ト
ランザクションの開始時と終
了時の番号が比較されます。

LAST_UPDATE_LOGIN NUMBER はい WHO列。この行を最後に更
新したユーザーのログイン/セ
ッション IDが格納されます。

LAST_UPDATED_BY VARCHAR
2

255 いいえ WHO列。この行を最後に更
新したユーザーの IDが格納
されます。

LAST_UPDATE_DATE DATE いいえ WHO列。この行が最後に更
新された日付が格納されま
す。

CREATED_BY VARCHAR
2

255 いいえ WHO列。この行を作成した
ユーザーの IDが格納されま
す。
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名前 データ型 長さ 精度 スケー
ル

Null
の許可

コメント

CREATION_DATE DATE いいえ WHO列。この行がデータベ
ースで作成された日付が格納
されます。

PERIOD_ID NUMBER 18 0 はい 期間 ID

RECONCILIATION_AC
COUNT_ID

VARCHAR
2

4000 はい 照合勘定科目 ID

索引

索引 一意性 列
ARM_TRANSACTION
_SUMMARIES_N1

NONUNIQUE PERIOD_ID、RECONCILIATION_ACCOUNT_ID

ARM_TRANSACTION
_SUMMARIES_N2

NONUNIQUE PERIOD_ID、RECONCILIATION_ID

ARM_TRANSACTION
_SUMMARIES_N3

NONUNIQUE PERIOD_ID、RECONCILIATION_ACCOUNT_ID、
TRANSACTION_TYPE

ARM_TRANSACTION
_SUMMARIES_PK

UNIQUE TRANSACTION_SUMMARY_ID

ARM_TRANSACTION
_SUMMARIES_U1

NONUNIQUE PERIOD_ID、RECONCILIATION_ACCOUNT_ID、
TRANSACTION_TYPE、
CURRENCY_BUCKET_ID、CURRENCY

ARM_TRANSACTION
_SUMMARIES_U2

UNIQUE RECONCILIATION_ID、TRANSACTION_TYPE、
CURRENCY_BUCKET_ID、CURRENCY

ARM_TRANS_ATTRIBUTES_1
この表には、トランザクションおよびアクション・プランの属性値の割当が格納され
ます。列は、C_<Attribute ID>という名前を使用して動的に作成されます。
詳細
オブジェクト・タイプ: TABLE

主キー

名前 列
ARM_TRANS_ATTRIBUTES_1_PK OBJECT_ID

列

名前 データ
型

長さ 精度 スケ
ール

Nullの
許可

コメント

OBJECT_ID NUMB
ER

18 0 いいえ 行のトランザクション IDまたはアクシ
ョン・プラン ID。
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名前 データ
型

長さ 精度 スケ
ール

Nullの
許可

コメント

C_<Attribut
e ID>

これらはユーザー定義の列で、
FCM_ATTRIBUTES.ATTRIBUTE_IDを
使用して列の名前が作成されます。列
名は、c_<ATTRIBUTE_ID>という形式に
従います(たとえば、
C_100000000056159)。

索引

索引 一意性 列
ARM_TRANS_ATTRIBUTES
_1_PK

UNIQUE OBJECT_ID

ARM_WORKFLOW_ACTIONS
この表には、プロファイル・インスタンスのワークフロー・アクション(送信および承認)が格
納されます。却下アクションは格納されません。
詳細
オブジェクト・タイプ: TABLE

主キー

名前 列
ARM_WORKFLOW_ACTIONS_PK ACTION_ID

列

名前 データ型 長さ 精度 スケー
ル

Nullの
許可

コメント

ACTION_ID NUMBER 18 0 いいえ 一意の ID

OBJECT_ID NUMBER 18 0 いいえ このアクションのオブジェ
クト(プロファイル・インス
タンス)。

ACTION_TYPE VARCHAR2 1 いいえ アクション・タイプ: S=送
信、A=承認

ACTION_DATE DATE いいえ アクションが実行された時
点

ACTION_LEVEL NUMBER 9 0 はい 承認のみ。この承認の承認
レベル。アクセスの
order_seq列に一致しま
す。

ACTION_BY_USER_I
D

VARCHAR2 255 いいえ このアクションを実行した
ユーザー
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名前 データ型 長さ 精度 スケー
ル

Nullの
許可

コメント

ACTION_BY_RULE_I
D

NUMBER 18 0 はい アクションを実行したルー
ル ID (ルールによる自動実
行の場合)。

OBJECT_VERSION_
NUMBER

NUMBER 9 0 いいえ オプティミスティック・ロ
ックを実装するために使用
されます。この番号は、行
が更新されるたびに増分さ
れます。行の問合せが行わ
れた後で別のセッションが
更新されたかどうかを検出
するために、トランザクシ
ョンの開始時と終了時の番
号が比較されます。

LAST_UPDATE_LOG
IN

NUMBER はい WHO列。この行を最後に
更新したユーザーのログイ
ン/セッション IDが格納さ
れます。

LAST_UPDATED_BY VARCHAR2 255 いいえ WHO列。この行を最後に
更新したユーザーの IDが
格納されます。

LAST_UPDATE_DAT
E

DATE いいえ WHO列。この行が最後に
更新された日付が格納され
ます。

CREATED_BY VARCHAR2 255 いいえ WHO列。この行を作成し
たユーザーの IDが格納さ
れます。

CREATION_DATE DATE いいえ WHO列。この行がデータ
ベースで作成された日付が
格納されます。

索引

索引 一意性 列
ARM_WORKFLOW_A
CTIONS_N1

NONUNIQUE OBJECT_ID、ACTION_LEVEL

ARM_WORKFLOW_A
CTIONS_PK

UNIQUE ACTION_ID

ビュー
次も参照:

• ARM_BALANCE_DETAIL_SUMMARY (ビュー)

• ARM_BALANCE_SUMMARIES (ビュー)
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ARM_BALANCE_DETAIL_SUMMARY (ビュー)
このビューには、「詳細残高」リストに表示されるソース残高およびサブシステム残高が格納
されます。
詳細
オブジェクト・タイプ: VIEW

列

名前 データ型 長さ 精度 スケ
ール

Nullの
許可

コメント

BALANCE_ID NUMBER はい 通貨バケットの ID

PERIOD_ID NUMBER 18 0 いいえ ARM期間 ID

PROFILE_ID VARCHAR2 4000 いいえ プロファイル・セグメント ID
(ARM_Reconciliations.RECONCILIA
TION_ACCOUNT_IDから取得されま
す)

BALANCE_TYP
E

NUMBER 1 0 いいえ ARM残高タイプ: 1=- ソース・システ
ム、2=サブシステム

BUCKET_ID NUMBER 18 0 いいえ 通貨バケットの ID

CURRENCY VARCHAR2 15 いいえ 通貨キー(たとえば、USD、CADまた
は円)。

AMOUNT NUMBER はい コンポーネント勘定科目の集約残高
UD2X VARCHAR2 300 はい UD2ディメンションにマッピングさ

れるサブセグメント値
UD3X VARCHAR2 300 はい UD3ディメンションにマッピングさ

れるサブセグメント値
UD4X VARCHAR2 300 はい UD4ディメンションにマッピングさ

れるサブセグメント値
UD5X VARCHAR2 300 はい UD5ディメンションにマッピングさ

れるサブセグメント値
UD6X VARCHAR2 300 はい UD6ディメンションにマッピングさ

れるサブセグメント値
UD7X VARCHAR2 300 はい UD7ディメンションにマッピングさ

れるサブセグメント値
UD8X VARCHAR2 300 はい UD8ディメンションにマッピングさ

れるサブセグメント値
UD9X VARCHAR2 300 はい UD9ディメンションにマッピングさ

れるサブセグメント値
UD10X VARCHAR2 300 はい UD10ディメンションにマッピングさ

れるサブセグメント値
UD11X VARCHAR2 300 はい UD11ディメンションにマッピングさ

れるサブセグメント値
UD12X VARCHAR2 300 はい UD12ディメンションにマッピングさ

れるサブセグメント値
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名前 データ型 長さ 精度 スケ
ール

Nullの
許可

コメント

UD13X VARCHAR2 300 はい UD13ディメンションにマッピングさ
れるサブセグメント値

UD14X VARCHAR2 300 はい UD14ディメンションにマッピングさ
れるサブセグメント値

UD15X VARCHAR2 300 はい UD15ディメンションにマッピングさ
れるサブセグメント値

UD16X VARCHAR2 300 はい UD16ディメンションにマッピングさ
れるサブセグメント値

UD17X VARCHAR2 300 はい UD17ディメンションにマッピングさ
れるサブセグメント値

UD18X VARCHAR2 300 はい UD18ディメンションにマッピングさ
れるサブセグメント値

UD19X VARCHAR2 300 はい UD19ディメンションにマッピングさ
れるサブセグメント値

UD20X VARCHAR2 300 はい UD20ディメンションにマッピングさ
れるサブセグメント値

CREATION_DA
TE

DATE はい WHO列。この行がデータベースで作
成された日付が格納されます。

LAST_UPDATE
_DATE

DATE はい WHO列。この行が最後に更新された
日付が格納されます。

ARM_BALANCE_SUMMARIES (ビュー)
このビューには、「照合残高」リストに表示されるソース残高およびサブシステム残高
が格納されます。
詳細
オブジェクト・タイプ: VIEW

列

名前 データ
型

長さ 精度 スケ
ール

Nullの
許可

コメント

PERIOD_ID NUMB
ER

18 0 いいえ ARM期間 ID。

PROFILE_ID VARC
HAR2

4000 いいえ プロファイル・セグメント ID
(ARM_Reconciliations.RECONCILIA
TION_ACCOUNT_IDから取得されま
す)

BALANCE_T
YPE

NUMB
ER

1 0 いいえ ARM残高タイプ: 1=ソース・システ
ム、2=サブシステム

BUCKET_ID NUMB
ER

18 0 いいえ 通貨バケットの ID

CURRENCY VARC
HAR2

80 いいえ 通貨キー(たとえば、USD、CADまたは
円)。
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名前 データ
型

長さ 精度 スケ
ール

Nullの
許可

コメント

AMOUNT NUMB
ER

はい コンポーネント勘定科目の集約残高。

LAST_UPDAT
E_DATE

DATE はい WHO列。この行が最後に更新された
日付が格納されます。

CREATION_D
ATE

DATE はい WHO列。この行がデータベースで作
成された日付が格納されます。
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5
トランザクション照合表

次も参照:

• 表

表
次も参照:

• TM_ADJUSTMENT

• TM_ATTRIBUTE_VALUE

• TM_AUDIT_TRAIL

• TM_BALANCE_SUMMARY

• TM_DATA_SOURCE

• TM_DATA_SOURCE_ATTRIB

• TM_MATCH

• TM_MATCH_PROC

• TM_MATCH_PROC_BKT_ATTRIB_MAP

• TM_MATCH_PROC_DEF_ATTRIB_MAP

• TM_MATCH_RULE

• TM_MATCH_RULE_ADJ_DET

• TM_MATCH_RULE_ADJ_DET_ATTRIB

• TM_MATCH_RULE_COND

• TM_MATCH_TRANS

• TM_PURGE_INFO

• TM_RECON

• TM_RECON_TYPE

• TM_SUPPORT

• TM_TRANS_TYPE

• TM_TRANS_TYPE_OPTION

TM_ADJUSTMENT
この表には、トランザクション照合調整情報が格納されます。
詳細
オブジェクト・タイプ: TABLE
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主キー

名前 列
ADJTRANSDETAILS_PK ADJUSTMENT_ID

列

名前 データ型 長さ 精度 スケール Nullの許可 コメント
RECON_ID NUMBER 18 0 いいえ TM_RECON

の外部キー
MATCH_PR
OC_ID

NUMBER 18 0 いいえ TM_MATC
H_PROCの
外部キー

MATCH_ID NUMBER 18 0 いいえ TM_MATC
Hの外部キ
ー

ADJUSTME
NT_ID

NUMBER 18 0 いいえ 主キー

STATUS NUMBER 1 0 はい 調整ステー
タス -
1=OPEN、
2=CLOSE

TRANS_TY
PE_ID

NUMBER 18 0 いいえ TM_TRANS
_TYPE外部
キー。調整
に関連付け
られている
トランザク
ション・タイ
プ

CHANGED_
DATA_SOU
RCE_ID

NUMBER 18 0 いいえ TM_DATA_
SOURCE外
部キー。調
整の転記先
のソース

BAL_ATTRI
B_VALUE_1

NUMBER 18 2 はい 調整金額
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名前 データ型 長さ 精度 スケール Nullの許可 コメント
OBJECT_VE
RSION_NU
MBER

NUMBER 9 0 はい オプティミ
スティッ
ク・ロックを
実装するた
めに使用さ
れます。こ
の番号は、行
が更新され
るたびに増
分されます。
行の問合せ
が行われた
後で別のセ
ッションが
更新された
かどうかを
検出するた
めに、トラン
ザクション
の開始時と
終了時の番
号が比較さ
れます。

CREATED_
BY

NVARCHAR
2

255 いいえ WHO列。
この行を作
成したユー
ザーの ID
が格納され
ます。

UPDATED_
BY

NVARCHAR
2

255 はい WHO列。
この行を最
後に更新し
たユーザー
の IDが格
納されます。

CREATE_D
ATE

TIMESTAM
P(6)

いいえ WHO列。
この行がデ
ータベース
で作成され
た日付が格
納されます。

UPDATE_D
ATE

TIMESTAM
P(6)

はい WHO列。
この行が最
後に更新さ
れた日付が
格納されま
す。

ACCOUNTI
NG_DATE

DATE はい 調整の会計
日付

EXPORT_JO
URNAL_JO
B_ID

NUMBER 18 0 はい 仕訳のエク
スポートに
関連付けら
れているジ
ョブ ID
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名前 データ型 長さ 精度 スケール Nullの許可 コメント
REVERSE_S
TATUS

NUMBER 2 0 いいえ 調整のステ
ータスを示
します。オ
プション: 0
=
DEFAULT、
1 =
ORIGINAL
または 2 =
REVERSE。

索引

索引 一意性 列
ADJTRANSDETAILS_PK UNIQUE ADJUSTMENT_ID

TM_ADJUSTMENT_MATCH NONUNIQUE MATCH_ID

外部キー

表 外部表 外部キー列
TM_ADJUSTMENT TM_MATCH_PROC MATCH_PROC_ID

TM_ADJUSTMENT TM_RECON RECON_ID

TM_ADJUSTMENT TM_MATCH MATCH_ID

TM_ADJUSTMENT TM_TRANS_TYPE TRANS_TYPE_ID

TM_ATTRIBUTE_VALUE
この表には、調整のトランザクション照合トランザクション・タイプ属性値が格納さ
れます。
詳細
オブジェクト・タイプ: TABLE

列

名前 データ型 長さ 精度 スケール Nullの許可 コメント
ATTRIB_VA
LUE_ID

NUMBER 18 0 はい 主キー

ATTRIB_ID NUMBER 18 0 はい 属性の主キ
ー

OBJECT_ID NUMBER 18 0 はい 調整 IDま
たはサポー
ト ID
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名前 データ型 長さ 精度 スケール Nullの許可 コメント
ATTRIBUTE
_SOURCE_T
YPE

NUMBER 1 0 はい 属性のタイ
プ - 1=調整
または 0=サ
ポート

VALUE_TE
XT

NVARCHAR
2

2000 はい 属性の値(タ
イプがテキ
ストの場合)

VALUE_NU
MBER

NUMBER はい 属性の値(タ
イプが数値
の場合)

VALUE_LIS
T_CHOICE_
ID

NUMBER 18 0 はい 属性の値(タ
イプがリス
トの場合)

OBJECT_VE
RSION_NU
MBER

NUMBER 9 0 はい オプティミ
スティッ
ク・ロック
を実装する
ために使用
されます。
この番号
は、行が更
新されるた
びに増分さ
れます。行
の問合せが
行われた後
で別のセッ
ションが更
新されたか
どうかを検
出するため
に、トラン
ザクション
の開始時と
終了時の番
号が比較さ
れます。

LAST_UPD
ATE_LOGI
N

NUMBER はい WHO列。
この行を最
後に更新し
たユーザー
の IDが格
納されま
す。

UPDATED_
BY

NVARCHAR
2

255 はい WHO列。
この行を最
後に更新し
たユーザー
の IDが格
納されま
す。
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名前 データ型 長さ 精度 スケール Nullの許可 コメント
CREATED_
BY

NVARCHAR
2

255 はい WHO列。
この行を作
成したユー
ザーの ID
が格納され
ます。

VALUE_DA
TE

TIMESTAM
P(6)

はい 属性の値(タ
イプが日付
の場合)

UPDATE_D
ATE

TIMESTAM
P(6)

はい WHO列。
この行が最
後に更新さ
れた日付が
格納されま
す。

CREATE_D
ATE

TIMESTAM
P(6)

はい WHO列。
この行がデ
ータベース
で作成され
た日付が格
納されま
す。

TM_AUDIT_TRAIL
この表には、トランザクション照合での未照合トランザクションの履歴詳細が格納さ
れます。
詳細
オブジェクト・タイプ: TABLE

主キー

名前 列
TM_AUDIT_TRAIL_PK TM_AUDIT_TRAIL_ID

列

名前 データ型 長さ 精度 スケール Nullの許可 コメント
AUDIT_TR
AIL_ID

NUMBER 18 0 いいえ 監査レコー
ドの主キー。
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名前 データ型 長さ 精度 スケール Nullの許可 コメント
OBJECT_ID NUMBER 18 0 いいえ 変更された

オブジェク
トの主キー
値。たとえ
ば、トランザ
クションの
場合は
trans_id、
照合ルール
の場合は
match_rul
e_idにな
ります。

OBJECT_TY
PE

NVARCHAR
2

128 いいえ オブジェク
ト・タイプを
格納します。
たとえば、ト
ランザクシ
ョンの場合
は
TRANSACTI
ON_2001
(2001はデ
ータ・ソース
ID)、TMプ
ロファイル
の場合は
RECONCILI
ATION。

FIELD_NA
ME

NVARCHAR
2

128 いいえ フィールド
名を格納し
ます。たと
えば、トラン
ザクション
属性の場合
は
ATTRIBUTE
_20001
(20001は属
性 ID)、TM
照合テキス
ト IDの場
合は
TEXTID。

MODIFICA
TION_TYPE

NVARCHAR
2

128 いいえ 変更のタイ
プの列挙。
新規の場合
は
CREATED、更
新の場合は
CHANGED、削
除の場合は
DELETED。

第 5章
表

5-7



名前 データ型 長さ 精度 スケール Nullの許可 コメント
MODIFIED
_BY

NVARCHAR
2

200 いいえ 値を変更し
たユーザー。

MODIFIED
_DATE

TIMESTAM
P (6)

いいえ 基になるオ
ブジェクト
が変更され
たときのタ
イムスタン
プ。

SERVICE NVARCHAR
2

128 はい この操作が
トリガーさ
れたソース
を格納しま
す。たとえ
ば、自動照合
ジョブの場
合は
AUTOMATCH
、未照合ダイ
アログ編集
トランザク
ションの場
合は
MANUAL_ED
IT、未照合
ダイアログ
からの手動
照合の場合
は
MANUAL_MA
TCH。

OLD_VALU
E

NVARCHAR
2

300 はい フィールド
の以前の値

NEW_VALU
E

NVARCHAR
2

300 はい フィールド
の新しい値

MATCH_ID NUMBER 18 0 はい 変更された
オブジェク
トの参照オ
ブジェクト。
主に照合プ
ロセスに使
用され、照合
されたとき
のトランザ
クションの
照合 IDを
参照します。

TM_BALANCE_SUMMARY
この表には、各期間のトランザクション照合の事前計算済残高サマリーが格納されま
す。
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詳細
オブジェクト・タイプ: TABLE

主キー

名前 列
TM_BALANCE_SUMMARY_PK PROFILE_ID

TM_BALANCE_SUMMARY_PK PERIOD_ID

TM_BALANCE_SUMMARY_PK BALANCE_TYPE

TM_BALANCE_SUMMARY_PK BUCKET_ID

TM_BALANCE_SUMMARY_PK CURRENCY

列

名前 データ型 長さ 精度 スケール Nullの許可 コメント
PROFILE_ID VARCHAR2 4000 いいえ プロファイル/

照合の勘定科
目 ID

PERIOD_ID NUMBER 18 0 いいえ 期間 ID

BUCKET_ID NUMBER 18 0 いいえ 通貨バケット
ID

BALANCE_T
YPE

NUMBER 1 0 いいえ 残高タイプ: 1=
合計未照合(ソ
ース・システ
ム)、2=サポー
ト済未照合(ソ
ース・システ
ム)、3=合計未
達(ソース・シ
ステム)、4=合
計未照合(サ
ブ・システム)、
5=サポート済
未照合(サブ・
システム)、6=
合計未達(サ
ブ・システム)

CURRENCY VARCHAR2 80 いいえ 通貨
AMOUNT NUMBER 29 12 いいえ 残高
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名前 データ型 長さ 精度 スケール Nullの許可 コメント
OBJECT_VE
RSION_NU
MBER

NUMBER 9 0 いいえ オプティミス
ティック・ロッ
クを実装する
ために使用さ
れます。この
番号は、行が更
新されるたび
に増分されま
す。行の問合
せが行われた
後で別のセッ
ションが更新
されたかどう
かを検出する
ために、トラン
ザクションの
開始時と終了
時の番号が比
較されます。

LAST_UPDA
TED_BY

VARCHAR2 255 いいえ WHO列。こ
の行を最後に
更新したユー
ザーの IDが格
納されます。

LAST_UPDA
TE_DATE

TIMESTAM
P(6)

いいえ WHO列。こ
の行が最後に
更新された日
付が格納され
ます。

CREATED_B
Y

VARCHAR2 255 いいえ WHO列。こ
の行を作成し
たユーザーの
IDが格納され
ます。

CREATION_
DATE

TIMESTAM
P(6)

いいえ WHO列。こ
の行がデータ
ベースで作成
された日付が
格納されます。

索引

索引 一意性 列
TM_BALANCE_SUMMARY_N1 NONUNIQUE PERIOD_ID

TM_BALANCE_SUMMARY_PK UNIQUE PROFILE_ID、PERIOD_ID、
BALANCE_TYPE、
BUCKET_ID、CURRENCY

TM_DATA_SOURCE
この表には、トランザクション照合データソースが格納されます。

第 5章
表

5-10



詳細
オブジェクト・タイプ: TABLE

主キー

名前 列
DATASOURCE_PK DATA_SOURCE_ID

列

名前 データ型 長さ 精度 スケール Nullの許
可

コメント

RECON_TYP
E_ID

NUMBER 18 0 いいえ TM_RECON_T
YPPEの外部キ
ー

DATA_SOUR
CE_ID

NUMBER 18 0 いいえ データソース
ID、主キー

TEXT_ID NVARCHAR
2

100 いいえ 照合タイプの
テキスト ID

NAME NVARCHAR
2

100 いいえ 照合タイプの
名前

DYNAMIC_T
ABLE_NAM
E

NVARCHAR
2

50 はい データソース
ごとに、データ
を格納するた
めの 1つの表
が動的に作成
されます。こ
のフィールド
は、データベー
ス表名を示し
ます。照合タ
イプが正常に
承認された場
合にのみ使用
可能になりま
す
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名前 データ型 長さ 精度 スケール Nullの許
可

コメント

OBJECT_VE
RSION_NUM
BER

NUMBER 9 0 はい オプティミス
ティック・ロッ
クを実装する
ために使用さ
れます。この
番号は、行が更
新されるたび
に増分されま
す。行の問合
せが行われた
後で別のセッ
ションが更新
されたかどう
かを検出する
ために、トラン
ザクションの
開始時と終了
時の番号が比
較されます。

CREATED_B
Y

NVARCHAR
2

255 いいえ WHO列。この
行を作成した
ユーザーの ID
が格納されま
す。

UPDATED_B
Y

NVARCHAR
2

255 はい WHO列。この
行を最後に更
新したユーザ
ーの IDが格納
されます。

CREATE_DA
TE

TIMESTAM
P(6)

いいえ WHO列。この
行がデータベ
ースで作成さ
れた日付が格
納されます。

UPDATE_DA
TE

TIMESTAM
P(6)

はい WHO列。この
行が最後に更
新された日付
が格納されま
す。

SOURCE_TY
PE_ENUM

NUMBER 2 0 はい データソース
の 2つのタイ
プ: 0=ソース・
システムおよ
び 1=サブ・シス
テム

ENABLE_TR
ANS_DELET
E

NUMBER 1 0 はい データソース
のトランザク
ションの削除
が 1=使用可能
または 0=使用
不可のいずれ
であるか
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索引

索引 一意性 列
DATASOURCE_PK UNIQUE DATA_SOURCE_ID

UNIQUE_DATASOURCE_IDX001 UNIQUE RECON_TYPE_ID、
SYS_NC00010$

外部キー

表 外部表 外部キー列
TM_DATA_SOURCE TM_RECON_TYPE RECON_TYPE_ID

TM_DATA_SOURCE_ATTRIB
この表には、トランザクション照合データソース属性が格納されます。
詳細
オブジェクト・タイプ: TABLE

主キー

名前 列
DATASOURCEATTRIB_PK DATA_SOURCE_ATTRIB_ID

列

名前 データ型 長さ 精度 スケール Nullの許可 コメント
CALC_ID NUMBER 18 0 はい 内部使用の

み。属性に関
連付けられて
いる計算

DATA_SOUR
CE_ID

NUMBER 18 0 いいえ TM_DATA_S
OURCEの外
部キー

DATA_SOUR
CE_ATTRIB_
ID

NUMBER 18 0 いいえ 主キー

TEXT_ID NVARCHAR
2

100 いいえ 属性のテキス
ト ID

NAME NVARCHAR
2

50 いいえ 属性の名前

DATA_TYPE NVARCHAR
2

20 いいえ 属性のデータ
型。1=日付、
3=整数、4=リ
スト、6=数
値、8=テキス
ト、10=はい/
いいえ
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名前 データ型 長さ 精度 スケール Nullの許可 コメント
COLUMN_T
YPE

NVARCHAR
2

25 いいえ ユーザー入力
と計算された
列を区別する
ための属性の
タイプ(たと
えば、「入力」、
「計算済」、「参
照」)

IS_REQUIRE
D

NUMBER 1 0 いいえ 1=True。こ
の属性がデー
タ入力時に必
須であること
を示します。
0=False。属
性がデータ入
力時に必須で
はないことを
示します。

IS_KEY NUMBER 1 0 いいえ 1=True。こ
の属性がキー
であることを
示します。
0=False。属
性がキーでは
ないことを示
します。

DEFAULT_V
ALUE

NVARCHAR
2

1000 はい 「デフォルト
値を使用」が
1 (True)の場
合、対応する
デフォルト値
がここに格納
されます。

TOTALING_
METHOD

NVARCHAR
2

40 はい 整数および数
値タイプの属
性の合計方法
を示します。
たとえば、「合
計」、「平均」、
「数」、「なし」
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名前 データ型 長さ 精度 スケール Nullの許可 コメント
OBJECT_VER
SION_NUMB
ER

NUMBER 9 0 はい オプティミス
ティック・ロ
ックを実装す
るために使用
されます。こ
の番号は、行
が更新される
たびに増分さ
れます。行の
問合せが行わ
れた後で別の
セッションが
更新されたか
どうかを検出
するために、
トランザクシ
ョンの開始時
と終了時の番
号が比較され
ます。

CREATED_B
Y

NVARCHAR
2

255 いいえ WHO列。こ
の行を作成し
たユーザーの
IDが格納さ
れます。

UPDATED_B
Y

NVARCHAR
2

255 はい WHO列。こ
の行を最後に
更新したユー
ザーの IDが
格納されま
す。

CREATE_DA
TE

TIMESTAM
P(6)

いいえ WHO列。こ
の行がデータ
ベースで作成
された日付が
格納されま
す。

UPDATE_DA
TE

TIMESTAM
P(6)

はい WHO列。こ
の行が最後に
更新された日
付が格納され
ます。

IS_BALANCI
NG_ATTRIB

NUMBER 1 0 はい 1=属性は残
高属性です。
0=属性は残
高属性ではあ
りません

IS_ACCOUN
TING_DATE

NUMBER 1 0 はい 1=属性が会
計日として選
択されていま
す。0=属性
は会計日とし
て選択されて
いません
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名前 データ型 長さ 精度 スケール Nullの許可 コメント
IS_ALLOWE
D_TO_EDIT

NUMBER 1 0 はい 1=属性は、ト
ランザクショ
ンの編集中に
編集可能で
す。0=属性
は、トランザ
クションの編
集中に編集可
能ではありま
せん

索引

索引 一意性 列
DATASOURCEATTRIB_PK UNIQUE DATA_SOURCE_ATTRIB_ID

UNIQUE_DATASOURCEATTR
IB_IDX001

UNIQUE DATA_SOURCE_ID、
SYS_NC00021$

外部キー

表 外部表 外部キー列
TM_DATA_SOURCE_ATTRIB TM_DATA_SOURCE DATA_SOURCE_ID

TM_MATCH
この表には、トランザクション照合の照合および照合ステータスが格納されます。
詳細
オブジェクト・タイプ: TABLE

主キー

名前 列
MATCH_PK MATCH_ID

列

名前 データ型 長さ 精度 スケール Nullの許可 コメント
RECON_ID NUMBER 18 0 いいえ TM_RECON

の外部キー
MATCH_PR
OC_ID

NUMBER 18 0 いいえ TM_MATCH_
PROCの外部
キー

MATCH_RU
LE_ID

NUMBER 18 0 はい TM_MATCH_
RULEの外部
キー
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名前 データ型 長さ 精度 スケール Nullの許可 コメント
MATCH_ID NUMBER 18 0 いいえ 主キー
MATCH_ST
ATUS_ENU
M

NUMBER 2 0 いいえ 照合ステータ
ス:
1=SUGGEST
ED_MATCH、
2=CONFIRM
ED_MATCH、
3=CONFIRM
ED_ADJUST、
4=SUGGEST
ED_ADJUST、
6=SUPPORT
ED

ADJUSTME
NT

NUMBER 2 0 いいえ 調整が存在す
るかどう
か:1=
NOTAPPLIC
ABLE、
2=ADJUST、
3=SUPPORT

OBJECT_VE
RSION_NU
MBER

NUMBER 9 0 はい オプティミス
ティック・ロ
ックを実装す
るために使用
されます。こ
の番号は、行
が更新される
たびに増分さ
れます。行の
問合せが行わ
れた後で別の
セッションが
更新されたか
どうかを検出
するために、
トランザクシ
ョンの開始時
と終了時の番
号が比較され
ます。

CREATED_
BY

NVARCHA
R2

255 いいえ WHO列。こ
の行を作成し
たユーザーの
IDが格納さ
れます。

UPDATED_
BY

NVARCHA
R2

255 はい WHO列。こ
の行を最後に
更新したユー
ザーの IDが
格納されま
す。
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名前 データ型 長さ 精度 スケール Nullの許可 コメント
CREATE_D
ATE

TIMESTAM
P(6)

いいえ WHO列。こ
の行がデータ
ベースで作成
された日付が
格納されま
す。

UPDATE_D
ATE

TIMESTAM
P(6)

はい WHO列。こ
の行が最後に
更新された日
付が格納され
ます。

ARCHIVE_J
OB_ID

NUMBER 18 0 はい この照合済ト
ランザクショ
ンに含まれる
トランザクシ
ョンのアーカ
イブ・ジョブ
のジョブ ID。

REVERSE_S
TATUS

NUMBER 2 0 いいえ この照合 ID
に戻し処理調
整が作成され
たかどうかを
示します。オ
プション: 0 =
いいえ、1 = は
い。

索引

索引 一意性 列
MATCH_PK UNIQUE MATCH_ID

TM_MATCH_RECON NONUNIQUE RECON_ID

TM_MATCH_STATUS NONUNIQUE MATCH_STATUS_ENUM

TM_MATCH_SUMMARIES_U
1

NONUNIQUE RECON_ID、
MATCH_STATUS_ENUM

外部キー

名前 外部表 外部キー列
TM_MATCH TM_RECON RECON_ID

TM_MATCH TM_MATCH_RULE MATCH_RULE_ID

TM_MATCH TM_MATCH_PROC MATCH_PROC_ID

TM_MATCH_PROC
この表には照合プロセスが格納されます。
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詳細
オブジェクト・タイプ: TABLE

主キー

名前 列
MATCHPROC_PK MATCH_PROC_ID

列

名前 データ型 長さ 精度 スケール Nullの許可 コメント
RECON_TYP
E_ID

NUMBER 18 0 いいえ TM_RECON_
TYPEの外部
キー

MATCH_PR
OC_ID

NUMBER 18 0 いいえ TM_MATCH
_PROCの外
部キー

TEXT_ID NVARCHAR
2

100 いいえ 照合プロセス
のテキスト
ID

NAME NVARCHAR
2

100 いいえ 照合プロセス
の名前

FROM_DATA
_SOURCE_ID

NUMBER 18 0 はい ソース・シス
テム・データ
ソース

TO_DATA_S
OURCE_ID

NUMBER 18 0 はい サブ・システ
ム・データソ
ース

OBJECT_VER
SION_NUMB
ER

NUMBER 9 0 はい オプティミス
ティック・ロ
ックを実装す
るために使用
されます。こ
の番号は、行
が更新される
たびに増分さ
れます。行の
問合せが行わ
れた後で別の
セッションが
更新されたか
どうかを検出
するために、
トランザクシ
ョンの開始時
と終了時の番
号が比較され
ます。
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名前 データ型 長さ 精度 スケール Nullの許可 コメント
CREATED_B
Y

NVARCHAR
2

255 いいえ WHO列。こ
の行を作成し
たユーザーの
IDが格納さ
れます。

UPDATED_B
Y

NVARCHAR
2

255 はい WHO列。こ
の行を最後に
更新したユー
ザーの IDが
格納されま
す。

CREATE_DA
TE

TIMESTAM
P(6)

いいえ WHO列。こ
の行がデータ
ベースで作成
された日付が
格納されま
す。

UPDATE_DA
TE

TIMESTAM
P(6)

はい WHO列。こ
の行が最後に
更新された日
付が格納され
ます。

ADJ_ACCOU
NTING_DAT
E_TYPE

NUMBER 1 0 はい 0=照合日付、
1=照合グル
ープの最新会
計日付

POSITION NUMBER 4 0 はい 自動照合の実
行順序

MATCH_WI
THOUT_REV
IEW

NUMBER はい この照合プロ
セスにレビュ
ーなしの手動
照合の構成設
定があるかど
うかを示しま
す。1=使用
可能、0=使用
不可。

SOURCE_TO
_ADJUST

NUMBER 18 はい この照合プロ
セスにレビュ
ーなしの手動
照合を調整す
るためのデフ
ォルト・ソー
スがあるかど
うかを示しま
す。
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名前 データ型 長さ 精度 スケール Nullの許可 コメント
DEFAULT_T
RANS_TYPE

NUMBER 18 はい この照合プロ
セスにレビュ
ーなしの手動
照合のデフォ
ルト・トラン
ザクション・
タイプがある
かどうかを示
します。

索引

索引 一意性 列
MATCHPROC_PK UNIQUE MATCH_PROC_ID

UNIQUE_MATCHPROC_IDX001 UNIQUE RECON_TYPE_ID、
SYS_NC00012$

外部キー

名前 外部表 外部キー列
TM_MATCH_PROC TM_RECON_TYPE RECON_TYPE_ID

TM_MATCH_PROC_BKT_ATTRIB_MAP
この表には、各照合プロセスに定義されたバケット属性が格納されます。
詳細
オブジェクト・タイプ: TABLE

主キー

名前 列
TMMATCHPROCBKTATTRIBMAP_PK BUCKET_ID

列

名前 データ型 長さ 精度 スケール Nullの許可 コメント
RECON_TYP
E_ID

NUMBER 18 0 いいえ TM_RECON_
TYPPEの外
部キー

MATCH_PR
OC_ID

NUMBER 18 0 いいえ TM_MATCH
_PROCの外
部キー

BUCKET_ID NUMBER 18 0 いいえ 主キー
BUCKET_NA
ME

NVARCHAR
2

100 いいえ バケットの名
前
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名前 データ型 長さ 精度 スケール Nullの許可 コメント
FROM_DATA
_SOURCE_ID

NUMBER 18 0 いいえ TM_DATA_S
OURCEの外
部キー。ソー
ス・システ
ム・データソ
ース ID。

TO_DATA_S
OURCE_ID

NUMBER 18 0 はい TM_DATA_S
OURCEの外
部キー。サ
ブ・システ
ム・データソ
ース ID。

FROM_ATTR
IB_ID

NUMBER 18 0 いいえ TM_DATA_S
OURCE_ATT
RIBの外部キ
ー。ソース・
システム・デ
ータソース属
性 ID。

TO_ATTRIB_
ID

NUMBER 18 0 はい TM_DATA_S
OURCE_ATT
RIBの外部キ
ー。サブ・シ
ステム・デー
タソース属性
ID。

BUCKET_OR
DER

NUMBER 3 0 いいえ バケット順序

索引

索引 一意性 列
TMMATCHPROCBKTATTRIB
MAP_PK

UNIQUE BUCKET_ID

外部キー

名前 外部表 外部キー列
TM_MATCH_PROC_BKT_ATT
RIB_MAP

TM_DATA_SOURCE_ATTRIB TO_ATTRIB_ID

TM_MATCH_PROC_BKT_ATT
RIB_MAP

TM_DATA_SOURCE TO_DATA_SOURCE_ID

TM_MATCH_PROC_BKT_ATT
RIB_MAP

TM_DATA_SOURCE_ATTRIB FROM_ATTRIB_ID

TM_MATCH_PROC_BKT_ATT
RIB_MAP

TM_DATA_SOURCE FROM_DATA_SOURCE_ID

TM_MATCH_PROC_BKT_ATT
RIB_MAP

TM_MATCH_PROC MATCH_PROC_ID
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名前 外部表 外部キー列
TM_MATCH_PROC_BKT_ATT
RIB_MAP

TM_RECON_TYPE RECON_TYPE_ID

TM_MATCH_PROC_DEF_ATTRIB_MAP
この表には、各照合プロセスに定義されたデフォルトの属性マッピングが格納されます。
詳細
オブジェクト・タイプ: TABLE

主キー

名前 列
MATCHPROCDEFATTRIBMAP_PK MATCH_PROC_DEF_ATTRIB_MAP_ID

列

名前 データ型 長さ 精度 スケール Nullの許可 コメント
RECON_TYP
E_ID

NUMBER 18 0 いいえ TM_RECON_
TYPPEの外
部キー

MATCH_PRO
C_ID

NUMBER 18 0 いいえ TM_MATCH
_PROCの外
部キー

BUCKET_ID NUMBER 18 0 いいえ 主キー
BUCKET_NA
ME

NVARCHAR2 100 いいえ バケットの
名前

FROM_DATA
_SOURCE_ID

NUMBER 18 0 いいえ TM_DATA_S
OURCEの外
部キー。ソ
ース・システ
ム・データソ
ース ID。

TO_DATA_S
OURCE_ID

NUMBER 18 0 はい TM_DATA_S
OURCEの外
部キー。サ
ブ・システ
ム・データ・
ソース ID。

FROM_ATTR
IB_ID

NUMBER 18 0 いいえ TM_DATA_S
OURCE_ATT
RIBの外部キ
ー。ソース・
システム・デ
ータソース
属性 ID。
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名前 データ型 長さ 精度 スケール Nullの許可 コメント
TO_ATTRIB_
ID

NUMBER 18 0 はい TM_DATA_S
OURCE_ATT
RIBの外部キ
ー。サブ・シ
ステム・デー
タソース属
性 ID。

BUCKET_OR
DER

NUMBER 3 0 いいえ バケット順
序

RECON_TYP
E_ID

NUMBER 18 0 いいえ TM_RECON_
TYPPEの外
部キー

MATCH_PRO
C_ID

NUMBER 18 0 いいえ TM_MATCH
_PROCの外
部キー

MATCH_PRO
C_DEF_ATTR
IB_MAP_ID

NUMBER 18 0 いいえ 主キー

FROM_DATA
_SOURCE_ID

NUMBER 18 0 いいえ TM_DATA_S
OURCEの外
部キー。ソ
ース・システ
ム・データソ
ース ID。

FROM_ATTR
IB_ID

NUMBER 18 0 はい TM_DATA_S
OURCE_ATT
RIBの外部キ
ー。ソース・
システム・デ
ータソース
属性 ID。

TO_DATA_S
OURCE_ID

NUMBER 18 0 はい TM_DATA_S
OURCEの外
部キー。サ
ブ・システ
ム・データソ
ース ID。

TO_ATTRIB_
ID

NUMBER 18 0 はい TM_DATA_S
OURCE_ATT
RIBの外部キ
ー。サブ・シ
ステム・デー
タソース属
性 ID。

USED_FOR_
BALANCING

NUMBER 1 0 いいえ これが残高
属性マッピ
ングかどう
かを示しま
す: 0=いい
え、1=はい。
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名前 データ型 長さ 精度 スケール Nullの許可 コメント
OBJECT_VER
SION_NUMB
ER

NUMBER 9 0 はい オプティミ
スティック・
ロックを実
装するため
に使用され
ます。この
番号は、行が
更新される
たびに増分
されます。
行の問合せ
が行われた
後で別のセ
ッションが
更新された
かどうかを
検出するた
めに、トラン
ザクション
の開始時と
終了時の番
号が比較さ
れます。

CREATED_B
Y

NVARCHAR2 255 いいえ WHO列。こ
の行を作成
したユーザ
ーの IDが格
納されます。

UPDATED_B
Y

NVARCHAR2 255 はい WHO列。こ
の行を最後
に更新した
ユーザーの
IDが格納さ
れます。

CREATE_DA
TE

TIMESTAM
P(6)

いいえ WHO列。こ
の行がデー
タベースで
作成された
日付が格納
されます。

UPDATE_DA
TE

TIMESTAM
P(6)

はい WHO列。こ
の行が最後
に更新され
た日付が格
納されます。

TOLERANCE
_TYPE

NUMBER 2 0 はい -
"ABSOLUTE"
、
"PERCENTA
GE"など。
ENUM -
"ABSOLUTE"
がデフォル
ト値です。
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名前 データ型 長さ 精度 スケール Nullの許可 コメント
TOLERANCE
_LOW_UPTO

NUMBER 16 2 はい - UPTOは、
DEFAULT_T
OLER_LIMI
T_LOW_TYP
Eがパーセン
テージの場
合にのみ適
用可能です

TOLERANCE
_HIGH_UPT
O

NUMBER 16 2 はい - UPTOは、
DEFAULT_T
OLER_LIMI
T_HIGH_TY
PEがパーセ
ンテージの
場合にのみ
適用可能で
す

DEFAULT_T
OLER_LIMIT
_LOW

NUMBER 16 2 はい デフォルト
の許容差の
下限。ルー
ルでデフォ
ルトが選択
されている
場合、照合操
作ではこの
値が使用さ
れます

DEFAULT_T
OLER_LIMIT
_HIGH

NUMBER 16 2 はい デフォルト
の許容差の
上限。ルー
ルでデフォ
ルトが選択
されている
場合、照合操
作ではこの
値が使用さ
れます

BUS_CAL_E
NABLED

NUMBER 1 1 0 はい 日付タイプ
属性マップ
にビジネス・
カレンダを
使用するか
どうかを示
します。1=
はい、0=いい
え、
NULL=NA

索引

索引 一意性 列
MATCHPROCDEFATTRIBMA
P_PK

UNIQUE MATCH_PROC_DEF_ATTRIB_
MAP_ID
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外部キー

名前 外部表 外部キー列
TM_MATCH_PROC_DEF_ATTRI
B_MAP

TM_MATCH_PROC MATCH_PROC_ID

TM_MATCH_PROC_DEF_ATTRI
B_MAP

TM_RECON_TYPE RECON_TYPE_ID

TM_MATCH_RULE
この表には照合ルールが格納されます。
詳細
オブジェクト・タイプ: TABLE

主キー

名前 列
MATCHRULE_PK MATCH_RULE_ID

列

名前 データ型 長さ 精度 スケール Nullの許可 コメント
RECON_TYP
E_ID

NUMBER 18 0 いいえ TM_RECON_
TYPEの外部
キー

MATCH_PR
OC_ID

NUMBER 18 0 いいえ TM_MATCH
_PROCの外
部キー

MATCH_RU
LE_ID

NUMBER 18 0 いいえ 主キー

TEXT_ID NVARCHAR
2

100 いいえ 照合ルールの
テキスト ID

NAME NVARCHAR
2

100 いいえ 照合ルールの
名前

DESCRIPTIO
N

NVARCHAR
2

2000 はい 照合ルールの
説明

MATCH_STA
TUS_ENUM

NUMBER 2 0 いいえ 0=UNUSED、
1=SUGGEST
ED、
2=CONFIRM
ED、
3=SUGGEST
ED_NO_AM
BIGUOUS、
4=CONFIRM
ED_NO_AM
BIGUOUS
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名前 データ型 長さ 精度 スケール Nullの許可 コメント
MATCH_RU
LE_TYPE_EN
UM

NUMBER 2 0 いいえ 0=ONE_TO_
ONE、
1=ONE_TO_
MANY、
2=MANY_TO
_ONE、
3=MANY_TO
_MANY、
4=ADJUSTM
ENT、
5=SUPPORT
、
6=ONE_TO_
MANY_SUBS
ET、
7=MANY_TO
_ONE_SUBS
ET。

MATCH_RU
LE_EXEC_TY
PE_ENUM

NUMBER 2 0 いいえ 0=自動、1=手
動

BATCH_SIZE NUMBER 18 0 いいえ ルールの自動
照合バッチ・
サイズを示し
ます。

SUBSET_MA
X_ITERATIO
N

NUMBER 18 0 いいえ ルールのサブ
セット自動照
合の最大繰返
し回数を示し
ます

OBJECT_VER
SION_NUMB
ER

NUMBER 9 0 はい オプティミス
ティック・ロ
ックを実装す
るために使用
されます。こ
の番号は、行
が更新される
たびに増分さ
れます。行の
問合せが行わ
れた後で別の
セッションが
更新されたか
どうかを検出
するために、
トランザクシ
ョンの開始時
と終了時の番
号が比較され
ます。

CREATED_B
Y

NVARCHAR
2

255 いいえ WHO列。こ
の行を作成し
たユーザーの
IDが格納さ
れます。
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名前 データ型 長さ 精度 スケール Nullの許可 コメント
UPDATED_B
Y

NVARCHAR
2

255 はい WHO列。こ
の行を最後に
更新したユー
ザーの IDが
格納されま
す。

RULE_ORDE
R

NUMBER 4 0 いいえ ルールの実行
順序

CREATE_DA
TE

TIMESTAM
P(6)

いいえ WHO列。こ
の行がデータ
ベースで作成
された日付が
格納されま
す。

UPDATE_DA
TE

TIMESTAM
P(6)

はい WHO列。こ
の行が最後に
更新された日
付が格納され
ます。

FROM_DS_F
ILTER_ID

NUMBER 18 0 はい 照合に使用さ
れるソース・
システム・フ
ィルタ

TO_DS_FILT
ER_ID

NUMBER 18 0 はい 照合に使用さ
れるサブ・シ
ステム・フィ
ルタ

SOURCE_TO
_ADJUST

NUMBER 18 0 はい ルールに、「調
整を含む照
合」が指定さ
れたルール条
件が少なくと
も 1つある
場合に調整す
るソース

ACTIVE NUMBER 1 1 0 いいえ ルールがアク
ティブ化され
ているかどう
かを示しま
す。アクティ
ブの場合の値
は 1、非アク
ティブの場合
の値は 0で
す。デフォル
トは 1です。
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名前 データ型 長さ 精度 スケール Nullの許可 コメント
SUBSET_DA
TA_SOURCE
_ENUM

NUMBER 1 1 0 はい サブセット側
について、多
対多(サブセ
ットあり)自
動照合ルール
のソース・シ
ステム(0)ま
たはサブシス
テム(1)の列
挙が格納され
ます。

索引

索引 一意性 列
MATCHRULE_PK UNIQUE MATCH_RULE_ID

UNIQUE_MATCHRULE_IDX0
01

UNIQUE MATCH_PROC_ID、
SYS_NC00015$

外部キー

名前 外部表 外部キー列
TM_MATCH_RULE TM_RECON_TYPE RECON_TYPE_ID

TM_MATCH_RULE TM_MATCH_PROC MATCH_PROC_ID

TM_MATCH_RULE_ADJ_DET
この表には、照合ルールの調整詳細定義が格納されます
詳細
オブジェクト・タイプ: TABLE

主キー

名前 列
MATCHRULEADJDET_PK MATCH_RULE_ADJ_DET_ID

列

名前 データ型 長さ 精度 スケール Nullの許可 コメント
RECON_TY
PE_ID

NUMBER 18 0 いいえ TM_RECON
_TYPPEの
外部キー

MATCH_PR
OC_ID

NUMBER 18 0 いいえ TM_MATC
H_PROCの
外部キー

第 5章
表

5-30



名前 データ型 長さ 精度 スケール Nullの許可 コメント
MATCH_RU
LE_ID

NUMBER 18 0 いいえ TM_MATC
H_RULEの
外部キー

MATCH_RU
LE_ADJ_DE
T_ID

NUMBER 18 0 いいえ TM_MATC
H_RULE_A
dj_DETの
外部キー

ADJ_DATA_
SOURCE_ID

NUMBER 18 0 はい 自動照合に
よって調整
が作成され
た場合に調
整するソー
ス

TRANS_TY
PE_ID

NUMBER 18 0 いいえ 調整の作成
時に自動照
合によって
使用される
トランザク
ション・タイ
プ

OBJECT_VE
RSION_NU
MBER

NUMBER 9 0 はい オプティミ
スティッ
ク・ロックを
実装するた
めに使用さ
れます。こ
の番号は、行
が更新され
るたびに増
分されます。
行の問合せ
が行われた
後で別のセ
ッションが
更新された
かどうかを
検出するた
めに、トラン
ザクション
の開始時と
終了時の番
号が比較さ
れます。

CREATED_
BY

NVARCHAR
2

255 いいえ WHO列。
この行を作
成したユー
ザーの ID
が格納され
ます。

UPDATED_
BY

NVARCHAR
2

255 はい WHO列。
この行を最
後に更新し
たユーザー
の IDが格
納されます。
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名前 データ型 長さ 精度 スケール Nullの許可 コメント
CREATE_D
ATE

TIMESTAM
P(6)

いいえ WHO列。
この行がデ
ータベース
で作成され
た日付が格
納されます。

UPDATE_D
ATE

TIMESTAM
P(6)

はい WHO列。
この行が最
後に更新さ
れた日付が
格納されま
す。

索引

索引 一意性 列
MATCHRULEADJDET_PK UNIQUE MATCH_RULE_ADJ_DET_ID

外部キー

名前 外部表 外部キー列
TM_MATCH_RULE_ADJ_DET TM_MATCH_PROC MATCH_PROC_ID

TM_MATCH_RULE_ADJ_DET TM_RECON_TYPE RECON_TYPE_ID

TM_MATCH_RULE_ADJ_DET TM_TRANS_TYPE TRANS_TYPE_ID

TM_MATCH_RULE_ADJ_DET TM_MATCH_RULE MATCH_RULE_ID

TM_MATCH_RULE_ADJ_DET_ATTRIB
この表には、照合ルール調整属性ごとに 1つの行が格納されます。
詳細
オブジェクト・タイプ: TABLE

主キー

名前 列
MATCHRULEADJDETATTRIB_PK MATCH_RULE_ADJ_DET_ATTRIB_ID

列

名前 データ型 長さ 精度 スケール Nullの許可 コメント
RECON_TY
PE_ID

NUMBER 18 0 いいえ TM_RECON
_TYPEの外
部キー
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名前 データ型 長さ 精度 スケール Nullの許可 コメント
MATCH_PR
OC_ID

NUMBER 18 0 いいえ TM_MATC
H_PROCの
外部キー

MATCH_RU
LE_ID

NUMBER 18 0 いいえ TM_MATC
H_RULEの
外部キー

MATCH_RU
LE_ADJ_DE
T_ID

NUMBER 18 0 いいえ 主キー

MATCH_RU
LE_ADJ_DE
T_ATTRIB_I
D

NUMBER 18 0 いいえ TM_MATC
H_RULE_A
DJ_DET_AT
TRIBの外部
キー

ATTRIB_ID NUMBER 18 0 いいえ トランザク
ション・タイ
プ属性 ID

MATCH_RU
LE_DEF_VA
L_TYPE

NUMBER 18 0 はい トランザク
ション・タイ
プ属性 ID

DEF_VALU
E_ATTRIB_I
D

NUMBER 18 0 はい 値の取得元
になるデー
タソースの
属性 ID。

DEF_VALU
E_TEXT

NVARCHAR
2

500 はい トランザク
ション・タイ
プ属性がテ
キストの場
合に使用さ
れるデフォ
ルト値

DEF_VALU
E_NUMBER

NUMBER 18 0 はい トランザク
ション・タイ
プ属性が数
値の場合に
使用される
デフォルト
値

DEF_VALU
E_DATE

DATE はい トランザク
ション・タイ
プ属性が日
付の場合に
使用される
デフォルト
値

DEF_VALU
E_LIST_CH
OICE_ID

NUMBER 18 0 はい トランザク
ション・タイ
プ属性がリ
ストの場合
に使用され
るデフォル
ト値
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名前 データ型 長さ 精度 スケール Nullの許可 コメント
OBJECT_VE
RSION_NU
MBER

NUMBER 9 0 はい オプティミ
スティッ
ク・ロックを
実装するた
めに使用さ
れます。こ
の番号は、行
が更新され
るたびに増
分されます。
行の問合せ
が行われた
後で別のセ
ッションが
更新された
かどうかを
検出するた
めに、トラン
ザクション
の開始時と
終了時の番
号が比較さ
れます。

CREATED_
BY

NVARCHAR
2

255 いいえ WHO列。
この行を作
成したユー
ザーの ID
が格納され
ます。

UPDATED_
BY

NVARCHAR
2

255 はい WHO列。
この行を最
後に更新し
たユーザー
の IDが格
納されます。

CREATE_D
ATE

TIMESTAM
P(6)

いいえ WHO列。
この行がデ
ータベース
で作成され
た日付が格
納されます。

UPDATE_D
ATE

TIMESTAM
P(6)

はい WHO列。
この行が最
後に更新さ
れた日付が
格納されま
す。

索引

索引 一意性 列
MATCHRULEADJDETATTRIB
_PK

UNIQUE MATCH_RULE_ADJ_DET_ATT
RIB_ID
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外部キー

名前 外部表 外部キー列
TM_MATCH_RULE_ADJ_DET_A
TTRIB

TM_RECON_TYPE RECON_TYPE_ID

TM_MATCH_RULE_ADJ_DET_A
TTRIB

TM_MATCH_RULE_ADJ_DET MATCH_RULE_ADJ_DET_ID

TM_MATCH_RULE_ADJ_DET_A
TTRIB

TM_MATCH_RULE MATCH_RULE_ID

TM_MATCH_RULE_ADJ_DET_A
TTRIB

TM_MATCH_PROC MATCH_PROC_ID

TM_MATCH_RULE_COND
この表には照合ルール条件が格納されます。
詳細
オブジェクト・タイプ: TABLE

主キー

名前 列
MATCHRULECOND_PK MATCH_RULE_COND_ID

列

名前 データ型 長さ 精度 スケール Nullの許可 コメント
RECON_TYP
E_ID

NUMBER 18 0 いいえ TM_RECON_
TYPEの外部
キー

MATCH_PR
OC_ID

NUMBER 18 0 いいえ TM_MATCH
_PROCの外
部キー

MATCH_RU
LE_ID

NUMBER 18 0 いいえ TM_MATCH
_RULEの外
部キー

MATCH_RU
LE_COND_I
D

NUMBER 18 0 いいえ 主キー

IS_BALANCI
NG_ATTRIB

NUMBER 1 0 いいえ 実際の値のコ
ードを参照す
る必要があり
ます - はい/
いいえ

COMP_DATA
_SOURCE_ID

NUMBER 18 0 いいえ ソース・シス
テム・データ
ソース
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名前 データ型 長さ 精度 スケール Nullの許可 コメント
COMP_ATTR
IB_ID

NUMBER 18 0 はい ソース・シス
テム属性 ID

MATCH_TYP
E_ENUM

NUMBER 2 0 はい Nullまたは
0 -
MATCHES
EXACTLY、1
- MATCHES
WITH
TOLERANCE
。

COMP_TO_D
ATA_SOURC
E_ID

NUMBER 18 0 はい サブ・システ
ム・データソ
ース。ルー
ル・タイプが
「調整」または
「サポート」の
場合、この列
の値は NULL
です

COMP_TO_A
TTRIB_ID

NUMBER 18 0 はい サブ・システ
ム・データソ
ース属性 ID。
ルール・タイ
プが「調整」
または「サポ
ート」の場合、
この列は
NULLです

TOLER_LIMI
TS_TYPE_EN
UM

NUMBER 2 0 いいえ 「カスタム制
限」、「照合プ
ロセス制限」

OBJECT_VER
SION_NUMB
ER

NUMBER 9 0 はい オプティミス
ティック・ロ
ックを実装す
るために使用
されます。こ
の番号は、行
が更新される
たびに増分さ
れます。行の
問合せが行わ
れた後で別の
セッションが
更新されたか
どうかを検出
するために、
トランザクシ
ョンの開始時
と終了時の番
号が比較され
ます。
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名前 データ型 長さ 精度 スケール Nullの許可 コメント
CREATED_B
Y

NVARCHAR
2

255 いいえ WHO列。こ
の行を作成し
たユーザーの
IDが格納さ
れます。

UPDATED_B
Y

NVARCHAR
2

255 はい WHO列。こ
の行を最後に
更新したユー
ザーの IDが
格納されま
す。

CREATE_DA
TE

TIMESTAM
P(6)

いいえ WHO列。こ
の行がデータ
ベースで作成
された日付が
格納されま
す。

UPDATE_DA
TE

TIMESTAM
P(6)

はい WHO列。こ
の行が最後に
更新された日
付が格納され
ます。

TOLERANCE
_TYPE

NUMBER 2 0 はい Nullまたは
0 -
ABSOLUTE、
1 -
PERCENTAG
E。

TOLERANCE
_LOW_UPTO

NUMBER 29 12 はい - UPTOは、
DEFAULT_T
OLER_LIMIT
_LOW_TYPE
がパーセンテ
ージの場合に
のみ適用可能
です

TOLERANCE
_HIGH_UPT
O

NUMBER 29 12 はい - UPTOは、
DEFAULT_T
OLER_LIMIT
_LOW_TYPE
がパーセンテ
ージの場合に
のみ適用可能
です

TOLERANCE
_LOW

NUMBER 29 12 はい 許容差: 自

TOLERANCE
_HIGH

NUMBER 29 12 はい 許容差: 至
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名前 データ型 長さ 精度 スケール Nullの許可 コメント
BUS_CAL_E
NABLED

NUMBER 1 0 はい 日付タイプ属
性マップにビ
ジネス・カレ
ンダを使用す
るかどうかを
示します。
1=はい、0=い
いえ、
NULL=NA

TOLER_UNI
T_ENUM

NUMBER 2 0 はい 内部のみ

索引

索引 一意性 列
MATCHRULECOND_PK UNIQUE MATCH_RULE_COND_ID

外部キー

名前 外部表 外部キー列
TM_MATCH_RULE_COND TM_RECON_TYPE RECON_TYPE_ID

TM_MATCH_RULE_COND TM_MATCH_RULE MATCH_RULE_ID

TM_MATCH_RULE_COND TM_MATCH_PROC MATCH_PROC_ID

TM_MATCH_TRANS
この表にはサポートされるトランザクションが格納され、トランザクションが照合さ
れた後も保持されます。
詳細
オブジェクト・タイプ: TABLE

主キー

名前 列
MATCHTRANS_PK MATCH_TRANS_ID

列

名前 データ型 長さ 精度 スケール Nullの許可 コメント
RECON_ID NUMBER 18 0 いいえ TM_RECON

の外部キー
MATCH_PR
OC_ID

NUMBER 18 0 いいえ TM_MATC
H_PROCの
外部キー
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名前 データ型 長さ 精度 スケール Nullの許可 コメント
MATCH_ID NUMBER 18 0 はい TM_MATC

Hの外部キ
ー

MATCH_TR
ANS_ID

NUMBER 18 0 いいえ 主キー

COMP_TRA
NS_ID

NUMBER 18 0 はい この照合プ
ロセスのソ
ース・システ
ム・データソ
ースからの
トランザク
ション ID

COMP_TO_
TRANS_ID

NUMBER 18 0 はい この照合プ
ロセスのサ
ブ・システ
ム・データソ
ースからの
トランザク
ション ID

OBJECT_VE
RSION_NU
MBER

NUMBER 9 0 はい オプティミ
スティッ
ク・ロックを
実装するた
めに使用さ
れます。こ
の番号は、行
が更新され
るたびに増
分されます。
行の問合せ
が行われた
後で別のセ
ッションが
更新された
かどうかを
検出するた
めに、トラン
ザクション
の開始時と
終了時の番
号が比較さ
れます。

CREATED_
BY

NVARCHAR
2

255 いいえ WHO列。
この行を作
成したユー
ザーの ID
が格納され
ます。

UPDATED_
BY

NVARCHAR
2

255 はい WHO列。
この行を最
後に更新し
たユーザー
の IDが格
納されます。
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名前 データ型 長さ 精度 スケール Nullの許可 コメント
CREATE_D
ATE

TIMESTAM
P(6)

いいえ WHO列。
この行がデ
ータベース
で作成され
た日付が格
納されます。

UPDATE_D
ATE

TIMESTAM
P(6)

はい WHO列。
この行が最
後に更新さ
れた日付が
格納されま
す。

索引

索引 一意性 列
MATCHTRANS_PK UNIQUE MATCH_TRANS_ID

外部キー

名前 外部表 外部キー列
TM_MATCH_TRANS TM_RECON RECON_ID

TM_MATCH_TRANS TM_MATCH MATCH_ID

TM_MATCH_TRANS TM_MATCH_PROC MATCH_PROC_ID

TM_PURGE_INFO
この表には、トランザクション照合での勘定科目 IDおよびパージ最終日が格納されま
す。
詳細
オブジェクト・タイプ: TABLE

主キー

名前 列
TM_PURGE_INFO_PK RECON_ID

列

名前 データ型 長さ 精度 スケール Nullの許可 コメント
RECON_ID NUMBER 18 0 いいえ 照合の ID
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名前 データ型 長さ 精度 スケール Nullの許可 コメント
PURGE_TH
ROUGH_DA
TE

DATE いいえ 照合された
トランザク
ションのパ
ージ中に渡
される経過
期間パラメ
ータの期間
終了日。

TM_RECON
この表には、トランザクション照合で使用されるプロファイルが格納されます。
詳細
オブジェクト・タイプ: TABLE

主キー

名前 列
RECON_PK RECON_ID

列

名前 データ型 長さ 精度 スケール Nullの許可 コメント
RECON_ID NUMBER 18 0 いいえ 主キー
RECON_TYP
E_ID

NUMBER 18 0 いいえ TM_RECON_
TYPEの外部
キー照合タイ
プ ID。

OWNER NVARCHAR
2

255 はい 内部使用のみ

PREPARER NVARCHAR
2

255 はい 内部使用のみ

INSTRUCTIO
NS

NCLOB はい 内部使用のみ
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名前 データ型 長さ 精度 スケール Nullの許可 コメント
OBJECT_VER
SION_NUMB
ER

NUMBER 9 0 はい オプティミス
ティック・ロ
ックを実装す
るために使用
されます。こ
の番号は、行
が更新される
たびに増分さ
れます。行の
問合せが行わ
れた後で別の
セッションが
更新されたか
どうかを検出
するために、
トランザクシ
ョンの開始時
と終了時の番
号が比較され
ます。

CREATED_B
Y

NVARCHAR
2

255 いいえ WHO列。こ
の行を作成し
たユーザーの
IDが格納さ
れます。

UPDATED_B
Y

NVARCHAR
2

255 はい WHO列。こ
の行を最後に
更新したユー
ザーの IDが
格納されま
す。

CREATE_DA
TE

TIMESTAM
P(6)

いいえ WHO列。こ
の行がデータ
ベースで作成
された日付が
格納されま
す。

UPDATE_DA
TE

TIMESTAM
P(6)

はい WHO列。こ
の行が最後に
更新された日
付が格納され
ます。
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名前 データ型 長さ 精度 スケール Nullの許可 コメント
MAPPED_W
ITH_PROFIL
E_STATUS

NUMBER 2 0 はい 照合がプロフ
ァイルにマッ
プされている
かどうかを確
認するための
一時的な列。
可能性がある
値は、0=マッ
プされていな
い、1=マップ
済、デフォル
ト値は 0で
す。すべての
TM照合が
RCプロファ
イルにマップ
されたら、こ
の列を削除す
る必要があり
ます

TEXT_ID VARCHAR2 4000 はい 勘定科目 ID

DESCRIPTIO
N

VARCHAR2 4000 はい 内部使用のみ

NAME VARCHAR2 765 はい 内部使用のみ

索引

索引 一意性 列
RECON_PK UNIQUE RECON_ID
UNIQUE_RECON_IDX001 UNIQUE SYS_NC00015$

外部キー

名前 外部表 外部キー列
TM_RECON TM_RECON_TYPE RECON_TYPE_ID

TM_RECON_TYPE
この表には照合タイプが格納されます。
詳細
オブジェクト・タイプ: TABLE

主キー

名前 列
RECONTYPE_PK RECON_TYPE_ID
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列

名前 データ型 長さ 精度 スケール Nullの許可 コメント
RECON_TY
PE_ID

NUMBER 18 0 いいえ 主キー

TEXT_ID NVARCHAR
2

100 いいえ 照合タイプ
のテキスト
ID

NAME NVARCHAR
2

100 いいえ 照合タイプ
の名前

DESCRIPTI
ON

NVARCHAR
2

2000 はい 照合タイプ
の説明

RECON_TY
PE_STATUS
_ENUM

NUMBER 2 0 いいえ ステータス:
-0=保留中、
1=承認済

INSTRUCTI
ONS

NCLOB はい 照合タイプ
の指示

OBJECT_VE
RSION_NU
MBER

NUMBER 9 0 はい オプティミ
スティッ
ク・ロックを
実装するた
めに使用さ
れます。こ
の番号は、行
が更新され
るたびに増
分されます。
行の問合せ
が行われた
後で別のセ
ッションが
更新された
かどうかを
検出するた
めに、トラン
ザクション
の開始時と
終了時の番
号が比較さ
れます。

CREATED_
BY

NVARCHAR
2

255 いいえ WHO列。
この行を作
成したユー
ザーの ID
が格納され
ます。

UPDATED_
BY

NVARCHAR
2

255 はい WHO列。
この行を最
後に更新し
たユーザー
の IDが格
納されます。
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名前 データ型 長さ 精度 スケール Nullの許可 コメント
CREATE_D
ATE

TIMESTAM
P(6)

いいえ WHO列。
この行がデ
ータベース
で作成され
た日付が格
納されます。

UPDATE_D
ATE

TIMESTAM
P(6)

はい WHO列。
この行が最
後に更新さ
れた日付が
格納されま
す。

索引

索引 一意性 列
RECONTYPE_PK UNIQUE RECON_TYPE_ID
UNIQUE_RECONTYPE_IDX001 UNIQUE SYS_NC00011$

外部キー

名前 外部表 外部キー列
TM_RECON_TYPE TM_CALENDAR_TYPE CALENDAR_ID

TM_SUPPORT
この表には、トランザクションのサポート詳細が格納されます。
詳細
オブジェクト・タイプ: TABLE

主キー

名前 列
SUPPORTITTRANSDETAILS_PK SUPPORT_ID

列

名前 データ型 長さ 精度 スケール Nullの許可 コメント
RECON_ID NUMBER 18 0 いいえ TM_RECON

の外部キー
MATCH_PR
OC_ID

NUMBER 18 0 いいえ TM_MATCH
_PROCの外
部キー

MATCH_ID NUMBER 18 0 いいえ TM_MATCH
の外部キー
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名前 データ型 長さ 精度 スケール Nullの許可 コメント
SUPPORT_ID NUMBER 18 0 いいえ 主キー
TRANS_TYP
E_ID

NUMBER 18 0 いいえ サポートに使
用されるトラ
ンザクショ
ン・タイプ

OBJECT_VER
SION_NUMB
ER

NUMBER 9 0 はい オプティミス
ティック・ロ
ックを実装す
るために使用
されます。こ
の番号は、行
が更新される
たびに増分さ
れます。行の
問合せが行わ
れた後で別の
セッションが
更新されたか
どうかを検出
するために、
トランザクシ
ョンの開始時
と終了時の番
号が比較され
ます。

CREATED_B
Y

NVARCHAR
2

255 いいえ WHO列。こ
の行を作成し
たユーザーの
IDが格納さ
れます。

UPDATED_B
Y

NVARCHAR
2

255 はい WHO列。こ
の行を最後に
更新したユー
ザーの IDが
格納されま
す。

CREATE_DA
TE

TIMESTAM
P(6)

いいえ WHO列。こ
の行がデータ
ベースで作成
された日付が
格納されま
す。

UPDATE_DA
TE

TIMESTAM
P(6)

はい WHO列。こ
の行が最後に
更新された日
付が格納され
ます。

索引

索引 一意性 列
SUPPORTITDETAILS_PK UNIQUE SUPPORT_ID

第 5章
表

5-46



外部キー

名前 外部表 外部キー列
TM_SUPPORT TM_MATCH_PROC MATCH_PROC_ID

TM_SUPPORT TM_RECON RECON_ID

TM_SUPPORT TM_MATCH MATCH_ID

TM_SUPPORT TM_TRANS_TYPE TRANS_TYPE_ID

TM_TRANS_TYPE
詳細
オブジェクト・タイプ: TABLE

主キー

名前 列
TRANSTYPE_PK TRANS_TYPE_ID

列

名前 データ型 長さ 精度 スケール Nullの許可 コメント
RECON_TYP
E_ID

NUMBER 18 0 いいえ TM_RECON_
TYPEの外部
キー

TRANS_TYP
E_ID

NUMBER 18 0 いいえ 主キー

TEXT_ID NVARCHAR
2

100 いいえ トランザクシ
ョン・タイプ
のテキスト
ID

NAME NVARCHAR
2

100 いいえ トランザクシ
ョン・タイプ
の名前

DESCRIPTIO
N

NVARCHAR
2

2000 はい 説明

TRANS_TYP
E

NUMBER 1 0 いいえ 1=調整また
は 2=サポー
ト
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名前 データ型 長さ 精度 スケール Nullの許可 コメント
ALLOW_MA
NUAL

NUMBER 1 0 いいえ 1=アクティ
ブ(許可する)
または 0=非
アクティブ
(許可しな
い)。デフォ
ルトは 1 (ア
クティブ)で
す。
手動照合にこ
の調整タイプ
が許可される
かどうかを示
します。

OBJECT_VER
SION_NUMB
ER

NUMBER 9 0 はい オプティミス
ティック・ロ
ックを実装す
るために使用
されます。こ
の番号は、行
が更新される
たびに増分さ
れます。行の
問合せが行わ
れた後で別の
セッションが
更新されたか
どうかを検出
するために、
トランザクシ
ョンの開始時
と終了時の番
号が比較され
ます。

CREATED_B
Y

NVARCHAR
2

255 いいえ WHO列。こ
の行を作成し
たユーザーの
IDが格納さ
れます。

UPDATED_B
Y

NVARCHAR
2

255 はい WHO列。こ
の行を最後に
更新したユー
ザーの IDが
格納されま
す。

CREATE_DA
TE

TIMESTAM
P(6)

いいえ WHO列。こ
の行がデータ
ベースで作成
された日付が
格納されま
す。
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名前 データ型 長さ 精度 スケール Nullの許可 コメント
UPDATE_DA
TE

TIMESTAM
P(6)

はい WHO列。こ
の行が最後に
更新された日
付が格納され
ます。

索引

索引 一意性 列
TRANSTYPE_PK UNIQUE TRANS_TYPE_ID
UNIQUE_TRANSTYPE_IDX001 UNIQUE RECON_TYPEID,

SYS_NC00010$

外部キー

名前 外部表 外部キー列
TM_TRANS_TYPE TM_RECON_TYPE RECON_TYPE_ID

TM_TRANS_TYPE_OPTION
この表には、トランザクション・タイプで使用される各データ・ソースの調整転記オプショ
ンが格納されます。
詳細
オブジェクト・タイプ: TABLE

主キー

名前 列
TM_TRANS_TYPE_OPTION_PK TRANS_TYPE_OPTION_ID

列

名前 データ型 長さ 精度 スケール Nullの許可 コメント
TRANS_TYP
E_ID

NUMBER 18 0 いいえ TM_TRANS_
TYPEの外部
キー

DATA_SOUR
CE_ID

NUMBER 18 0 いいえ TM_DATA_S
OURCEの外
部キー。

TRANS_TYP
E_OPTION_I
D

NUMBER 18 0 いいえ 主キー

ALLOW_PO
ST_OF_ADJS
_TO

NUMBER 1 0 いいえ 転記調整を可
能にします
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名前 データ型 長さ 精度 スケール Nullの許可 コメント
OBJECT_VER
SION_NUMB
ER

NUMBER 9 0 はい オプティミス
ティック・ロ
ックを実装す
るために使用
されます。こ
の番号は、行
が更新される
たびに増分さ
れます。行の
問合せが行わ
れた後で別の
セッションが
更新されたか
どうかを検出
するために、
トランザクシ
ョンの開始時
と終了時の番
号が比較され
ます。

索引

索引 一意性 列
TM_TRANS_TYPE_OPTION_P
K

UNIQUE TRANS_TYPE_OPTION_ID

外部キー

名前 外部表 外部キー列
TM_TRANS_TYPE_OPTION TM_DATA_SOURCE DATA_SOURCE_ID

TM_TRANS_TYPE_OPTION TM_TRANS_TYPE TRANS_TYPE_ID
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6
トランザクション照合の動的な表およびビュー

次も参照:

• TM_TRANS_<DATA_SOURCE_ID>

• TM_<MATCH_TYPE_ID>
照合タイプが正常に承認されると、照合タイプごとに 1つの照合タイプ・ビューが動的に
作成されます。このビューには、照合タイプ内のすべてのデータ・ソースにわたるすべて
のトランザクションが含まれます。

• TM_ADJ_ATTRIB_VAL_COL

TM_TRANS_<DATA_SOURCE_ID>
データソースごとに、データを格納するための 1つの表が動的に作成されます。
TM_DATA_SOURCE.DYNAMIC_TABLE_NAMEは、該当するデータソースの表の名前を示し
ます。表名は、TM_TRANS_<DATA_SOURCE_ID>という形式に従います(たとえば、
TM_TRANS_1024)。この表は、照合タイプが正常に承認された場合にのみ使用可能になりま
す。
詳細
オブジェクト・タイプ: TABLE

列

名前 データ型 長さ 精度 スケ
ール

Null
の許
可

コメント

TRANS_ID NUMBER 18 0 いいえ 一意のトランザクション ID。
RECON_ID NUMBER 18 0 はい TM_RECONの主キー
JOB_ID NUMBER 18 0 はい ジョブのインポート ID

ALERT_ID NUMBER 18 0 はい トランザクションに関連付けら
れているアラートのアラート
ID。

MATCH_ID NUMBER 18 0 はい 照合 ID

MATCH_STATUS_ENUM NUMBER 2 0 はい 照合ステータス(TM_MATCH
MATCH_STATUS_ENUMと同
じ)

EXPORT_JOURNAL_STAT
US

NUMBER 18 0 はい 仕訳のエクスポート・ステータ
ス: 0=クローズ済、Null=オープ
ン

EXPORT_JOURNAL_JOB_I
D

NUMBER 18 0 はい 仕訳のエクスポート・ジョブ ID
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名前 データ型 長さ 精度 スケ
ール

Null
の許
可

コメント

IS_EDITED_TRANS NUMBER 1 0 はい トランザクションが編集されて
いるか: 1=はい

C_<DATA_SOURCE_ATTRI
BUTE_ID>

データソースの他のユーザー定
義属性。
TM_DATA_SOURCE_ATTRIB.D
ATA_SOURCE_ATTRIB_IDは、
この列の名前を作成するために
使用されます。列名は、
C_<DATA_SOURCE_ATTRIBUT
E_ID>という形式に従います(た
とえば、C_20512)。照合タイプ
が正常に承認された場合にのみ
使用可能になります。

TM_<MATCH_TYPE_ID>
照合タイプが正常に承認されると、照合タイプごとに 1つの照合タイプ・ビューが動
的に作成されます。このビューには、照合タイプ内のすべてのデータ・ソースにわた
るすべてのトランザクションが含まれます。
詳細
ビュー名は、TM_<MATCH_TYPE_ID>という形式に従います(たとえば、
TM_POtoINV)。これには、その照合タイプ内のすべてのデータ・ソースからの固定の
システム定義属性とデータ・ソース属性が含まれています。
オブジェクト・タイプ: VIEW

列

名前 データ型 長さ 精度 ス
ケ
ー
ル

Null
の許
可

コメント

SOURCE VARCHA
R2

13 いい
え

データ・ソースのテキスト ID

TRANS_ID NUMBER 18 0 いい
え

一意のトランザクション ID

RECON_ID NUMBER 18 0 はい 照合 ID。TM_RECONの主キ
ー

MATCH_PROC_ID NUMBER 18 0 はい 照合プロセス ID

JOB_ID NUMBER 18 0 はい ジョブのインポート ID

MATCH_ID NUMBER 18 0 はい 照合 ID

MATCH_STATUS_ENUM NUMBER 2 0 はい 照合ステータス(TM_MATCH
MATCH_STATUS_ENUMと
同じ)
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名前 データ型 長さ 精度 ス
ケ
ー
ル

Null
の許
可

コメント

EXPORT_JOURNAL_STA
TUS

NUMBER 18 0 はい 仕訳のエクスポート・ステー
タス: 0=クローズ済、Null=オ
ープン

EXPORT_JOURNAL_JOB
_ID

NUMBER 18 0 はい 仕訳のエクスポート・ジョブ
ID

IS_EDITED_TRANS NUMBER 1 0 はい トランザクションが編集され
ているか: 1=はい

<DATA_SOURCE_ATTRI
BUTE_ID>_<first_letter_
of_DATA_SOURCE_ATT
RIBUTE_TYPE>

照合タイプ・ビューのその他
のユーザー定義属性。
各データ・ソースから、この
列の名前を作成するために
TM_DATA_SOURCE_ATTRIB
.DATA_SOURCE_ATTRIB_ID
が使用されます。列名は、
<DATA_SOURCE_ATTRIBUT
E_ID>_<first_letter_of_DAT
A_SOURCE_ATTRIBUTE_TY
PE>という形式に従います。
データ・ソースの属性タイプ
に使用される最初の文字に関
する詳細とその例は、次の表
5-1を参照してください。

表 6-1 データ・ソース属性 IDから導出される列名のデータ型接尾辞

データ型 接尾辞 例
テキスト _T POS_memo_T
日付 _D Pickup_date_D
数値 _N Amount_N
整数 _I Invoice_I
リスト _L Store_L
はい/いいえ _Y Credit_Y

TM_ADJ_ATTRIB_VAL_COL
この表には、調整に関連付けられているすべての属性の属性値が格納されます。各調整にダ
ッシュボード・スタイルの属性のビューを提供します。
詳細
オブジェクト・タイプ: TABLE
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列

名前 データ型 長さ 精度 スケール Nullの許可 コメント
OBJECT_ID NUMBER 18 0 いいえ 調整の一意の

ID。
C_<ATTRIB
UTE_ID>

これらは、ア
プリケーショ
ン内のユーザ
ー定義の調整
属性およびサ
ポート属性で
す。
ATTRIBUTE_
IDは、列の名
前を作成する
ために使用さ
れます。列名
は
C_<ATTRIBU
TE_ID>とい
うフォーマッ
トに従いま
す。たとえ
ば、属性 IDが
1001の場合、
列名は
C_1001にな
ります。

索引

索引 一意性 列
TM_ADJ_ATTRIB_VA
L_COL_OBJ_ID

UNIQUE OBJECT_ID
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